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Oh010 B1010gical Collferenceと、それを育んだ風土

京都大学 伏 夫岩

1 9 8 1 年3 月2 2 -

25日イスラエルで第

26回Oholo Biolo一

gica1 0oD■ erencc

を行 うので Pl碗ュ■y

lectreに 招待する

との手紙をイスラエ

ル生物研究所のGIc鈍教授か ら頂戴 したのは1980

年の夏の始めと記憶する。しかし旅費は支出でき

ない恐れが強|ミとの添書きがあった。思い余 って

山田科学振興財団に応募させて頂いたところ、支

給決定の通知を頂いた。さて出席できるとのこと

で、更めて送付されて来ていたOholoの沿革を見

て驚ぃた。これは素晴 らしい会議ではないか /

1956年 fこすでにOh01。 Diological Con,

ferenceは
“
Bacteria1 0ttetics"なる主題で

第 1回の会議を開いている。 1957 Tissu●

Cuiture,  1962 Biological Synthesis 施

IPunction of Nucleic Acid,  1963 CcIIu―

lar Conllol Ⅲ Lchnismぅ   1964】 江olecular

A s t t c t S  O f  l  n m m o l o既,  1 9 6 8  G r u h t rしh

and DiffercntiaticII  of  Cells in vi↓ ro,

1973 Sbrategics for the Conし Iol of G● ne

コXIF ress i c9n, 1973 Sensory Pttsio10既 and

B仇 伊ior … … と 拾い読みしてわかるように非

常に先駆的な問題をつねにとり上げているユニー

クな国際会議であり、生物 と化学を極度に重視す

るイスラエルの誇る世界に名高い国際会議である。

毎年 1回上の様な魅力的な主題を掲げ世界中か ら

参加者を招き、会議を盛 り上げると共に、世界第

一線の学者にイスラエルの国を見てもらう、そん

な熱気の感 じられる会議である。沢山のイスラエ

ルの新進無名の学者 も参加 し、実に熱心に討議に

加わるので、本当に討論を主とした会議 らしい会

議である。

何よりも場所がよt 。`初期のOh01o会議はキネ

レス湖の美 しい湖岸にあるOholo会議場で外国か

ら2～ 3人 の学者を招いて行なわれた由であるが、

会議の成功に伴 って参加者が増加 し、会議場が移

り会議の名のみOh010を 維持している。現在の会

議場は眼前に地中海が180°の視角で青 く澄んで広

がる、J 高ヽい丘の上のジークロン・ヤーコフと言

う寒村にある国際会議場であって、す ぐ近 くにブ

ドウ園とブドウ酒醸造所や、かの有名なキブツ

(集 団農場 )が あるとは言え、緑に囲まれ店とて

なt 別ヽ天地である。パリだフィレンツェだと言 う

Oholo 1956
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会議場近 くの風景
建物はキブッ、前方に広がるのはキブッの

農場、はるかに (曇 っているが )地中海が

横たわっている

ことになれば参加者はたいへん多 くなるが、会議

も終 りに近づくと会場の密度は美 しい寺院に移 っ

てしまうけれども、この国際会議場にはそんなお

それはない。多くの人がきびきび働いて朝食 ・昼

食 ・夕食とぜい沢ではないが心づ くしの食事が清

潔なダイニングルームで出されるし、夜遅 くまで

… 勿論朝早 くか らプログラムがびっしり話まっ

ている。そして十分な講演時間と討論時間が保証

されている。イスラエルの若い人達は精一杯自分

運の主張を述べ、招待の外国人か らは休憩時間や

夜の時間を利用 して真画目に質問を浴びせて来る。

裏方さん達は本当に熱心に会議の進行に気を配 っ

ている。これで会議が楽 しくなければうそである。

成功は約束されて居るのだ。

こんなことがあった。会議の頃電力労組のスト

があって、時に停電 し一つの特別護演はスライド

抜きで行われる破 目となった。私の講漠日もス ト

ライキ予告日であった。そのときの用意にポスタ

ーを作ろうと考え準備室に行 った。スライ ド・ポ

スターの裏方さんは、ベン・イェフェットと言 う

親切をおじさんである。彼は (自分で も絵やグラ

フィック・デザインをやってぃる )自分用の棚を

隅から隅までひっくり返して3色 の厚紙と4色 の

マジック,T定 規 ,ピ ンを貸して来れた。勿論一

度に鋼 ったのではなく、何度 も夜私の室まで 「こ

んなのもあるよ 」と持 って来て呉れたのである。

そして出来上 りをたいへん気にしてくれたので、

10枚のポスターをかき上げるとおじさんに見せた。

「はんとにされいだ、これならよく見えるから皆

はきっとこのポスターをエンジョイするだろう」

とおじさんは自分の講演であるかのように喜んだ。

そして停電することもなく無事私の講演をスライ

ドだけですませたぁと、そして多 くの質問に答え、

席にもどったあと、おじさんがやって来て、 「あ

の美 しいユニークなポスターをよければ記念には

しいのだが 」と言 うことである。帰る日の朝、お

じさんがゃって来て、彼の画いたこの村の美 しい

絵を呉れた。今でも時にはこの絵を壁にはって、

親切なおじさんのことを想い出している。

こんなこともあった。最終 日、組織委員の一人

が私の講漠をはめてくれたあと、 「ところであの

スライドの人工酸素の概念図は着想が素晴らしい

し、絵が うまい。 もしたのめるなら、あとで 1枚

ヨピーを送 ってもらえまいか。」濁けばこの教授

は毎年自分の気に入 った講演か らスライドをもら

って、会議の歴史を示す資料 として、時には眺め

て楽しんでいるとのこと、本当に自分達の大切な

会議だとしてみんなでこの会議を支えているので

ある。

この会議を支えている人達はイスラエル生物研

究所のメンバ ーである。そして化学 ・生物好きの

この国の人達である。何 しろ化学者 (それ も超一

流の )が大統領に選ばれるお国稲である。日本は
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この小さな国に沢出学パことがあると思 う。人類

のるに建物を残 した時代がある、音楽を残 した時

代がある。詩や文を残 した時代がある。絵画を残

した時代がある。 …  い ま人類が、未来の人類の

為に残す ものは科学だ。だから私は科学を精 一杯

やるのだ。私のこの意見はイスラエルの人達に

100%の 共感をもって受けとられた。彼 らも科学

好き、科学気違いだ。場所を越え、人種を越えて

同じ気持の人達が生きていると言うのはとっても

楽 しいことだ。けれども日本は国として何 もして

いないに等 しい。この小さな国が目一杯科学に国

力を傾けているのに比ぺれば。

会議の第26回の主題は
“
B10mimetic Che―

mistry'であった。生物
一点張りのOho10が生

物の立場からこの「生命現象の化学」を選んだ、

この先駆的なことで有名な国際会議がそれをやっ

てのけたことに私は強い感銘をうけた。

コlollimetic Chemistryは化学の新たな展開と

して急速に、異常に急速にテイク・オフしつっぁ

る生物 一化学の境界領域科学である。しかし国際

会議としてこれを主題にとり上げたのは、本当の

意味の国際会議 としては、これが最初である。イ

スラエルはOhOloは数々のヒットに続いてまた大

きなとットを放ったのではないかと思 う。その証

拠ィこ、19818月 IUPAC Cmttess(Vanctlllver)

は有機化学の 4つ (と菜学の 1つ )の主題の一つ

として、Biomiltletic Chenisし ryを 、他の一つ

として、Bioorganic Chenistryを 、また無機化

学の主題の一つとしてB10imrganic Chelnistry

を選んだ。この三つの分野はB io血meticの 一つ

でまとめてもひどい混乱はない訳で、世界の学者

がB10rlilllelicを新 しい可能性として採 り始めた

ことを如実に物語っている。私はこの IUPACの

Biomimeし ic Chemistryで はKeンmte講 演をす

ると言 う栄に浴し、そしてOh。10で会った何人か

の仲間にまた会って旧交を温めることが出采た。

BiOnirnetic Chclnistry力 景討論主題で、イス

ラエル国外か らの特別誌演者はCぃけd(米 )サ

」encts(米 ),【 e110s(ォ ランダ),Ki■ by(英 ),

Martin(米 ),M● rtcerく米 ),Moss(米 ),

S toddait(英 ),私 (日本 ),Wol“ 血en(米 ),

Whitten(米 ),Wlllff(独 )であった。その他イ

スラエルの人達 と、そして若子の国外若手のポス

ターの招待があり、日本か らは山村博士 (京大 )

が招かれ、活躍し、優秀ポスターに選ばれ、問も

なく出版される特別講演集に特に加えられる予定

である。日本勢はoh01oで おおいに活躍し、評価

を高めたことになる。

イスラエルは単に地理的だけでなく心理的にも

日本人には遠ぃ国である。しかし人類の文化の祖

先の一つでもあるこの国はたいへんに美しい国で

ある。かって病気のまんえんしてぃた湿地帯 と、

不毛の砂漢とに囲まれた狭い緑のオアシスのこの

会議場風景
右から 出村博士, Totthlato教 授,
Moss教 授,筆 者
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国は、湿地常から砂漠への酒減の成功によって、

」面の緑であり、見渡す限リオレンジが伎もたわ

わに実っていて最大のオレンジ輸出国になってい

ること、沢山の歴史のモニュメントが美しい海や

花でかこまれ、旅人の疲れをいやしてくれること、

アラブの人を始め沢山の異民族が平和に暮し、そ

れぞれの文化を大切に保っていて、旅する者とし

ては民芸品の数々に魅せられること、何より明る

い底抜けに親切な人々であふれてぃること、と科

学が世界で最も優退されている … 少くとも精神

的に … ことなど、日本の若い学者が競 ってこの

地を訪れる故のある国である。会議易に参加各母

国の小旗が飾 られていたことは、この国の人達の

気持を伝える何よりのあかしかも知れない。

その意味で、私にとって本当に異国であったイ

スラエルに旅 し、学問を論じ友を得ることを可能

にして頂いた山田財団に心か ら感謝すると共に、

今後 も機会があれば、この地に、Oh01oに 、若人

を送 り込む手助けを、山日財団にお願いし度いと

思 う。
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第 2回 長期間派遣者研 究交歓会速報

会 場  慕 業年金会館 (大阪市南区谷町 )

会 期  昭 和56年 7月 11日働

参加者 イ  昭 和56年 5月 末迄に帰国した長期

間派遣者 6名

日 本 財団より理事及び選考関係者 8

名

昭和54年の 3月 以降に海外に留学 した新進研究

者か ら在外中の成果 と体験を聴き、また相互の交

歓を計るため、第 2回 目の集会を開いた。

9時 半、永官理事長の開会挨拶の後、各研究者

が後出要旨のような成果報告を各40分宛行い、参

会者と質疑応答を交え、すこパる興味深い会合で

あった。終演は15時砲分。引き続き各人が在外中

の体験を語 り、17時すぎ散会した。

飯尾氏は自然物質中最大の環構造を持つ リファ

マイシンSの 全合成に成功 し、新誘導体への道を

開いた。

鈴木氏はかって財国が我国へ招いたヒーガー教

授の指導を受け砒素化合物を含む (品1)″中のソ

リトン・キンクの存在を光吸収により観測 し得た。

森沢氏は魚類精子の運動の電気生理学的解析の

手はじめとして大型の細胞の粘菌を対象とし表題

の研究を行 った。

森氏はカリウムグラファィト等の層状物質に銀

を侵入 させX線 回折によりその侵入状況をしらべ

た。

松岡氏はハ ドロンの反応を通じ、ハ ドロンの弦

構造の解明を信 った。

猪子氏は S O II光の強度のX線 を用いヘモグロ

ビンの 4種 のサブユニットの水溶液中の再合過程

を解析 した。この実験はハングルグの D]SYの

ドリスを使 って行われたが、 D■ SYは 昭和53年

に東大の柳沢千明氏が財団の長期派遣者として留

学 した場所である。

研究者の心に残 った点 としては、

イ DESYは 欧州にあるため、若い各国の研究

者が多勢来て、近縁の研究を競い合い、研究

者の層の厚さを感 じた。

日 米 国の大学では日本に比べ講座制同志の間の

垣根が低 く、また研究室へのVisitor研究者

の出入 りが、数か らも回数からも予想以上繁

く、それだけにアイデア、情報の交換 も豊富、

仕事振 りも活発そのもの。

ハ コ ンピューターをノート代 りに便い、また時

差 と人工衛星を使 って電話で遠隔地の他教室

のコンピューターを利用する。

こ Pos Docの 年俸は様々であるが、 1万 ドル

～ 1万 5千 ドル位、 2年 目以後は実力次第。

ホ な により有難いことは母国での教室の雑務よ

り解放 され、研究 1本に打ち込めたこと。

開

挨

講

研 究 交 歓 会 次 第

会  9:30

拶

演   (質 疑応答を含めて 1名 40分間 )

1 生 理活性天然有機化合物の合成研究

2 光 吸収スペクトルか らみたポリアセテレンのソリトン

3 粘 菌変形体の細胞周期および飢餓変形体への移行にと
もなう細胞内PHの変化

休   憩   12:00～ 13:00

X線 による層間化合物の研究

高エネルギーハ ドロン反応 と弦模型

理 事  長

名古屋大学

大 阪 大 学

東 京 大 学

大 阪 大 学

名古屋大学

永 宮 健 夫

飯 尾 英 夫

鈴 木    直

森 沢 正 昭

森

松 岡

弘
　
夫

臼中
　
武
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6 X線 小角散乱法によるヘモグロビン ・サブユニットの
   大 阪 大 学再会合過程の研究

懇   訣   15:00～ 16:00

理   事

猪 子 洋 二

永 宮 健 夫選考委員長のことば

閉  会   17:00

記 念 撮 影

後列左より、殿村雄治,山 田安定,永 官健夫)赤 堀四郎 )高 村仁一

三井利夫,河WI俊 太郎

前列左より、鈴木 直 ,森 沢正昭,森  昌 弘,飯 尾英夫サ村岡武夫

猪子洋二
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講 演 要 旨

1 生 理活性天然有機化合物の合成研究

天然有機化合物の合成は,新 しい有機合成概念

の発展や新 しい種々の合成試奏の開発に伴い,

核磁気共鳴装置や質量分析装置などの各種分析機

器を駆使することによ り,加 速度的に進展 した。

私は天然物の合成研究を行なうにあた り, その

合成対象 として,特 異な骨格を有 し多 くの官能基

をもつ複雑な天然物を選んできた。なぜなら, そ

れに挑戦するなかで現在までに築かれてきた有機

化学の理論や経験的知識の正当性を試し,或 いは

それを拡張 したう,補 正 した り,更 にはそれを打

ち破 って全 く新 しい理論を生みだす電能性がある

からである。同時にその天然物が大きな生理学的

意義をもつことが望ましいことは言 うまでもない。

近年, マクロライド抗生物質やイオソフォァ抗

生4//3質が天然7//」合成の対象 として選ばれ acyclic

な系での立体選択的な合成法が開発 されつつある。

私の留学先であるハーパー ド大学化学科 Kishi

Labは いち早 くこの関憲に取 り組み,acycllc

名古屋大学農学部  飯  尾  英  夫

派遣 期 間  昭 和54年 3月 26日～昭和56年 3月 25日

研 究 機関  Department or Chemistry,

Harvard university, USA

研究指導者  Prof Y Kishi

な系での立体選択的エボキシ化やハイ ドロボレー

ションなどを開発 し, イォノフォア抗生物質 ラサ

ロシドAや モネンシンの全合成を完成した。私は

1979年 春渡米 し, リ ファマイシンSの 合成研

究 グループに加わ った。

リファマイシンはアンサマイシン系抗生物質の

なかで最初に発見されたものであるo ansa

bridgeと 呼ばれる脂肪族の炭素鎖が芳香核 と

隣接 しない 2ケ所で結合 し架橋構造 を持 った大環

状化合物を総称してァンサマイシンと呼び,そ れ ら

Fまa n s a  b r i d g eわ Sナフ トキノンもしくFまナ

フタレン核に結合 したリファマイシンで代表 され

るグループと, ansa bridgeが ベンブキノ

ンもしくはベンゼン核に結合 した抗腫蒻性物質メ

イタンシンで代表 されるグループとに分けられる。

またリファマイシンの誘誹 であるリファンピシ

ンは結核治療薬 として広 く用いられている。

リファマイシン合成での間題点は, 8個 の不斉

≡≡
銚
altphatic segment

十←

Me Me Me Me

R i f a m y c i n  s
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2,光 吸収スペクトルか らみたポリアセチレンのソリトン

炭素及びE一 Zジ エン系を合む 15の 炭素鎖から

なる allphatic segmentの 合成,多 置

換性ナフトキノン誘導体である aromatic

segmentの 合成, および両 segmentを い

かに結合し大環伏ラクタムを形成するかである。

私が研究グループに参加 した時,す でに

aliphalic segment の 合成ははぼ完成

に近 く,私 に与えられたテーマは aliphatic

segmentと aromatic segmentを 結

びアンサ環を形成することであった。数多くの実

ポリアセチレン(CH)xは 化学的に言えば炭

素が一重,二 重結合を交互に繰り返 している物質

ですが,物 理的には炭素のπ電子と格子との強い

相互7FUに ようパイエルス転移を起こしている物

質とも言え,私 の所期の目的の一つである遍歴電

子系の電子―格子相互御■の研究に合った物質で

す。

As F5等 を不純物 として少量添加することに

ようその電気的性質が絶縁体から金属まで変化す

ることが発見されて以来,(CH)xは 世界的に

注目を集pる ようになうました。不純物添加によ

う変化するのは電気的性質ばかうでなく,磁 気的,

光学的性質等も著 しく変化し, しかもそれらか魂

来の半導体における不純物理論では説明できない

ため理論的にも大変興味をもたれ種 々のモデルが

提案されています。その中に Schrieffer達

によるソリトン モ デルがあります。これは不純

物が添加されると炭素の規則正しい一重 ・三巨結

合の交替が空間的にある狭い領域で乱れてπだけ

位相がずれ一種の欠陥力壮 成されるというモデル

験の末, これらの難関を亮]反しリファマイシンS

の全合成を完成した。

従来, リファマイシンの誘導体づくうは主にチ

フトキノン部の修飾に限られていたが, この全合

成の完成で,そ の考えを用いることによう,種 々

異なった allphatic segmentと

aromatic segmentを 合成し両者を結合

し,新 しいタイプの誘導体づくりも可能になると

期待できる。

成果報告は財団ニュース通巻第11号 (本号 )

■61参照。

大阪大学基礎工学部  鈴  木 直

派遣 期 間  昭 和 54年9月～昭和55年 l o月

研 究 機 関  D e p a r t m e n t  o f  P h y s i c s ,

U n i v e r s i t y  o f  P e n l l s y l v―

ania,US.A,

研究指導者  PrOi A」 Heeger

■ そ の欠陥はソリトン キ ンクと呼ばれますと

このソリトン・モデルは定性的ながらも種々の実

験事実を説明 し得る可能性を持 ち, またいくつか

の実験事実は間接的ながらソリトン ・モデルを支

持するようにも見えました。 しか し直接的にソリ

トンを見た実験はなく,私 は何 とかしてソリトン

を直接実験で見れない ものかと思い,そ の可能性

の一つとして光吸収によるソリトンの観測を考え

たわけです。

ソリ トン ・キンクが存在 しない場合には,

(CH)xの π電子状態は充満 した価電子常 と空

の伝導電子帯か らな う, そのバンドキャップ エ

ネルギーはバンド問題移の基礎吸収瑞 として観測

されています。ソリトン キ ングが生成 されると

エネルギー的にはギャップの哀中に,ま た空間的

にはキンクの位置に局在 した電子状態 (ツ リトン ・

レベル )が現れます。私は価電子帯か らソリトン

レベルヘの, あ るいはソリトン `レベルから伝導

電子常 への遷移が光吸収で観測 され得 るのではな

いかと考えその吸収強度の計算を行いました。そ
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3 粘 菌変形体の細胞周期および飢餓変形体への移行にともなう細胞内PIlの変化

東京大学溝 研究所  森  沢  正  昭

派遣 期 間  昭 和5 5 年1 月 1 0 日～ 8 月 2 9 日

研究 機関  Departmant of Zoology,

University of Callfornia,

Berteley,USA

研究指導者  P■ 0■ Richard A Steinhardt

の結果ソリトン ・レペルに関する光吸収が大変強

い強度を持 ら 不純物の量が少なく(すなわちソ

リトン。キンクの数わ沙 なく)て も観測され得る

ことが判明しました。そこで,Heeger教 授の

グループ| こA s  F 5 を少量添加 ( 0 0 1 ～0 1 % )

した(CH)ス で光吸収の実験をしてもらったと

ころ,パ ンド間遷移エネルギーのちょうど半分の

所に予想された強度の吸収が観測されソリトン ・

モデルを支持する結果が得 られました。

演者はこの数年精子の運動機構に関する研究を

行っている。派遣当時,魚 類の精子に関して,精

巣や輸精管内で等調の環境に揺墜されていた精子

は,淡 水魚では低調の真水】海産魚では高調の海

水に放出されると同時に浸透圧差を感御 し運動を

開始すること,サ ケ科魚類では,精 子は精築中の

高濃度の K十によって運動を抑制されておう,放

精によつて精子の周囲の K十濃度の低下につれて

運動を開始することをみい出していた。演者は精

子の外の浸透圧又は Kキの変化が精子内の PHの

変動をひきおこし, その結果鞭毛運動が始まると

予想し,電 気生理学的な解析が必要であると考え

た。カルフォルニア大では R A Steinhardt

らが受精という細抱活動の開始にともない卵内の

PH力ざ変動し,受 精後の細胞の活動を制御してい

ることを明らかにしていた。そこで世界的にみて

もこの分野で著しい成果をおさめている当教授の

もとで細胞内 Prlの研究を行うことにした。

真性粘菌, PルメS'″″″ クθ′ノιタル ク″″初

は直径数cllの1個 の多核の細胞で,十 数時間の周

期で核の分裂を行う。この栄養変形体は分裂が完

全に同調すること,大 型の細胞であるため実験的

なお, このソリトンという概念は物理学―般に

亘って現れている比較的新しい概念で,T/2性物理

でも電荷密度波状態,低 次元磁性体,ス ピンパイ

エルス系等の分野で理論,実 験の両面から盛んに

研究されています。特にスピンパイエルス系のソ

リトンは(CH)xの ソリトンと大変似ておう,

現在その理論的研究を進めているところです。

成果報告は財団ニュース通巻第10号P43参照。

取 り扱いが容易であることなどから細胞周期,細

胞分化の研究によく用いられている。我々は最新

式の トーマス型微小 PH電 極を用い細胞周期,飢

餓変形体への移行にともな う変形体内の PHを 測

定 し次のような成果を得た。分裂 と分裂の中間期

である分裂前 6時 間の細胞内 PHは 70で ある。

細胞内 Prlは分裂期に近づ くにつれ次第に上昇 し

分裂時には75に 達する。以後中関期に向け次第

に下降 し70へ と戻る。一方酢酸ナトリウムで変

形体を処理 し細胞内 PFlを入為的に低 く保つと核

分裂は大幅に遅れるか又は全 くおこらない。粘菌

の栄養変形体は栄養 をとりつくす と周辺部へ突起

を出 して移動 し網目状の飢餓変形体 となる。飢餓

状態では, タンパク質, DNA等 の合成が著 しく

低下 し,核 の分裂周期 も40時 間近 くに遅れるこ

とが知 られている。そこで飢餓への移行にともな

う細胞内 PHを 測定 したところ, PHは 著しく下

降 し,移 行後 15時 間経つと65ま で下がること

がわかった。さらにこの網 目状の飢餓変形体 を栄

養培地 に戻すと再び円盤状の栄養変形体にもどる

のだが,そ れにともない細胞内PHは 上昇し,

P4H74前 後に到ると再び正常な同調分裂を行 っ

- 9 -



Tこ。以上の結果から細胞内凶の変化が細胞周期，

特に核の向調分裂， さらには細胞の分化をも支配

している要因の一つであると考えられる。

古くから粘菌にはタンパク性の核分裂をひきお

乙す因子があると考えられてきた。また，細胞内

pHの上昇期は核の分裂に必要と恩われる微小管

の増加がおζる時期と一致する。最混細胞周期，

細胞分化にともr.rう様々 u生化学的研究が盛んに
おζT.lわれている杭今後演者の研究が細胞周鳳

細胞分化の生化学的過程と細胞内内の変化との

4. X線による眉間化合物の研究

層間化合物とは母体となる層状物質(グラフ 7

イト， MoS2 etc. )の層間ft異還の原子又

は分子が侵入してできた化合物の ζ とである。そ

れに母体の性質とは馨しく異とrる物性をもら，応

用面としても代替エネルギーとの関連で新しい電

池材料・趨伝導材料として注目を浴びており，興

味ある新しい物質雲寺といえる。しかし， イオンが

層聞にどのように侵入し， どのような状態でいる

のかとか，基本的な ζとも不明でめる。そこで私

はカリウムグラフ 7イト(C24K， CS6K， C48K) 

とTj$2 Iζ銀を入れた試料の層間化合物でX線

回折の手段により研究を行った。

カリウムグラフ 7イトの状態については以下の

結果を得た。

1. CS6KとC48Kのカリウムイオンの秩序化

の様相はよく似ているがC?AKのそれとは異なっ

ている。

2. CS6Kのカリウムイオンの秩序は三次元固

体→二次元固体→二次元液体と温度上昇にしたが

って乱れていく椙転移を行う。

3. C24Kのそれは三次元国体から直接二次元

関連を明らかにする契機となれば幸いである。

帰国後，米国での研究手法・成果をふまえて，

魚類の精子の運動開始に関する研究を再開した。

ニジマスでは，精子を塩溶液の中で泳がせると溶

液の PHが上昇する ζとをみいだした。乙のζと
は一方て彊動を開始する ζ とで精子内の pHが降

下するものと思われる。現在，精子の運動開始と

精子内 pHの関速についての研究をはじめている。

成果報告は財団ニュース通巻第10号P44参照。

大阪大学教養部 森 昌弘

派遣期間 昭和54年10月四日~昭和55年10月29日

研究機関 Department of Physics， 

University of Houston 

研究指導者 U. $. A. 
研究指導者 P rof. $. C. Moss 

液体tζ相転移する。その国体構造は従来のモデル

(カリウムイオン聞に固有の憂さがなく，カリウ

ムイ才ンの位置がグラフ 7イト構造により周期変

調を受ける〉よりは，対称的f.lモデル (カリウム

イオン周κ固有の長さが穿在し，その周期でグラ
フ7イトの方が変謁を受ける)の方が， X線の衛
星反射強度の分布を説明できる。しかし， ζれに

はさらに数点のグラフ 7イトの反射のまわりの衛

星反射の強度をもとめ，検証を行なう必要がある。

次に AgxTi S2は現時点でも研究を続行中

であるが，室混での結果は，

1. AgxTjS2の構造もグラフ 7イト層間化

合物と同じく stagingが寄在し，濃度xが

0.23<x < 0.4では Ti$2の層おのおのに銀
の膚が存在し， xく0.23.では一層おきとはって

いる。しかし，濃度の一様性は難ししそれ以上

のstageの確習はできなかった。

2. 室温では銀イオンは無秩序に配列しており，

銀の位置はオクタヘドラル段位置に存在し，しか

も濃度が三分のーの構造をとっている。

3. 濃度x=O.21の試料でC軸方向の構造解

A
U
 

唱
E
目
企



析を行なし、 単純なモデル (一 層おきに,単 純に

銀の層が存在している)で は, この構造を説明で

き, Agの 層を最近接にもつイオウの層と, も

たないイオウの層とでは性質が違っているとした

方がよいことを明らかにした。

5  高 エネルギーハ ドロン反応 と弦模型

ハ ドロンはカラーと呼ばれる自由度を持つクォ
ークから構成 されてお う, この自由度がクォーク

の力学に本質的な役割をしている。しか し, この

クォークは単独では取 り出 されることはな く,ハ

ドロン内に閉じ込められていると考えられている。

この閉じ込 めの機構は未だ解明されてはいないが,

電磁気学での電気力線に対応するカラーカ線が,

もし力学的にひも状たしぼられることが証明出来

れば, この閉じ込めの問題!ま解決 され るだけでな

く,ハ ドロンの双対性 と呼ばれる重要な性質の理

解を も前進 させることになる。従 って,ハ ドロン

が弦構造を持つかどうかの理論的検討 と実験的検

証は,現 在のク ォークの力学の解明に亘要を意味

をもっている。当研究計画の目的は,弦 模型に基

づいてハ ドロン反応を調べることにより, ハ ドロ

ンの弦構造を検証することである。

高エネルギーのハ ドロン反応では,い くつかの

励起 された弦が作られ,そ れらが崩壊 して,終 状

態 として多 くのハ ドロンが生成 される。励起 され

た弦の生成過程 としては, い ろいろなタイプの弦

構造がある。 2ケ 以上の弦の生成の場合は, それ

らの弦にエネルギーを配分する自由度が存在 し,

1ケ の場合は, このような自由度は存在 しない。

従 って,励 起 された弦力洞 個生成 されるわら 又,

それらにどのような割合でエネルギーが配分され

この物質は濃度の一様性と試料の大きさとのよ

たつを得ることがむすかしいが,良 質の試料で研

究を進めていく必要がある。

成果報告は財団ニュース通巻第10号P49参照。

名古屋大学理学部 松 岡 武 夫

派遣 期 間  昭 和5 5年5月 8日～昭和弱年 3月3 1日

研究 機 関  Stanford Linear Accelerator

Center(sLAC),【 jL S,A

研究指導者  Pror S Drell(SLAC理 論グル

ープ主任 )

P  r o f , S  B r o d s k y

るかによって,終 状態の性質が違 ったものになる。

例えば,ハ ドロンの一体分布,粒 子数,相 関係数

等は磁構造 とエネルギー配分の仕方に依存する。

エネルギーをいくつかの弦に配布する自由度をジ

エット分布函数として表わす。この函数は移行運

動量の小 さいいわゆるソフト反応に特徴的なレッ

ジェ交換の効果を考慮 した計数則を用いて,各 々

の弦構造の場合について求められる。得 られたジ

エ ット分布函数は,弦 へのエネルギー配分がアン

バランスになる場合が確率的に最 も起 うやすい事

を導 く。その結果,複 数の弦の生成では,一 般に

各々の弦から崩壊 したハ ドロンの分布が重な りを

引き起すことになるが, この重ど りは殆んど中心

領域 と呼ばれる所に限 られる。又,平 均粒子数 は

弦へのアンパランスなエネルギー配分のため,各

々の弦のもつ有効 エネルギーが著 しく小 さくな う,

生成 される弦の数 との単純な比例関係を持たな く

なる。弦の数の異なるい くつかの反応の場合につ

いる 実験データと計算値 との比較を行↓、 矛盾

がないことを示 した。次 F毛 深非弾性 レプトンー

ハ ドロン散乱における特微を検討 した。この場合

は,い わゆる一次元成分 と非一次元成分 とに分類

され そ れらで弦構造が異なる。非一次元成分は

1ケ の弦が生成 されるのに対 し,一 次元成分では

2ケ の弦が生成 され, しか も, その弦の一方がハ

- 1 1 -



6.X線 小角散乱法によるヘモグロビン・サブユニットの再会合過程の研究

ドロン同意の反応 の場合 と異 なった収縮 を起す。

これは,移 行運動量の大 きいンプ トンーハ ドロン

反応の一般的な特徴である。この縮 んだ弦の長 さ

は,計 教変数 と呼ばれる変数に強 く依存する。一

次元成分の上のような特徴を見るには,計 数変数

蛋白質 ・酵素をはじめとした生体高分子の構造,

或いは筋肉や生体膜等の生体組織の高次構造につ

いてX線 回折法は多くの知見を与えてきた。しか

し,通 常のX練 発 生装置を用いた場合 ,そ の多く

は静的構造の解析に留まることが多い。今日,高

エネルギー物理学実験のための巨大円形加速器が

出現するに及び,シ ンクロトロン或いはス トレー

ジリングより放射されるいわゆるSOR(Sttch―

■otrtln Orbital Radlation)光がX線 領域でも

通常のX線 発生装置に比べ格段の強度をもつに至

った。従 って,こ れを利用することで,酵 素反応

や筋肉等の機能発現の際の過渡的構造変化を追求

すること力章三陀 となった。

本研究は,ヘ モグロビン溶液のKilleticsを

SOR光 を用いたX線 小角散乱実験を通 t/て取 り

扱 うことを目的とした。実験は Deutsches

EleltticlleII―SttcblotrKIII(DESY, Hamburg)

施設のス トレージリング ・D O R I S に 附設され

たコuropean .l101ecular Bio16守  Labo■atoり ,

Haabulg― OutstaticlIIで行なわれた。

ヘモグロビンは 2つ のa(と 呼ばれる )サ ブユ

ニットと2つ のβ・サブユニツトからなる4量 体

(α2β2と 表記 , 分子量約 64500)で ある。ヘモ

グロビン溶液に有機水銀化合物 P―ch10romer一

cwibeIIzoic acid(或 いはその塩 )を作用させ

たとき,こ の試葉は各ヘモグロビン・サブユニッ

の小さい領域において,粒 子数や分布の変数依存

性を探ることが必要であることを明らかにした。

成果報告は財団ニュース通巻第11号 (本号 )

P71参照。

大阪大学基礎工学部  猪  子  洋  二

派 遣 期 間  昭 和5 5 年5 月 5 日 ～ 昭和5 6 年5 月2 5  E I

研 究 期 関  コ u r O p e t t  h t E o l e c u l a r  B l o l o 守

Labo■atory(EMBL),

H3mbulg― Outslation

研究指導者  PrOf H Sし 】ぅヽrm

卜の SE基 に強い親和性を示 し,そ の結果,ヘ モ

グロビンは 4つ のサブユニットに解離する。こう

した反応を利用 し最終的にはヘモグロビン4量 体

ようa― サブユニットとβ―サブユニ ツトとを夫

々に単離することができる。単離した o一 サブユ

ニットとβ―サブユニットとを混合 したとき,両

者は再び 4量 体を形成する。このヘモグロビン・

サブユニットの再会合は以下の諸過程を通 して行

なわれるものとされている。

α2   チ β4k―
すすX 皆2すす
2 4 2α
β≧αど′2
と-4

我々はヒト・ヘモグロビンより調製 したo一 及

びβ―サブユニットをス トップ ト・フロー装置で

混合 し,サ ブユニットか ら4量 体への会合過程下

にある混合溶液に対して小角散乱実験を行な った。

測定は,両 サブユニ ットをス トップ ト・フロー表

置で混合 し,約 60ミ リ秒の遅延時間を経て,200

ミリ秒時間分割で51秒間行ない (255フ レームの

小角散乱像の記録に対応 ),更 にこれを数十回繰

返 してデータを加算 した。得 られた各小角散乱曲

線の強度を積分 し,時 間経過に対する積分強度の

変化を調べた。時間一積分強度関数の log― プロ
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ットから,第 1次近似としてこの反応の h81f

t irtteは約15秒であった。この結果のみから直ち

に,上 記会合過程における諸解離 (結合 )定数の

値を評価することは困難である。現在,各 サブユ

ニット及びヘモグロビン溶液での静的小角散乱実

験の結果と合わせて解析を進めている。

本実験を通してみたとき,酵 素反応に対する動

的小角散乱実験では一般にその SIN比 は十分で

ない。もちろん,こ のことは反応開始と終了間で

の散乱像の変化量の大きさに依存する。

反応時の酵素の過渡的構造変化についての詳細

な解析を可能 とするためには,よ う高い精度のデ

ータが当然必要とされ,こ のことはSOR光 の
一

層の強度の増大と安定性,繰返し実験回数の増加

(即ち多量の試料 ),各 装置,特 に,ス トップト

・フロー装置及び測定器の安定性等が要求される。

成果報告は財団ニュース通巻第11号(本号 )

P73参照。
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昭和 5 6年度招 へ い、派遣援助 一覧表
W mぃⅢ…価帥…w _ m に加…

(564以 降決定分 )

短期間招へいく56年度 1件 )

ド
号

ヨ
番

申 請  者 被招へい者 目 F均 実施年月

81

2036

東京大学

山 崎 敏 光

イギリス ・

サセックス大学
D Wilkinsm

MesjIIs and Nuclei 56/11

短期間派遣 (56年度49件 )

ド
号

ヨ
番

校 派 遣 者 目 的 渡 航  先 実施年月

8 1

4 0 0 5

大阪大学

藤 田 英 一
メスバウア効果の応用国際会惑 イ ン ド 56/ 7

81

4 0 2 5

東北大学

平 井 正 光
「絶縁T/2結晶中の欠陥 」国際会議 ソ 運 56/ 5

81

4 0 2 6

大阪大学

佐分利 敏  雄
団体間の相変態に関する国際会議 ア  メ   リ  カ 56/ 8

81

4039

山田大学

池 谷 元 伺
先史科学国際集会 メ キ シ ヨ 56/10

力
≡

福井大学

埜 村    守

ポ リマコロイドに関するゴードン研究

会議
ア  メ   リ   カ 56/ 7

東北大学

樋 渡 宏 一
第 6回 国際原生動T/2学会議 ポ ー ラ ン ド 56/ 7

東北大学

桜 井 英 樹

第 3回 国際有機 フリーラジカル

シンポジウム他
西 ド  イ  ツ 56/ 8

81

4064

大阪大学

大 塚  斉 之助
国際会議 「白金族金属の化学 」 イ ギ  リ  ス 56/ 7
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ド
号

コ
番

被 派 遣 者 目 的 渡 航  先 実施年月

81

4065

東京大学

中 井 浩 二

第 9回国際会議 「高エネルギー物理と

原子核構造 」他
フ  ラ  ン  ス 56/7

81

4067

京都大学

荒 木  不 二洋
第 1回数学コングレス 東 ド イ ッ 56/ 9

81

4080

京都大学

恒 藤 敏 彦
第16回低温物理学国際会議他 ア  メ   リ  カ 56/ 7

81

4088

金沢大学

松 本 私 生
第12回国際結晶学会 カ ナ ダ 56/ 8

81

4091

大阪大学

柴 岡 弘 郎

第13回国際植物学会におけるシンポジ

ウム「形態形成の細胞生物学 」
ォ ース トラリア 56/ 8

81

4100

大阪大学

永 井 玲 子
第13回国際植物学会議 オース トラリア 56/ 8

81

4 1 0 2

東京大学

水 野   博
気象学及岱大気物理学国際連合総会 西   ド   イ   ツ 56/8

81

4107

大阪大学

望 月 和 子

InterBational Ctte■ ence tlII

PhonoII P,siCS
ア  メ   リ   カ 56/ 8

81

4108

京都大学

神 保 道 夫
国際数理物理学会 西 ド  イ  ツ 56/ 8

81

4 1 0 9

名古屋大学

坂 部  貴 和子
国際結晶学会議 カ ナ タ 56/ 8

81

4110

京都大学

熊 田   誠

第 6回 国際有機ケイ素化学 シンポジウ

ム
ハ ン ガ リ ー 56/ 8

81

4 1 1 6

東京大学

山 本 正 幸
1981年度酵母の分子生物学集会 ア  メ   リ   カ 56/ 8

81

4 1 1 9

東京大学

栗 原   進

16 th lntermtional Conference tn

Ltt Temperalure Physics LT-16
ア  メ   リ   カ 56/ 8
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ド
号
コ
番

被 派 遣 者 目 的 渡 航 先 実施年月

8 1

4 1 2 1

東京大学

子 鯛 員 信

28 th Collgress of the lnter―

natioIBl Union of Pure and

Applied CheIEliSty他

カ ナ ダ 56/ 8

81

4 1 2 3

大阪大学

菅     宏

InterIE tional Symposillt1 0n

B10ca10rinetry
ソ 連 56/ 9

8 1

4 1 3 1

九州大学

郷   通  子
第 7回 国際生物物理会議他 メ キ シ ヨ 56/ 8

81

4 1 3 2

北海道大学

伴   義  雄
2 8 t h  I U P A C  C O n g r e s s 他 カ ナ ダ 56/ 8

81

4 1 3 3

学習院大学

江 沢   洋
ボルツマン百年忌 他 オ ース ト リ ア 56/8

8 1

4 1 3 5

九州大学

国 武 豊 喜
国際純正応用化学連合第28回会議 カ ナ ダ 56/ 8

81

4136

筑波大学

岡 田 益 吉
第 9回 国際発生生物学会議 ス イ ス 56/ 8

81

4 1 3 9

東京大学

小 林 俊 一
第16回低温物理国際会議 ア  メ   リ   カ 56/ 8

81

4141

広島大学

佐 藤 哲 也

国際電渡科学連合 くコミッション豆 )

総会
ア  メ   リ  カ 56/8

81

4 1 5 3

東京大学

今 野  美 智子
劉 2回国際結晶学会 カ ナ ダ 56/ 8

81

4165

大阪大学

小 藤 吉 郎

国際シンポジウム
“
硫化物,セ レン化

物 ,テ ルル化物の化学 と物理
ワ フ  ラ  ン  ス 56/ 9

81

4 1 6 9

二重大学

佐 藤 博 保
第10回国際光化学会議 ギ  リ   シ  ヤ 56/ 9

81

4 1 7 2

大阪教育大学

定 金 晃 三

B型 特黒性 C血 ―IIg型,Si型 , 弱 ヘ

リウム型 )の間での相互関係について

の研究

ア  メ   リ  カ 56/ 9
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ド
号

コ
番

被 派 遣 者 目 的 渡 航 先 実施年月

8 1

4 1 7 5

京都大学

星 崎 憲 夫

高エネルギー物理学の諸問題に関する

第 6回国際セミナー
ソ 連 56/ 9

8 1

4 1 8 5

東北大学

竹ケ原 克  彦

第 4回 f電子系における結晶場及び構

造効果国際会議
ポ ー ラ ン ド 56/ 9

8 1

4 1 8 7

大阪大学

下 西 康 嗣

第4回蛋自質一時構造決定法に関する

国際会議
ア  メ   リ   カ 56/ 9

81

4189

大阪大学

垣 内 史 朗
第 8回 国際神経化学会 イ ギ  リ  ス 56/ 9

81

4 1 9 2

名古屋大学

岡 村 昇 一

第10回核融合及びプラズマ物理に関す

るヨーロッパ会議
ソ 連 56/ 9

8 1

4 1 9 5

大阪市立大学

増 日 芳 雄

植物生長調節物質に関する第 3回 シン

ポジウム
ブ ル ガ リ ア 56/10

8 1

4 1 9 6

京都大学

大 西 俊 一

第 3回国際シンポジウム

「細胞表面の生物物理学」
東 ド イ ツ 56/11

81

4 1 9 9

京都大学

寺 田    字

3rd COnfereIIce cIL Acoustic
ISIttissicltL/Microseisnic Activity
lt Oeologic S tructures alld
mterials

ア  メ   リ  カ 56/10

8 1

4 2 0 5

東京大学

古 在 由 秀
第 4回 国際 レーザー測EE研究会 ア  メ   リ   カ 56/10

81

4207

三宣大学

作 花 済 夫

ゲルか らつ くられるガラス及び結晶化

ガラスに関する国際 ワークショッブ
イ  タ   リ  ア 56/10

8 1

4 2 1 4

京都大学

三 枝 武 夫
第11回米国化学会北西地区大会 他 ア  メ   リ   カ 56/10

81

4215

東京大学

佐 藤 雅 彦
算法言語国際会議 オ  ラ  ン  ダ 56/10

8 1

4 2 2 7

予防衛生研究所

田 中 康 仁
TIttslrletl▼laticln Oonference ア  メ   リ  カ 56/10
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ド
号
コ
番 被 派 遣 者 目 的 渡 航 先 実施年月

8 1

4 2 2 8

東京大学

菅 井   勲

第10回原子核ターゲット開発研究国際

会議
イ ス ラ エ ル 56/10

コ
■

京都大学

小 川  和  朗
日中電子顕微鏡学セミナー 中 国
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昭和 5 6年度短期間招 へい成果報告

81-2014

被担へい者

Fransois Rollrbach

CISRN (■ uropeall1 0rganizaLion Por

Nuclear iesearch),

CH 1211 0鈍 eve 23 Suisse

ストリーマーチェンバ

ー(STRm蛹 田R

CL的 ロコR以 下 STCと

略称 )は有力な放射線検

出器として1964年 に発明

されて以来着実な発展を

とげ、 現在アメリカ, 欧

州,ソ 連等に於ける中心

的研究所を始め各種研究

機関で活躍 している。欧州に於いては欧州合同原

子核研究所 (CコRN)に 於いて高エネルギー中性

微子反応の研究 とそれを利用 したコーク粒子探査 ,

高エネルギー陽子 ―反陽子反応の研究に美凋 され

成果を挙げ、米国に於いてもフェル ミ国立研勾訴

に於けるチャーム中間子の研究】バ ークレイ研究

所に於ける高エネルギぃ重ィォン反応の研究に用

いられ、ソ連 ・東欧合同原子核研究所 J INIt,セ

ルプヨフ研究所に於いては高エネルギー原子核反

応に於けるパイ中間子生成の研究で目ざましいデ

ーターを出しつつある。このように STCは 素粒

子,原 子核等基礎物理学の分野で益々重要にな り

つ ゝあるばか りでなく、放電等応用方面で もその

有用性が言われつ ゝある。
一方我が国に於いてもSTCは NUMATRON

計画における重要な測定器 としてその開発が行わ

れており、国立高エネルギー物理学研究所 (【EK)

ではこれを用いたパイ中間子 ・原子核反応の研究

を計画中である。

さて今回山田財団の御厚意により招へいするこ

とが出来たF Rchrbach博 士はCコ RNの 上級研

究員 (終 身騒員 )と して、主 として粒子計測の分

野で重要な地位を占めているが、なかでもsTc

申 請  者

受入言任者

佐賀大学

佐賀大学

に関 しては世界での第 1人 者として米国,ソ 連を

始めとして多 くの国々に招かれ名声が高い。申請

者は10年来我が国に於いて STCの 開発にあたり、

1980年春約 3ケ 月間同博士の研究室で研究に協力

し以后親 しく交流 しているが今回我が国に於いて

STCの 実用が計画されるに当たり、その成功の

ために同博士の訪日を実現し親 しく指導を受ける

のが極めて重要と判断し本財団に招へいをお願い

した次第である。

同教授は 4月 26日ジュネーブより成田に到着 し、

翌日より早速精力的な活動を開始した。連 日東京

大学原子核研究所,【 コ【,東 京都立大学理学部,

東京農工大学工学部に於いて主として STC,

STCを 用いた高エネルギー中性微子反応等につ

いて講演を行い、その后上記各研究機関の研究者,

学生と長時間の討論を行 った。各講演は毎回 2時

間の予定が 1時 間近 く超過しその関 Cコ RNに 於

ける研究の成果か らSTC開 発に於けるノウハウ

に至るまで高度の学術的内容を極めて平易かつ簡

明に説さ去 り説き来た り、聴衆に深い感銘を与え

た。同博士の深い学識と誠実な態度そして
一
刻 も

無駄にせず夜の食事の間 も学問を論 じる精力的姿

勢には感嘆の他なかった。この間講演等の時間以

外は我が国に於けるSTCの 研究者東京農工大高

橋氏,東 京都立大広瀬氏,東 大核研村田氏そして

申請者等 と意見の交換 ・討論を行い、また【回K

に於いては尾崎教授,京 都大学に於いては三宅教

授等我が国の指導的高エネルギー物理学者等 と討

論を行 った。多くの討論の結果、同博士は我が国

の高い光電子技術の水準に感銘を受けられ、また

我々の STcの 今后の開発に対するアイデアに費

同を示 し、今后この方面に於ける我が国とCDIIN

彦

彦

栄

栄

藤

藤

伊

伊
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との共同研究を提案し、これからも協力を借しま

ないことを約束された。僅か10日余の滞在であっ

たが同博士のまことに実り多い指導により

Numatrcn計 画を始め我が国での STCの 発展に

大きな収穫を得た。そしてこの機会を与えて下さ

った山田財団に厚く御なし申し上げたい。また同博

士は討論の合間に訪れた京都,奈 員の古ぃ美術 ・

建築等に深い感銘を受けられた由である。目下

CERNに 滞在 している日本人研究者の報告によ

るとROhtbach博 士は日本の高い科学技術の水準

治安の員さに示される高いモラルを会 う人毎に強

調 し、日本とCコ RNの 協力を深める必要性を説

いて居 られるそうである。期せず して欧州と日本

との学術交流に一つの利益となりこの点では本財

団に御札を申し上げたく思 う次第である。

81-2020

被招 へい者

【ari ThOItlas Aust

DepartIIlent of NIe,allurgァ  。コ月 mterials

Science, University Of TOronto,

TorKIIIto, Canada M 53 1A4

申 請  者   京 都大学

受入責任者  京 都大学

精

精

浦

浦

〓
一　
一一一

K T Aust教 授は 5月

13日に来回し、 7月 3日

に離日されたが、この間

6回 の公式講演および 3

回の講義を行い、そのた

び約 1時間の討論を行い、

金属の結晶粒界の研究の

趨勢 と問題点 とを提起 し、

わが国のこの方面におけ

る学関分野に顕者な貢献と新鮮な床」載を与えた。

Aus幽 授はまた、全国の主なる大学および民間企

業の研究所の訪間およびその研究者 との学関的討

論において、わが国の金属材料科学の分野におけ

る高い活動度に強い印象をうけた模様である。

おぉt教授はさらにその温い人柄の故に多 くの新 ら

しい友人を得、前回 (1975年 )の 日本滞在の際あ

るいは トロント大学で接 した日本の友人 との再会

を楽 しみ、日加両国の友誼を深めた功績 も高く評

価される。

Aus戯 授は、金属の諸材質にとってつねに問題

となる〈結晶粒界 〉に関する権威であって、今回

の来 日に当っては次の 6つ の主題を用意 して、結

晶粒界研究の基礎面と実用材料への応用面との密

接な関係を明確に提示 した。すなわち、粒界の構

造 と偏析 ,粒 界エネルギー,粒 界の移動度 ,焼 結

における粒界の効果 ,産 素を含む高純度オーステ

ナイ ト鋼の粒界腐食,金 属ガラスの腐食,の 6つ

のテーマである。

これ らの中で、 bomdarァ cohcidence mOdel

あるいは rolaxed cOincidellce nodel Fこよる粒

界構造解析の妥当性を強調するとともに、これと

関連 して粒界エネルギーおよび移動度の特徴を明

快に説明しうることを指摘したばか りでなく、実

用材料における粒界偏析 と粒界腐食に関する諸現

象をもこれ らの観点より究明している。その提示

の明確さと論理の明快さのために、多くの共感と

新鮮な利戟をよんだことはよろこびにたえないこ

とである。Al■st教授はまた、多 くの学生に好んで

接 し、両国における学生々清や大学の情況につい

て懇談 し、相互の理解に稗益するところが大変大

きか った。
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IREPORT

Date  」 u■y 3, ■ 981

RepOrted by:  ProfessOr K. T. Aust

Host Scientist:  PrOfessOr S. Miura

Research PeriOdt  From May 13′  ■ 981 tO 」 u■y 3′  ■ 98■

)リ エtinerary and academ■ c activities dl,ring my stay in

」apan cons■ sted Of the fO■ ュ。wェngs  A Ser■ es Of ■ ectures were

given at KyOtO university tO the students Of the Departments

of Meta■  science and Techno■ Ogy′  Me ta■ 11,Tgy, and ltle te ria■ s

Science.  The dates and tit■ es Of these ■ ectures weret

5/26  ■0:30～■2100  structures of Grain BOundaries

6/2   ■0:30-■2100  cra工■ BOundary segregation and Energy

6/23  ■0:30-■2:00  Grain BOundary lvlob上lity

The fo■ ■clwing speqtta■  lect,コ re was given to the staff and

students of the FaCu■ ty Of Engineerェ ng′ KyOtO u■ ユversity=

6/25   ■:■o-3=00   1nterg■ranu■ヵr corrosiOn Of High Purュ ty

Austenitic stainless stee■  Containing

Si■ icOn

l visited the ■ abOratOries Of the foユ ■O、マing professors at

KyOtO university:

5/■ 9  PrOf. Sei コ 住ura and Dr. S. Hashェ mOtO ―  Materials

science

5/20  Prof. R. Koma■  中 stress cOrrOsュ On

5/2■  Prof. R. Ohtanュ  ー Mechan■ cal Bchavェ 01lr of Mater■ a■s

5/22  prof. H. shingu ―  FOundry TechnO■ Ogy

5/28  Prof. K. Osamura ―  sc■ence Of Metaユ ユic lTaterュa■s

6/5   Prof. 工 . T己卿ュra ― Sc■ence Of stee■ s

6/29  Prof. 」 . Takanura 中  Lattice Defects and crysta■

P■asticュ ty
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visュ ts′ ■ectHres and dttscussュ Ons wュ th many prOfessors Of

Other universities in 」 apan were a■ so ハ rranged by PrOfessor Se土

Miura.  These ■ ncユ uded the fo■ ■owェ ng:

6/3  Visit to NagOya uhiversity

Hostt  Professor Toru lmura and discussiOns a■ so with

Dr. H. Saka and Prof、  Tozttva

6/12   visited Resealch lnstitute for lron, Stee■  and other
-6/■3 Meia■

s′ and Research lnstitute of lvI■ nera■ Dressing

and Metalユ urgy.  Tohoku University, Senda主 .

Host scientist ―  Professor Y. Waseda, and discussions

wュth Prof. T. Masumoto′  PrOf. H. Kimura and Professor

and Director′  DIs Akttra Yazal・ ra.

6/12   Lecture t'Grain Boundary Structure and SegregationⅢ ′

Tohoku Unェ versity′  Sendaュ .

Fost Scientist ―  Profo S. Karashima and dlscヽ コ真sion

w工 th Dr. To Watanabe.

6/■6   Visit to University of Tokyo′  DepartRent Of Meta■ ■urgy

and Mater■ a■s Sc■ ence.

Host sc工 entist ―  Prof. H. Abe and a■ scコ ミsiOn with

Prof. K. Ito.

6/■7   Lecture Ⅲ Corrosュon of Ateta■■ic c■assesⅢ′ Institute of

lndustria■  Science′  university of Tokyo.

Host scientist ―  Prof. Y. 工 shida

The fo■ lol■・ing ■ ectures and visits at industria■  ■aboratories

ュn 」 apan were a■ so ュ nc工 uded in my itinerary:

6/■    Lectllre WInterfacia■  and A工■oy■■g Effects in

Sinteringil.  Toyo A■ umin工 un K.K., Osaka.

Host scュ entist ―  Mr. 0. Iwao.  Discuss■ on a■ so with

14r. T. Kitag酎▼a and Mr. Y. Fuう itaゃ
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6/9 Lecture llStructl,re′  Energy and sIObtt■ ity of Grain

Boundar■ esW.

Research Laboratories′  Kawas剖 くi Stee■  corpOrattton,

Chiba.

HoSt scュ entis t ―  DIs Nobuo Ohashi.  Dtts cⅢ ミsュons with

Dr. T. Ohta′  Dr. K. Okabe′  DI. H, Shimaoka, I・ II. M.

Konishi, Mr. Y. IwaSa■ i and r41. S. Yamada.

6/■O   Lecture ''crain BOundary structⅢ Te and MObi■ ityti′

Furukawa Aユ ulunium co. Ltd.′  N工 kko.

Host sc■ entis t ―  lvllI. Takakazu Tanaka.  Discussュ ons

with Dre S. Asam■ , M■ . K. Nakaコ ■ma and N比 . K. lt■ hハra.

Visit tO centra■  Resea3rCh Laboratory′  Hitachi′  Ltd.

TokyO.

Host scientist ―  Dr. S. TalcayaIRa.  D■ S cⅢOSiOnS with

Dr. T. KobayeShi and Dr. H. Yamanoto.

工 am very gratefu■  to the Yamada sc■ ence Foundation ,あ ich

enabled me to dontinue the strong interaction with the many

excel■ ent researchers of 」 apan in the fie■ ds of Meta■ ■Ⅲrgy and

Materェ a■s Science.  コ ina■ ■y′ 工 wou■ d ユ エke to express my

appreciation and tha■ ks to Professor Sei ■ l■ura for being an

exce■ ■ent host scientist and good frttend′  and to Professor

」in― ichi Takalnura who a■ so assisted me in many ways during my

stay in 」 apan.

6/■6
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81-2033

枚招へい者

岡谷 美 治

Yoshiharu Okaya

Chenlstry Department,

Statc University of New York,

St側ァ Brook】N6マ York l1794,uSA

岡谷教授は、昭和56年

4月 5日 か ら7月 23日ま

で日本に滞在 したが、大

部分を高エネルギー物理

学研究所放射光実験施設

に滞在 し、また、その間

に大阪大学,東 京大学 ネ

なども訪関し、 ｀X線 結

晶構造解析に関する計算

機 システムの開発、を中心 として、講演ならびに

研究者との討論を行 った。

とくに高エネルギー物理学研究所では、シンク

ロトロン放射用のX線 構造解析計算機 システムの

構成ならびにその機種選定の作業グループに参加

し、指導的役割を果 した。

岡谷教授は計算機制御X線 自動 4軸 回折計を世

界で最初に、米国 IBM中 央研究所において実現

し、その後、欧米各国の主要なX線 機器メー方―

に対 し、指導、助言を行 ってきたが、その豊富な

国際的知識と、卓越 した識見にもとず くア ドバイ

スや提案は、わが国におけるこの方面の研究の発

展に大きな貢献を行 った。

シンクロトロン放射による多量のX線 を十分に

活用するためには、二次元検出器および高速デー

タ処理 システムが必要であるが、そのために最適

と思われる計算機 システムの構成および機種の選

択決定に宣要な役割を果 した。

また、同教授が最初に提案 した、 ｀異常分散効

果の利用による構造因子の位相決定、はシンクロ

トロン放射の使用によって、その威力を発揮する

と思われるが、その具体的実験法についても、光

学系その他について、有益な討論が行われた。
一方、シンクロトロン放射の軟X線 利用の研究

についても、汎用の試料台及び測定法に対する提

申 請  者   高 エネルギー物理学研究所

高 良 和 武

受入責任者  高 エネルギー物理学研究所

高 良  和  武

案を作製した。

岡谷教授は滞在中、真剣に、かつ精力的に日本

の研究者と接触し、わが国における研究の発展に

大きな貢献をなされ、また若い研究者の指導、啓

発に力を尽 くされた。同教授のす ぐれた能力とと

もに、強い責任感 と使命感に深い故意 と感謝を表

する。また同教授の来 日を可能にしていただぃた

貴財団に、心か ら感謝いたします。

* 主 な日程

来 上 記のように、高エネルギ ー研究所で、主と

して仕事をしていただぃたが、構造解析,電 子計

算機関係のワーキング・グループ (約 15回 )に出

席 ,討 論に参加 された。高工研以外における講演 ,

討論 ,視 察は次の通 りである。

日時,場 所 (主な訪間者 )

4月 10日 大 阪大学蛋自研究所 (角戸教授 )

二次元カウンターについて講演

4月 10日 大 阪電気通信大学 (谷 口助教授 )

軟X線 分光器

4月 15日 理 学電機株式会社

二次元カウンターについての討論

4月 20日 東 京大学薬学部  (飯 高教授 )

異常分散を行 った応用例 (講演 )

4月 21日、22日 東 京大学

回折計設計計画会議

5月 13日 大 阪大学基礎工学部 (山田教授 )

散漫散乱測定用 システム (討論 )

5月 18日 東 京大学物性研  (星 埜教授 )

異常分散のシンクロトロン放射における利用

5月 19日 東 京大学物性研  (細 谷教授他 )

見学及び研究成果討論

6月 1日 豊 橋技研 (長岡教授 )

数値制御の方法についての討論

6月 2日  バ ナファコム制御会社

計算機センター視察
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REPORT

Name of the lnviteet  Y. Okaya′  PrOfessor Of

Unェ versity of New York′

■■794, N.Y.′  uSA

chemistry, S tate

S tonv Broolq′  N.Y.

■98■  ― 」u■y 25, ■ 98■The period of stay Of the invitee: Apriユ  4ァ

The stay of Yo Okaya′  an ュ nvitee Of the Foundationr at KEK′

Nationa■  Laboratory for High Energy Physュ cs′ Tsukuba′  was a

very fruュ tfu■  and p■ easallt One for bOth the ュ nvュ tee and the host

institution with respect to mtltual exchanges of experiences and

knowledges in synchrOtron radiation researches.  Particu■ arly′

he had extensェ ve discuss■ ons wュ th prOfessor Kohrar Chief,

synchrOtrOn RadiatiOn Secttton′  On the general operation Of the

facェ エity and the physュ cs of var■ ous mDnochromators and toPo―

graphica■  app工 土cations, DIs Satow (K工 K)on the se■ ection and

iコp■ementation of a hierarchicaユ  colputer system, DI「 . lVIatsushita

(KEK) on the construction Of oljtica■  systems associated with

emュ tted bears.

His interactions with varioコ ミ wOrking groups ハ re also of

great assistance tO bOth the KEK instrunentations and the

s■m■■ar efforts tO be made by him at the BroOkhaven NSLS

(Nationa■  synchrotron Light source)ins ta■ ■ation where his home

上Ils tituti o■  (state university of New York)has a cOntract to

develop apP■ icatiOns on a beaTn ユ ine.

He spent cOnsiderab■ e time in cOnsu■ ting  with the working

groups on singユ e crysta■  diffractometers headed by professor

litaka (a horizonta■  one and an area detector with Precise

wave― ■ength settings)and Professors Takeuchi and Harada

(vertica■  ones with or without a focussing nclnochroneter).  It

is imperative tO m』 (e use of the coコ PutatiOnal and contr。 ■

capabi■ ity of digェ taユ  corlputers in order tO drive the x― ray

sュng■ e crysta■  diffractometer because of the needs for ca■ cu■ at―

ing the angu■ ar settings Of various axes as we■ ■ as pOsitioning

of these axes to the ca■ cu■ ated settincls and perfoIIILng proper

scans of dttffracted beans.  The invitee made the earユ 土est
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computer― ccln tro■ ■ed diffractometer i■  ■963 and has been engaged

in designing ma■ y diffractometers thereafter.  At IKEK′  he

particttPated in designing cornputer― contro■ ■ed diffractorneters

to be p■ aced on the vertica■  wigg■ er port as wel■  as on norma■

ports with specific emphasis On a system approach lnethod in

selecting an optimurn cOmputer neS・ rork systeln to fac± ■itate

constructions′  s of tv7are deve■ Opments and estab■ ishHent of actua■

data― dbl■ ection strategy.  Hc has beccjme quite faコ ュ■土ar with the

state― of― the― art of mュ nュー to m■ d■―computer systems ■ n 」 apan,

In addition to that′  by discussing with many scientists concerned

wュth diffractometers′  he acqu■ red an Overaユ ユ v■ ew of IIECrOmanュ ー

pu■ ation of the p■ atforln on which the diffractometer sュ ts.  out

of more than a dozen 」 apanese― Made mェ n■
―colnputers were eva■ uated

with resPect to thettl sPeedr digitaユ  土nput― output capabエ ユity′

software perfOrnance and others′  and recoll`tlendation was made to

KコK for possュ b■e acqⅢ ■sュtio■  of the network system.  The P■ atform

ad」 ⅢミtRent iS requttred becatlse of the stabi■ ity nature of the

synchrotron radiation beaR.  The know■ edge thus gattned wil■  no

doubt be benefic■ a■ to hin ■ ■ estab工 上shing sュ IL■ ar ■ ns tru rtenta―

tion at One of the Brookhaven NSLS beaIB ユ ines which is intended

to be used by thゃ  reSearch teaIIs of the State university of

New York.

He participated a■ so ■ n the designing of a two一 dimensュ ona■

(area) detectors using a spark― chamber princip■ e for raPid and

simu■ taneOus collections of diffracttton data.  His prev■ ous

dis cココミsion on the subject at Stanford SSRL (StanfOrd synchrotron

Research Laboratory)With DI. Phizacker■ ey was of great he■ P in

identify工 ng the problem and arrivttng at a s■ mp工 ified desュ gn.

A■so′  it was possib■ e for hin tO decide on a proper input

channe■  to the host computer which enab■ es concurrent operations

of data co■ ■ectiOns and on-line pre■ 土HLnary data coIBpress■ On.

Again′  it nay be emphasized that the experience thus obtained

w■ ■■ be used in design■ ng a sェ ILL■ar detectol system fOr the

Brookhaven beam ■ ine.

In conjunction with the stay in 」 apan as spo■ sored by the
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Foundation′  his itinerary inc■ uded the fo■ ユOwing activities, a

Lv70~mOnth stay at Stanford sSRL to fam上 ユエarize himse工 f with

actuaユ  operations of some experiments using synchrotron

radiatiOn, a vュ sit tO Im4 San 」 ose LaboratOry to diectss topo―

graphy with Dr. W. Parrish, a v■ sit tO university of california

at LoS Ange■ es to discuss physicO― chemュ cal prOb■ eIIls with

ProfeSSOr KIIob■ er, a visュ t tO the un■ versity of Hara■ ■ to

disCuSS Zeolite structure with PrOfessor Seff and soft― x ray

spectroscopy with Professor Henke, and nulnerous ■ aboratOries in

」apan among which l shou■ d mention 工 nstitute for protein ReSearch

(PrOfessOr Kakudo) and lnstitute for s01土 d State physics

(PrOfessors loshino and HOsOya).

Appendix エ

The fo■ ■owttng is a ■ ist Of institutiOns in 」 apan visited by the

invitee during his stay,

Apriユ  ■0, ■ 98■ =  Os劇 くa,E■ ectric ComlnunicatiOn universiLy′

Professor Taniguchi Protein Research lnstitute′

os劇 くa universェ ty, Professors Kakudo′  YasuOka

Apri■  15:        R■ g劇 くu De調 くi Cooィ peration

Aprユ ■ 20:        uュ ェversity of Tokyo′  Depar d■ ent of Pharnacoユ ogy′

Professor 工 itaka

Apri■  2■ -22:     Four― circ■ e diffractometer desェ gn discussion

session university of Tokyo

Matr ■ 3:          Meeting with Panafacom Representatives′  Tokyo

May ■ 4:          un■ versity Of osaka′  Department of Engineerュ ng′

Osaka

Mとy ■ 5:          shimazu lnstrument Ma■ ufacturer′  工nc.′  KyOtO

May ■ 8:          Institute fOr so■ id State Physics, Tokyo

U五ユVerSity professors loshinO′  Hosoya

」une ■ :          Meet prOfessOr Nagad【 a′ Toyohashi Technica■

unュ welsity at his resLdenCe at NagOya to

discuss nulnerュ ca■  contrO■  emu■ ation.  Nagoya

」une 2:          InSpection Of Panafacclm compute r′  Tokyo.

In addit■ on to the above out― of― site visits, he participated

■■ nulne rous on― site meeting and seTLnars.
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被掲へい者

Anthtt Zee

Departlnent of Pttsics,

University of lVashingtcn Seattle,

Washitttca■ 98195,USA

泉都サマーインステ ィ

チュートは、 「大統一理

論とその周辺 Jの テーマ

の下に、京都大学基礎物

理学研究所が主催して、

当研究所、および、京都

大学数理解析研究所の二

つの会場において、昭和

56年 6月 29日か ら7月 3

日の 5日 間開催され成功裡に終えることが出来た。

この京都サマーインスティチュートは1978年以

来毎年開催され今年度が第 4回 にあたる。これま

では第 1回が 「素粒子物理学 と加速器計画 J、第

2回 が 「低次元系の物理学 J、第 3回 が 「アモル

ファス半導体の基礎物理学 」を主題 としていた。

今回の 「大統一理論とその周辺 」のテーマは今

日の素粒子物理学における中心的課題の一つであ

り、この分野では日進月歩の進展が続いている。

このような状況の中で、今回はアジア〕アメリカ,

ヨーロッパ,東 欧諸国からの参加者19名を含む

150名の物理学者 (招待講演者10名を含む )が参

加 して、講演 とセ ミナーと活発な討論が行なわれ

た。

国際研究交流の機会の少ない我が国において、

若手研究者が成長 して行 くに際し、自分の研究成

申 請  者   京 都大学

受入責任者  京 都大学

果を基に世界の第一線の研究者と交流が持てるこ

とは非常に重要である。この認識のもとに、京都

サマーインスティチェートは夏の学校的な性格 と、

国際会議的な性格 との、両側面をもつよう企画さ

れている。

貴財団の招へい研究者として招かれた米国ワシ

ントン大学のA tte教 授はこの会議において、

「素粒子の世代の問題,フ ェル ミオンの質量の間

題〕誘導 された重力の理論等 」の課題について三

つの招待講演を行なった。この話の内容は同氏の

最新の研究結果に基づいたものであり、教育的で

明晰な導入部と共に、同氏の示 したこれ等の課題

に対する展望と解決の方向は多 くの人の共感を呼

び、熱心な討論を引き起 した。今後の発展が待た

れるところである。

また同氏は 6月 25日から6月 28日までの 3日 間

東京で行なわれた、東京大学原子核研究所主催の

国際会議 INSシ ンポジェム「レプ トンとクォー

クの物理学 」にも主要講演者として出席 した。

同氏はまた京都大学基礎物理学研究所 ,同 理学

部,東 京大学教養学部等において、少人数での集

中的な研究討論の会に参加 し貴重な貢献をなした。

末筆ならが貴財団のこの事業に対する財政的援

助に対し深 く感謝の意を表 したい。

ほ

　

ほ

自

ム
　

一貝

一
一　
二

牧

牧

A .  Z e e

DepartIIlent of Phys■ cs′ un■ versi=y Of Washington

Seatt■ e, Washington 98195

During nly stay in 」 apan l gave ■ ectures at the Tokyo

Symposiu18 on Quark and Lepton Physics (from 」 une 25 to June 27)′
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at the KyOtO conferencc on crand unュ fttcatiOn and Re■ ated Prob■ eIIB

(frOm 」 une 29 to Ju■ y 3), and at severa■  sra■ ■ meeting.  I aln

gratefu■  to the Yanada FoundatiOn fOr financia■  suppOrt.

My research interests Over the ■ ast few years have been

focⅢ 卓sed on the brOad area Of grapd unttfication and re■ ated

prob■ ems.  Physicists have ■ ong knov7n that the physical wor■ d

nay be described in terIIls of four fundalnental interactioFls:

strong′  e■ ectromagnetic′  weak′  and grav■ tationa■  interactions.

In recent years′  Phys■ c■sts have discovered hぃ v to unifv the

first three nalned interactions into a so― caユ エed grand unified

theory.  Much research efforts wor■ d―wide  are now focussed on

varioコ コ卓 prob■ e「s existing wェ thin this theorys  A■ so′  atte■ pts

to brュ ng grav■ ty withttn the foユ d are a■ so under way.  The hope

主s to have eventual■ y a cowp■ ete■ y unified descr■ ption of

physics.  〕 Y ■ ectures are based On my own research on these

prob■ ens and cover the f9■ ■c r7■ng toljics.

(■)  Fam■ ■y Prob■ em and orthOgona■  unification

A fundanentaユ  wstery Of natⅢ re is that the 【 nown quarks

and ■ eptons are grouped into fam庄 ユies.  Why does Nature repeat

Herse工 f?  工  attettpt to provide a grOup theoretic understanding

of this repetitive faコ 巴ユy structure.

(2) I「 eIIniOn 14ass Prob■ em

The three feHr■ on faIYL■ ■ieS are apparent■ y on■ y distinguish―

ed by masses.  The fact that the masses disp■ ay a certain

hierarchica■  pattern.  I discllミ s ュ n particu■ ar some recent work

by Barr on this prob■ em.

(3) Maxima■  Loca■  SyIIIIne try

l atteコ pt to understand why nature chooses a particular

quark group.
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( 4 ) Operator Ana■ ysis of New Physics

It is emphasized that a number of resu■ ts may be derived

ェndependent Of any spec■ fic grand unェ fication schelre.  The

ana■ ysis utiユ izes On■ y the known sy■ .netries at lor energies.

(5)  Dynami ca■ ly lnduced Gravity

工 discuss a recent theory which proposes that Einsteinis

theory of gravity may be induced as a result of the breakdown

of sca■ e ェ nvarュ ance dliven by the other three ■ nteractions.

(6) Ka■ uZa Theory of Crav■ ty and Gauge lnteractions

There ハre two ltaョOr cOncepts in physicst  ioca■  coordinate

trans fornations (Einstein)and ユ oca■  gauge trans forlnations

(Wey■ ′ Yang′  and Mユ ユ■s).  Kaユ uZais theory offers the possibiユ ity

of derェ vェng one fron the other.  I discコ Ss sOme recent atteIIPts

to wIェ te a lnodern vers■ oュ of Ka■ uzais theory.

I enjoyed great■y this first visit to 」 apan both scienti至
‐

ュca■ ■y and cu■ tural■ y.  工  was exposed to some of the current

research efforts going on in 」 apan.  In particu■ aI′  I aln

p■ eased to have met many 」 apanese physュ o■sts of the younger

generation whom 工  IEght not have net othettrises  (I haVe met a

number of the more senュ or 」 apanese physェ cユsts at varュ o市ミ ュnter―

nationa■  gatnerェ ngs in EllrOpe and in the u.S.  This visit

offers an opportunity to renew a number of friendshiPs.)  I

a■so enjoyed ta■ king and dining with some Of the 」 apanese

students.  Last but not ■ east′ I must mention that l enjoyed

greatly the var■ eties of 」 apanese cnⅢ  sュne and the nany vュ s■ts tO

teコp■es and pa■ aces.
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80-4274

オース トラリア ,IUTAM′

科学アカデ ミー共催 「ヨロイ

に関する国際会議

筑波大学   蓮

本会議では「精密科学

としてのコロイド」に関

し、第一線研究者による

自己の研究のレヴュー的

報告がなされ、討論され

た。

出席者は招待者のみで 33名 、地元オース トラ

リヤよう30名 、他は外国人であった。B本 か ら

は,都 立大理学部 上 井助教授と私の 2名 であっ

た。

長い歴史をもつ コロイ ド学は現在なお、 多 く

の現象論的側面をもら、それらは工業との関塵 に

おいて重要性を持っている。しかし、一方、D.

L_VoO.理 論の成立以来、コロイド学は精密科

学としての側面を発展させて来た。本会議は、そ

の中でも特にC粒コ笥相互作用、及び②濃厚系の

性質に焦点を合せている。

粒子間相互lTRは 従来、凝集現象の解析か ら求

められていたが、最近は巨視的物体を近接させ、

精密な光学系と機械系により、その間に働く力を

求める方法が現れた。これを中心とした報告によ

り、ヨロイド粒子間力として従来の電気的反携力

とファン・デル フ ールスカの外に、水和イオン

による反擬力と統計力学でいう“ヽmeall force〕

が作用していることが明らかにされたことは大き

な収獲であった。その他、流体力学的な力とコロ

イド的力の特抗現象の解析から粒子相互作用への

アプローチも示された。これに関する研究は 77

件であった。

濃厚ヨロイド系の研究は現在のコロイド学の最

も新らしい部分として脚光を浴びている。これは

粒度の知ったコロイド(例えば単分散ラテックス

ー
合成高分子球の懸濁液 )が出現したことによる。

このため、コロイド系は原子 ′分子系と同等と見

IUPAC,オ ース トラリヤ

ド分散系粒 子の相互御刷

彼 しうることゝなり、統計力学の対象となったの

である。そして1/2理学における“濃厚系または多

体問題
力
の研究に利用されることになった。

単分散ラテックスを濃厚にして行くと、粒子間

相互作用のため、いわゆる近距離秩序が発生し粒

子の相互配置は液体中のそれに似て来る。さらに

濃厚にすると系は相転移して長距離秩序、つまり

結晶構造を採るようになる。この現象の重要性は

最近とみに認識され種々の方法で研究されている。

その主なものは光散乱、レオロジー、相分離観察

である。

本会議ではレオロジー関係に 15件 の講演があ

り、濃厚不定形相 (液体顎似構造の系 )は非ニュ

ー トン粘性に加え、粘弾性もあわせ もつことが明

らかにされた。これはコロイドと液体構造論とを

むすぶ大 きな貢献であろう。

また、レーザーによる光散乱はフォトン・コリ

レーション法によって、粒子の運動状態に関する

状態が報告された。これは二体分布関数と共に液

体的構造への理解を進める上で大いに有効である。

この関連で 5件 の発表があった。私は相分離観察

法による相転移の圧力について報告した。相転移

機構については異論 もあ り、有意義活討論を行い

得たものと思 う。その他、棒状粒子孫についても

濃厚系の有力な一部として発表と討論とがあった。

ま ものは以上、述べた所であるが、その他、

多くの興味ある発表があった。いづれ も珠玉の如

き研究成果であ り、この成果がそれにか ゝわる討

論と共に参加者全体の共通の知見 となったことは、

この会議の大 きな成功であり、今後のコロイ ド研

究に益する所が大きいであろう。

精
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イスラエルでは毎年 1

回Oholo Biological

Onference と して重要

詢彊をしばって国際会議

を開催し、今年(1981)

で数えて 26回 に及んでいる。第 1回 1950こ 既

に bac,crial gelleticsをテーマに選んで会議が

行われたことか らも明らかな様に恒に先見性を発

揮 して トビックが定められ、主として遺伝子 ,細

胞 ,免疫 ,そ して最近では環境問題 も登場 してい

る。その先見性と、 26回 の歴史に魅せ られ Q‐

olo Conferenceは次第に国際会議としての重要

性を高め、今や欧lHuに於ける権威 ある国際会議と

評価されるに至 った。

このCぬolo Blological  ConfereIIceが 1981

年の トピックスとして選んだのは

“BIomimetic 6oILDs try'であって、とく

に討論主題として

BlomIIrctic QeIIlislIァ alld tII msit icll

State Analo揮 :4pPro3血 eS TO LIndersし 一

andmg tEhィ me atalySis を 掲げた。

blomlllletic h emlsurァ とは化学、 とくに有機

合成化学 有 機物理化学 ・錯体化学を武器として

生物現象を理解 しまた再構成 しようと言 う全く新

しい分野で、 1980頃 か ら国際的ににわかに脚光

を帯び始め、 1981年 には早 くも国際会議が 4を

数えると言 うことになっている。現在米国と我国

が主導 して居 り、欧州諸国が強い関心を抱いてい

る。従ってOLoloは 今回も先見性を発揮 し、この

新しい分野 を トビックスに選んだが、奇しくも

8 0 - 4 2 3 2

イスラエル , 第 2 6 回 働 o l o  B i o l o g i c a l  C c I I ―

fcrttce

京都大学   田  伏  岩  夫

1981バ ンクーパーで開催されるIUPAC C● Il一

gressで、有機化学の 5本柱の
一つとして、この

bれd IIleしic chenlstryめ 採` られ、著者が基調

講演の米を受けることになっている。

さて 26回 Oboloは 、米国 。日本 英 国 ド イ

ツ ・スイス ・オランダ イ スラエルか ら橿々の専

門の bioml崎 じic henistsを 特別講演に招 き若

者 もその 1名に選ばれた。そのはか若手のホープ

のポスターの招待を行い、我国か らは山村博士 く

京大工 )がポスター発表を行った。会議にはイス

ラエル ・西 ドイツ '米国 英 国 ・日本 ‐オランダ

・ベルギー ・スイス ス ェーデン・イタリヤ等か

ら 150人 (限定 )が参加 し、非常に活発な討論

のうちに進められた。討論があまりにも活発で食

事時間に食い込み、夜のセッションが延々と続い

たが飽きる人とて無か ったようである。会議は、

Ness Zionaの Israel  Lsしituしe  foI B的 ―

logical tts ear働のCrecllc教授を中心として

企画 され、ヤクロン・ジーコフの国際会議場で眼

前に底がる地申をとイスラエルの沃野 を眺めなが

ら豪華壕 囲気で進め られた。キブツや十字 軍遺

跡の見学 ‐イエメンの踊 りなどイスラエル文化を

学ぶ時間も楽 しく勲画されていた。

そして日 米 のユニークを考え方 と欧州の地道

な構造か らの攻めとは、お互いに収獲の多い討議

であり、今後双方に極めて良い刺敵を与え続ける

であろう。

(なお本号のP  の 特別寄稿に会議についての

詳細を掲載 しています。 )
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80-4283

アメリカ ,国際テア ミン会議他

長崎大学   小  池 彦正

1 国 際チアミン会議

への出席及び座長

ニューヨーク科学アカ

デミー主催のもと、 3月

23日 お>ら 3日間、 ニ ュ

―ヨーク市のルーズベル トホテルに、全世界か ら

約 100名 余の専門家が出店して開催された本会

議では、次の 7項 目に関する 31の 講演 ,討論 ′

総括パネル討論及びポスタ
ー発表が行なわれた。

1)チ ア ミンの化学と反応 (9題 )

2)チ アミンお抗体 (3題 )

3)チ アミンリン酸の酵素 的合成 と分解 (据 動

4)チ アミンと含水炭素代謝 (2題 )

5)チ アミンピロリン酸要求性酵素 (5題 )

6)チ アミンの生理作用と代謝的役割 (3題 )

7)内 科学及び神経学的見地 よ りのチアミンの

機能 ( 4 題 )

本会議は、この分野の究顔者であるクランピィ

ツ教授による「20年 前のチアミン研究」という

開会議演により始められ、チアミンの重要な生理

機能である補酵素作用発現上の中間体として発見

された「活性アルデヒド」の関与する生化学反応

機構の未解決問題が、本会議で解答が出る事を期

待して出席したという同博士の胸中が吐露された。

本会議のハイライトは第
一日目の「チアミンの

化学と反応性」に関する発表であった。この領傷

をリードする米国及び函独が中心になり、結晶解

析及びNMRス ペクトル解析により、チアミンの

構造と作用発現の解明が試みられた。すなわち、

活性基であるテアブール馳 2位の炭素原子を中

心としたミクロ鵜 と反応性との関係、ビリミラ

ン環の役割及びピロリン酸基の機能等が討議され、

特に、総括討論では、補酵素型チアミンーチアミ

ンピロリン酸とアボ酵素との結合時における構造、

様式及び触媒作用発現機序等に質問が集中したが、

データー不足で結論は次回に持越された。

近年小児の亜急性壊死性脳脊髄症との度題性が

示唆されたチアミントリリン酸については追試が

不可能で、存在及び生合成についても疑問視され

ていた。私が座長をつとめたチアミンピロリン酸

要求性酵素に関する発表は2-ケ ト酸脱水素酵素

複合体の構造、機能及び活性発現及び トランスケ

トラーゼの構造 と機能発現に関するもので、特に

ピルビン働鋭水素酵素複合体のリン酸化 。脱 リン

酸化サイクルによる活性調節に質問が集中したが、

生理的機能であるか否か、決め手になるデ
ータが

不足 しており、疑間視されていることも見逃せな

か った。

その他、オアミンの膜輸送、脳における新しい

チア ミン結合膜タンパク質の発見、テアミン欠乏

と脳、神経作用及びアルコールとテア ミン代謝等

が報告された。

以上本会議を通じてチアミン研究の現状と方向

性が明確にされると同時に、今後の展望が披歴さ

れ、尚一層の研究の必要性を連 日強調され、参加

者一同の胸に刻み込まれたものと思っている。

2 視 察と調査

1)米 国立保健衛生研究所 (ベセスダ )旧 友

ジャヨビー及びアシュウエル博士の案内で、遺伝

子組替え施設の現状と管理伏況を視察 し、規制の

緩いのに鷺かされた。

2)テ キサス州ヽ立大学オーステン校  1日友 リー

ド教授を訪聞し、真核細胞のビルビン酸説水素酵

素複合体に関する研究情報の交換を行なった。

3)加 州ランテルマン州立病院 加 州随
一の心

身障害児コロニーで、繊維芽球の培養技術交換を

大加大医学部キハラ教授と行なった。

4)ハ ワイ州立大マノア校 医学部生化学教室

ヤスノブ教授の教室で多酵素複葡本の構造、機能

及び活性調節に関するセ ミナーを行なった。

以上国際チアミン会議出席並びに教育、研究機

関の視察を通じて、有益な情報並びに技術交換を

国際的に行なえた事を確信をもって報告するとと

もに、この機会を与えて頂いた山田科学振興財団

に感謝したい。
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80-4284

フランス ,国体における励起状態と多 自共鳴非線型

光化学過程国際会議

東京大学   長  澤  信  方

今回の渡欧の主な目的

は、ヨーロッパ物理学会

量子エレクトロニクス部

会とCNRS主 催による
“ Inlerllaしional Ctnf―

erence  on Eciし ed Sし■tes and 捌はltireso―

nant Nonliltear Optical P■Ocesses in

S o l i d s″ と , うヽいさゝか長い4呂前のしかヽし7 1さヽ

な集まりに出席することであった。この会議は、

1981年 3月 18日 か ら20日 迄 フランスのA―

西soisと いう所で開かれた。リヨンか らイタリ
ーの トリノヘ向う鉄道が、仏伊国境の トンネルに

はいる直前のIlodarlとい う駅か ら、車で約 10分

程登 った村にあるCNRめ 保養所が会場 となった。

出席者は約 70名 、発表論文は 38編 内招待講

演が 15編 であった。内容はピコ秒分光 14(6),

光双安定性 7(4),的 は 一抑、c rniYnig 6(3),

二光子共鳴 8(2),そ の他 3(但 し( )内 は招

待講演数を示めす。 )で 、これか ら主催者の意図

するところがくみとれよう。今回は米国か らの招

待者が多いのが目立った。日本 か らは、花村栄―

(東大 ,工 )と 当時パリ大に長期出張中であった

伊藤正 (東北汰 ,理 )と筆者の 3人 が参加 した。

ピコ秒関係ではベル研 の軌ankが 90× 的葛

ピコ秒 (ie 9oフ ェム トsec。)という短かいパクレ

スを作ったという報告には、会場か らためいきが

もれたのが印象的であった。光双安定性について

は、光学素子としての利用が期待 されてお り、い

ろいろな実験 も報告されたが、や 理ゝ論先行 とい

った面が強 く、訂しい実験的発展はまさにこれか

らといえるだろう。筆者には、エコール ポ リテ

ックの昼子光学研のグループによるphase―

●on jugatiOnに みられる光双安定反射の問題が

興味深か った。

筆者は、Cuclに おける励起子分子の二光子吸収

常の幅の問題に関する最近の成果を報告 した。こ

の匿題 は、光双安定性や fotu―wave llixingな

どの問題 と深 くか ゝわっており、この会議やパ リ

での関係者 との討論によってこれか らもっと発展

させ られるという感 じを得た。

この会場は保養所内の会議湯で行なわれたため、

保養所には一般のスキー客 も多 くみられた。会場

の ドアをひとたび出ると、いきなうデ ィスコが流

れ、子供達が楽 しそうに踊 っていたりす る夜 もあ

り、終始なごやかないい集まうであった。幸い良

い天気にめぐまれ、年后は自由時間のため、昼食

も早々に夕食までアルプスの峰 々を望んでスキー

に汗を流が した参加者も多かった。
会議終了後パ リでは、パ リ第 7大 学やエコール
・ポリテック、国立通信研究所、又ホログラフィ

ック ・グレーティングで有名なジョバン イヽドン

社など訪間 し、関係者や筆者の友人との交流を深
めることができた。

0-4285

アメリカ ,第 181回アメリカ化学会春季年会

181回 アメリカ化学会春季年会に出応 した。

アメリカ化学会は部門制を採ってお り、私の関

係する高分子部門では今回大」取 り混ぜ 6極の シ

ンポジウムと一般講演およびポスターセッション

が企画され、合計 229件 の発表がなされた。私
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昭本松

このたび、山田科学振

興財団か ら援助を受けて

3月 29日 より4月 3日

の 6日 間ジョージア州ア

トランタで開催された第



は
“
CvC10polァ II●IS  and Polァ IIFIs lvlth

Qain― 血噂 Stlucしure s'に 関する国際シンポ

ジゥムに参加 した。本シンポシウムはフロリダ大

学のGB.Bllしler と デ トロイト大学の」.コ.Cresta

両教授が中心となって企画 され、上記テ
ーマに関

して各国の実績ある研究者を選定し、招待状を発

送して参加を呼びかけたとのことで、アメリカ ,

日本 ,イギリス ,西 ドイツ ,イタリアおよび中国

の各国か ら計 37名 が参加 した。なお、ソ連およ

びォース トラリアか らの参加者が都合で来 られな

くなったの十ま、特に、研究面で直接関係の深いオ

ース トラリアのDE,Solo駅 m氏 と議論 し、親交を

深めたいと考えていただけに残念であった。

ともあれ、会議は典型的な大ホテルのひとつで

あるO航  InteIIEl↓io□1のややこじんまうとし

た会議室を会場 として、 30日 午前 9時 Bt■tler

教授の挨拶でスタ
ートし、 3日 間に亘って活発な

議論がなされた。会議全般を通 じて非常に印象深

かったのは、アメリカ人の議論好 きを反映して議

論が活発であったこともさることながら、アメリ

カ人研究店 の発表の大部分がポリマと骨格中に種

々の環状構造を組み込み、熱安定性 ,耐薬品性 ,

耐然性 ,機槻的特性等にす ぐれたポ リマー ,高分

子電解質あるいは電導性ポリマー j金属イオン捕

捉能を有するポリマー等々いわゆる、スペシャリ

ティ・ポリマーの開発研究に関するものであった

のに対し、日本 ,イギリスおよびイタリアか らの

発表は期せず して全て環化宣合機構についての基

礎的研究であったことである。私は 2日 目の年後

に「非共役ジエンのラジカル環化重合における分

子内付加様式」と題して発表した。内容は環化宣

合における最も基本的な問題である分子内付加様

式を熱力学的観点から考察したものであるが、当

然のようにして生成ポリマーの応用についての質

問が飛び出した。また、逆にこあらが重合機構に

ついて質問すると満足な回答が返ってこなかった。

日本からの発表は、私以外に 3件あり、全てレベ

ルの高いものであった。

会議に先立って、ニューヨークエ科大学 ,マサ

チ・―セッソ大学 ,ハーバード大学 ,マサチュー

セッツエ科大学およびフロリダ大学を、また会議

後、カリフォルニア大学バークレー分校とスタン

ホード大学を訪関する機会を得、アメリカの大学

における化学研究および教育の現状について多く

のことを学ぶことができた。特に、3年 前に留学

していたフロリダ大学の再訪は最良の季節で、フ

ロリダの名にふさわしく花が咲き乱れ (molida

=Flc we守 )本 当に美しく、感概深いものであっ

た。

今回の訪米は約 3週間と短期間ながら、異国の

知人と1日交を暖め、学会では論文を通 じてのみし

か交わ うのなかった多 くの研究仲間と親しく接す

ることができ、また日本での日常性を離れてあれ

これと考える貴重な時間を持ち得たことは誠に有

意義なものであった。この経験を今後の研究教育

に大いに生かしていきたい。

0-4288

アメリカ ,量子液体に関する研究会、

学会総会

東京大学   一  丸  節

アメリカ物理

夫

フォルニア大学サンタ

所に滞在 し、同年 3月

被派遣者一九節夫は、

昭和 56年 3月 17日 東

京を出発し、カリフォル

ニア大学 ローレンス ・リ

バモア研究所およびカリ

パーパラ校理論物理学研究

30日 に帰国した。

ローレンス ・リバモア研究所では、EED卸 れし

博士を中心に強結合 (高密度 )プ ラズマ物性の理

論的および計算機実験による研究が活発に進めら

れている。一九は駐航 t↓博士と共に、1977年 フ

ランスで開催された強結合プラズマに関するNA

TO ttvanced Sし tldァInstiじute Fこ、講師と

して招へいされた時以来、同博士との親交が深く、
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脇力研究を進め、共若の論文も発表した。今回の

訪間では、これらの協力関係をふまえて、強結合

プラズマの状態方程式および輸送係数について、

双方のグル
ープにおける最近の研究の進歩につい

て意見を交換 し討論した。滞在は 3月 17日 から

20日 迄の 4日間であったが、その間に、輸力関

係をさらに推進するための駐航 tじ博士の訪日の

可能性が論ぜられ、また 20日 に
一九は
4 Elec―

t r i c a l  R e s i s t i v i tァo f亜 ぃ
―RI I S iけ

Piasllll a: Varia↓iKI131 0iCdati∞  of the

Struc↓ure  Facしor 覇atll  Iコdproved  Scree―

Il■tt mwlim'と 題する講演を行 った。

サンタパーバラの理論物理学研究所では、 3月

23日 か ら27日 にわた り、Wa■ksbop orl Qu―

an帆伍 Liquids(量 子液体に関する研究会 )が

開催された。アメリカを中心に、四 ドイソ、スウ

ェーデン、中国、日本か ら招かれた研究者が 35

人集まり、量子液体 (核 物質、原子核、液体ヘ リ

ウム 3、液体ヘリウム 4、電子液体など )に関す

る微視的理論の最近の進歩と問題点が集中的に討

議された。研究会の年前中は特別詩演が行なわれ、

年後はその主題 を基にした研究討論会にあてられ

た。特別講演の例 として、D.Pilles:htiじat■

m ma TraEISpOrt in Q口 attt hqu■ dsぅ

予V狂■hn : Elec↓■onic Strucblre of Metal

S u r f a c e s ,」. S p e t h  i _■l i n―I s o s p i n  M o d e l s

ill mclei め あ`り、一づtも 3月 26日 に
“Di―

olectric PIopcrしies  of  IBlecしIon liquids

at Mctallic and L卸 げ  RIIsi ties' の 題

で講演した。電子液体に関連の研究者 としては、

上記のほかに、J M Clarkく ワシン トン大 )、 R.

【飽ia(ア ルゴンヌ )、 E.Lieb(プ リンス トン)

DO.Sandle■ (カ クレテ ック )、 」 .R.Schri effer

(サ ンタバーバラ )、 K.S.SIngFi(ノ
ースウエス

タン)、ASj`lander(スエーデン)、P品銃―

ishしa(ア ルゴンス )、 C―抑8祐o(サ ンディエ

ゴ )、 JC.ZabOli砿 町 (西独 )な どが参加 し、

3月 26日 午後などに、活溌な討論と相互の意見

交換の機会を持った。最終 日3月 27日 には、締

め括 うのための
“Routld TZable Dscussion″

が行なわれ、一丸は電子液体理論に関するCc■lc―

luding Pemarksを 述べた。

上記を要約するに今回の
一九 の訪米は、強結合

プラズマと量子液体の微視的理論の発展に最前線

で活躍 している世界の研究者と、直接討論や意見

交換さらには
一層の親交を深める機会を与え、級

派遣者自身もこれ らの分野 の進歩 に多少の貢献が

できたものと考える。このよ うに有意義な訪米が

山田科学振興財団の御援助によう実現 したことを

深 く感謝する。

9日よう11日 までの

で開催された。

米国アレルギー学会は、

3月 6日 めヽ ら空中飛散ア

レルゲ ンの同定方法のコ

ース, pOstgraduate

courseに 続いて、 3月

3日間、Satl■ aDci s∞

2つのPl釣ar y  s e s s i c nと2 8 7の■ee  p a t t rが

あり、 27詳 に分かれていた。Fr e e  p a p e rの3

0-4291

アメ リカ ,米国ア レルギ
ー
学会及び Sm00tL IIltLscl。

cclltraction augIIlen↓ing facし61 ProduCed by

burtlan periphcral blood lンIElphOcytes

神戸大学 藤 谷 哲 造

分の 1は 日演で年前中に終 り、 3分 の 2は Po8ter

sessicllで年後にあ り、 2時 間の展示のあと、総

括的な討論が 1時間行われた。Poster ses310B

は興味のある演題 だけを、十分に見聞でき、演者

と質問者は展示場で、詳細な討論を行 うことが可

能で、非常に有効な発表手段であるとの印象をえ

た。

27辞 の発表中、 Insecl allore7カ S2群 もあ

り、国柄の違いを感 じた。他にMold allergens
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2群 、一般の Allergens 2群 があう、米国では

Al lelgellの検索に力が入れ られている印象をも

った。

Intrallasal:mrn dIIcltl erlげの演題が 3題 あ り、

鼻アレルギ
ーの患者に泊療効果があるとの報告は

耳鼻科医である私には、大変興味のある問題 であ

った。

また新 しい企画として、昼休みの 1時間半を示U

用 したhめ eOn senlnar力 S催された。各会場の

参加者は 20名 程度に制ERされ、各方面の専門家

による講義のあと質疑応答の時間があり、食事を

しながら、日頃の疑関点等 じかに話 し合える置泊

い企画であったが、新しい試みのためか、準備不

足や進行に手間どる場面もみ られた。

私は、PIE4に て利載 したEt■Elall Perillberal

bl∞dlァIIID∝"es(PBL)の 培養上清で、モ

ルモット回陽をPre― illcubateした場合、ヒスタ

ミンによる収縮が増強する因子 (CAコ )が産成 さ

れ、これはAし■oPh,SiS A allt竹 伽iStでは抑

常」されず 60℃ ,60分 の加温でも安定であるが、

1000 daltm cut off IIlemia.lcで透析され、培

養時にインドヌサシンを作用 させると、産成が抑

常」さイれる。 このことかからCAコ はアラキ ドン啓め らヽ

の産物 と推定されることを発表 した。

Monocァtesの混入の間腫や、L7P∝沼enase

palbttyの Productsの 可能性が完全に否定でき

るか等の質問がよせ られた。llcllocytesの混入に

ついては否定できないが、我々は、Cyc16∝湾
一

enase patblBvの Ilodtlctsに間違いないものと

考えている。

その後、 Sta↓e University of New York

al hHaloに て、引続 き同物質の研究を継続 し

た。C41Pは テ トロドトキシン ,ベ ラパ ミールで抑

制されないこと、稲釈によって作凋 は直線的に滅

SSすることなどを確かめた。次いでいいtaoCra―

IIdilles(PCs)に も同様の作用があるかについて

検討 したところ、POsは 腸管の直接収縮作用を発

揮するとともに自動運動をたかめ、ヒスタミンを

投与すると、等量のヒスタミンによる収縮よ うも、

より強い収縮を示すことが、確かめられた。P鶴

のこの作用は、勿論ア トロピンやベラパ ミールで

抑制されないし、配 sh out後 もヒスタ ミン収縮

を増強する。PBLは 炎症機転でアラキ ドン酸産物

を産成 し、これは長時間、CbeIIlical mediato■

の平滑筋収縮に影響を及ぼす可能性を示 している

と考えられる。

C4Fは PGsと 全く同 じ作用を示さない場合も

あり、更に検討の必要があるものと考えている。

81-4006

アメリカ ,シ ョウジョウバエ筋肉性突然変黒の ル

タル′,解析

国際基誉教大学 /Jヽ 夫孝穴

今回の派遣の目的は脇

同研究および視察であっ

た。米国コネチカット/1J

では次のような成果を得た。

l Donadァ 博士等 の開発した培養技術、特に

ショウジョウバエの正か ら筋肉細胞のみの増養を

作る技術を習得 したこと。

2 こ れらの技術を用いて筋肉性突然変異の解

析を行ない、成虫筋肉に異常のある突然変異で幼

虫筋肉にも異常のあることを見出したこと。

Ebnadァ博士の培養方法は、 35初 のプラステ

ックディッシュ中にジョウショウバエの歴 1個分

の細胞 (約 5000)を者養するもので、堵地にはリ

ン酸でバッファーされた ScLIleideI培地を用いて、

炭酸ガス培養器を使わずにすむようになっている。

この方法は、我々が従来用いてきたM(3)DF培

地 ,カラム ドロップ培養法に較べると細胞の分化

がすみやかに起こう突然変異の解析に適 している。

ただし、その従の細胞の成熟、また顕微鏡観察の

ための容器の光学 的性質は我々の方法が優る。

い

↓慨

の

同

学

協

大

の

ン
　
，
」

ヤ

士

レ

博

ウエス

ヽ申
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培地中に3～ 5 mlIの EGTAを 力】えると飯内

芽細胞以外の細胞は 1～ 2時間で基質への接着力

が弱まる。これを振盪すると細胞は基質から遊離

し、筋肉芽細胞のみが残る。コGTAを 洗い流した

後、これを普通の方法で培養すると、多核の筋管

が形成され、自律的お動を起こすようになる。振

盪を強くする程、筋肉茅細胞の純度は増すが、絶

対数低減少する。

当初、この方法を用いて中胚葉性致死突然変異

コ1103の 解析を行なう予定であったが、培養 し

てみるとコ1103歴 ようの培養に筋肉の形態異常

が見出されなかったので、非致死性の筋肉突然変

異 flt Oの解析を試みた。この突然変異は成虫の

間接飛翔筋に形態異常をもつことがすでに知られ

ているが、今回、培養中の筋肉細胞数が正常に較
べて減少していることがわかった。培養中に分化

する筋肉は幼虫筋肉と考えられるので、この突然

変異は成虫筋と幼虫筋に共通な因子に異常をもつ

と考えられる。今後はこの笑然変異の雪白レベル

での異常を解析する予定である。
一
方、視察についてはコロラド州立大学を訪関

する予定であったが日程の調整がつかなか ったた

め、カリフォルエアエ科大学のBcazer研 およびマ

サチューセッソ王科大学のPardue研 の視察に変

更 した。Benzer研 ではショウジョウバェ中枢神

経系各部に対するモノクローナル抗体を分離して

いる。これは中隅の研究に新しい方法を提供する

もので、今後 この方面の研究は飛躍的に進歩する

と思われる。またPardue研 では駒nadァ研 とは異

なる方法で筋肉のみの者養を作る技術を開発 して

お り、大いに参考になった。

81-4013

アメリカ ,海産生物の生産物に関するゴードン会議

名嫉 学  平  田  義  正

6月 21日 午後 4時、

ロス空港で出迎 えのテャ

ーターバスに乗る。顔見

知 うの人、自已紹介する

ものなど既に会議が始ま

ったようである。約 1時間半後ベンツラのホリデ

ィインに着き早速登録する。夕食後レセプション

がある。

会議は翌 22日 から26日 の年前まで続いた。

毎日午前 9時から12時 まで (但 し12時 に終っ

たことは殆んどない )、夕食後 7時半から 10時

頃まで続いた。 1時間の講演が 10件 、 30分 の

講演が 10件 あった。海産生物殊に動物の生産物

に関するものが主であったが、生態に関するもの、

生合成に関するものか ら、機器分析 (N洒 め に関

するものまであった。カナダは勿論、濠州、イタ

リアか らも発表者が参加した。日本か らも一人聴

講者として参加者があった。われわれの発表は、

第 4日 目の年前 「パ リトキシンの構造 」について

講演 した。いろいろ質問もあったが、例のない複

雑な化合物の構造決定に対 してお初いを述べてく

れた。

ゴードン会議に参加するのは今回が 2日 目であ

るが、いつも/Fら討論が活溌だし討論以外の交歓

も盛んで うらやましい会議である。山田財団のお

かげでこの会議に発表でき、日本以外における研

究状況を知 う得たことを厚 く感謝する。
｀
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8 1 - 4 0 1 4

ソ連 ,「絶縁体中の欠陥」国際会議

筑波大学   住 斉

表記会議は、約 3年毎

に IUPA酸 援で開催さ

れる。以前は色中心国際

会議と称 していたが、前

回米国で開催されたとき

以来表記のように改称 された。これは最近色中心

の物理に他の分野で発展させ られた種々の実験手

段と概念が応用されるようになり、それに伴 って、

色中心の物理だけで閉じることはもはや不可能に

なってきたことによる。

今回は 1981年 5月 18日 から23日 までソ連

ラトビア共和国リガで開催 された。日頭発表は招

待講演のみ (40件 、 1件 につき討論を含め 50

分 )で 、他の約 220の 一般講演は全てポスター

によって発表 された。招待講演は、絶縁体中の欠

陥に関するもののみな らず、励起子、原子拡散、

ピヨ秒分光などの周辺分野 をおおう最近の発展の

レピューか らな り、これによって絶縁体中の欠陥

の物理の最返の自本像が浮 き彫 うになるよう企画

されてヽ`た。

事者は有機分子性結晶中の励超子状態について

レビュー講演 した。特に、励起子 ・格子相互作用

及び励起子の自縄 自縞状態についての有機結晶と

無機結晶の違いに力点を置いて講演した。とい う

のは、色中心の物理の独特のおもしろさは、電子

系 と格子採 のからみ合いにあり、また最近は、自

縄 自編励起子が壊れて色中心が生成 される (電 子

と格子の空間における )動 的道筋に興味があつま

っているからである。実際、色中心生成の間題 は

この会議における最 も重要で且つ最も多 くの論文

が提出されたテーマであった。思えば、色中心の

ような割合簡単な系では、そのエネルギーレベル

スキームの細部に至るまで明らかにされるのにそ

れ程長い時間はかからなか った。これは、この分

野の停滞 とも理解でき、会議の名称が色中心から

欠陥一般へと拡げられたのも、このことと無関係

ではないように思われる。しかし、実際はこれは、

この分野の転機 と理解されるべきであって、色中

心の研究は、静的なエネルギーレベルの研究から

動的な欠陥生成過程の研究へ と曲 ったのである。

これは、実に物性物理全体の曲 う角を先取 りして

いると思われる。これと似たことは、他の分野で

もすぐ起ると容易に想像 される。

本の中でのみ知 っている多 くの研究者に直接会

って討論できたこともさることながら、余 う英語

の うまくない若い研究者がたくさん自らがかかえ

ている問題 を会議の機会を逃 さず外国人出席者 を

つかまえて質問をしている光景に深い感銘を受け

た。自分自身励起子 ・格子相互ヤ,■に関する質問

にいくつか答えてや り、また日本帰国後いくつか

手紙を書いて質関に更に良 く答えることが出来た

のは本望とするところであった。

会議終了後 ラトビアの隣国であるエス トニア共

和国の科学 アカデ ミーに招待されて、 24日 か ら

26日 までタリンとタルッを訪関した。タリンは、

モスクフォリンピックのヨット及びボー ト競おわS

開かれた美しい町で、ソ連の観光指定地であるけ

れども、タルツは小さな大学町で外国人のための

宿泊施設はない。ところが物理学研究所はタルッ

にある。従ってタリンからタルッまで往復 6時 間

バスに乗った。しかし前か らの約束でバスの中で

はタルッの研究者の一人と混晶の励起子のことを

議論していたので、何とはなくタルッに着いた。

物理学研究所の物性部門は主にスペク トロスコピ

ーを中心に研究 している。ここでの問題の設定の

仕方や材料の選択 などが、日本におけるそれと非

常に似ているという強い印象を受けた。このこと

はタルツの研究者自身、彼 らの研究を日本人はよ

く評価 してくれるけれ ども、欧米人は余 う良 く評

価 してくれないとこはしていたこととも符号する。

エス トニアに招待されたのはアメリカか ら2人 、

日本から2人 及び西 ドイツから1人 であった。こ

れらの国は全てモスクヮォリンピックをポイコッ

トした国であることは興味ある事実である。
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上記の研究集会がカリ

フォルニア大学サンタ ・

パーバラ分校において

1981年 5月 18日-22

日の間、開かれた。出席

者は米 ,実 ,仏 ,西独 ,ス イス ,ハ ンガリー ,日

本等の国から50名 程度である。この研究集会は

物質のもっともミクロな存在形態 である素粒子と、

逆にもっともマクロな存在形態である宇宮 とが、

極めて緊密な関連を持っていることが近年 しだい

に明らかになってきたため、素粒子論 ・宇宙論の

両分野で、活発に研究を進めている研究者を集め

新たな知見を得ようとして企画されたものである。

この研究会でとりあげられた主なテーマは、 I.

ニュートリノの質量と宇宙論、コ.宇宙のバリオ

ン数匂成、lll,真空の相転移 と宇宙の三つであ っ

た。Iに ついては、まずこれまで質量 を持たない

と考えられていたニユー トリノが実験的にも理輪

的にも有限の原畳 を持 っている可能性が示され、

それに理つ いて、それが宇官に及ぼす影響につい

て発表 ・討論がおこなわれた。その結果、もしこ

ュートリノ質量 が 2 0cV程 度であるならば宇宙

論の一つの謎であった銀河系の質量が自然に説明

できる事などが明らか となった。Eに おいては、

最近の素粒子相互作用の大統一理論に基づいた宇

宙でのパ リオン致生成の計算が報告されたが、中

で も町mer( cLicago thiv。 )は 、宇宙初期そこ

おいて局所的に宇宙膨張が非等方であるならば、

パリォン数生成 と同時に isctheIIIlal lkldeと呼

ばれる密度のゆらぎが作られ、これが後に成長し

て銀河を作る可能性を示 した。これは、素粒子の

81-4016

アメリカ ,研究集会 「素粒子物理掌 と天体物理学と

の相互lTR」 出席、及びカリフォルニア大学理論物

理学研究所における研究調査

京都大学   佐  藤  勝  彦

理論が宇宙論の重要な盾腫 に対 して直接解答 を示

す点で極めて興味深いものであった。lllにおいて

は、まず最初に佐藤 (筆者 )が もっとも最近の研

究成果 「真空の
一次相転移 とウォームホールの形

成―その宇宙論的帰結一」を報告した。報告の前

半では、大統一理論が予言する宇宙初期での真空

の相転移が一次相岳移ならば、相転移の進行をア

インシュタイン方程式と連立して解 き、一般相対

論的にとりあつか うことにようworltl bolc(時

空の虫食い穴 )と呼ばれる天体が大量に作られる

ことを示 した。worlrl boleは、 2つ の平坦 な時

空をコinscein― Rosell bridgcに よって結合し

たものであるめヽ 一方から見るかざりblack hole

と変 うはない。後半においては、的rm boleも

動 tiDg理 論によって蒸発すると仮定し、ふたつ

の時空が切 う離されて時空的に切 う離された刀幸

宙が作られる事を示した。この
“
小宇宙
″
も膨張

するので、我々の中宙 もその様な宇宙の一つ であ

る可能性がある。現在、一般 に受け入れられてい

る大統一理論が、この様な宇宙の多重発生とい う、

これまでの宇宮観を変える様な予言を含んでいる

事に参加者は驚き、活発 な議論がおこなわれた。

研究会終了後、
一週間、サンタ ・バーバラ分校

理論物理学研究所に滞在し、胸 .Elnllorn教授と

これまで協同で進めてきた「真空の相転移と磁気

単極子生成 」の研究について現在における問題点

を整理し、今後の方針について議論を進めること

ができた。

今回の派遣によって得られた知見、研究情報は

今後の研究進展に大いに役立つことが期待できる。
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81-4018

ソ連 .絶縁体結晶の格子欠陥国際会議

東北大学    上   国   正 康

5月 18日 よう6日間

ソ連ラトヴィア共和国リ

ガ市のS↓aじe Lilbar―

IIlonic  Socioty lhi―

l d i噂で開かれた
“
絶縁

体結晶の格子欠陥
"国
際研究集会に出席した。こ

の会議は 3年 毎にもたれ、今回は第 8回 目に当っ

ている。国際諮問委員会のメンバ
ーの一人として

我国を代表 し、会議の内容、招待講演 リス ト、プ

ログラムの編成に協力 して来た。出席者数は、ソ

連邦より300名 ,地元ラトヴィアよう120名 ,

外国か ら140名 という発表で、大体予定通 うと

もヽ うことであった。我国か らは、 16名 が参力|し

た。最近の我国の若い研究者の経済的余裕 も大 し

たものである。

講演はすべて総合報告で、個々の細い討論は、

ポスターセ ッションで行われた。総合講演 36篤

の内訳は、ソ連側 12,題 ドイツ7,ア メリカ 6

日本 4,フ ランス3,英 国 2,イ タリー ,ポ ーラ

ンド各 1であ った。

放射線による損傷は原子炉材料の疲労破壊に対

する基礎研究であるが、その複雑 さのため、純物

理学的には既にIElinOIな分野 とみなされているが

地元のラトブィア ,エ ス トニアでのこの方面の仕

事は尚盛んで、それを反映し、 10篇 の報告があ

り、大半はソ連側か らのものであ った。大量の放

射線をうけたときの大 きな家陥 と、檀少の線量で

出来る色中心との中間が、どうなっているのか依

然として明らかにされていない。色中心が、レー

ザーに利用出来ることがわかって 7年 経過し、今

回、パルス幅 l14ビ コ秒 という発振が得 られたと

の報告は大 きな感銘を与えた。イオン結晶の伝統

的研究である、不純物イオンの電子状態、フォノ

ンとの結合、Off―色前erイ オンの トンネル運動、

自由励起子と東縛励起子の共存等依然 として盛ん

である。分子性結晶の励起子、共鳴ラマン散舌L、

超音波吸収によるアモルファス物質の研究、シン

クロトロン放射光によるデージーでの研究、稀 ガ

ス固体の欠陥など盛沢山の報告があり、今後の発

展の方向づけに大きな参考となった。

ソ連での会議の常として、ソ連側の人の話は自

国語で行 うため、同時逓訳はあっても甚だ理解 し

難かった。

4日 目、バル ト海岸のレス トランでレセプショ

ンがあった。会場がせまいこともあって招待され

たのは外国人のみで、ソ連側は組織委員のみであ

った。 10時 に日没 とい う自夜に近いなかを、食

事は決して豪華 とはいえないが、ウォトカ ,ワ イ

ンをのみ、年前 0時 まで、せまいステージでゴー

ゴーダンスなどに興ずるなど、西側諸国の 日知の

仲間の間で愉快な交歓であったが、やはり、ソ連

の人選を交じえたものであって欲 しか ったと思っ

た。

我国からの招待講演者は 4名 で私は二光子共鳴

ラマン散乱の新しい手段による高密度励起孫 に

ついて講演し、Perar氏 をはじめソ連の教授運の

興味をひいた。最終 日に座長を努めたが、私の外

平井教授が 2日 目にその役目を果した。

ラトヴィア科学アカデ ミーの実質的会議の組織

委員長である勧7a r,s氏はじめ、地元大学の教授

たちが、我々日本か らの抑席者に対し示した数々

の好意は身にしみるものがある。我国との交流を

強 く望んでいたが、こうした機運の盛 り上 りを期

待 したい。ソ連国内の旅行には、モスクワの科学

アカデミヽ所属の若い美人が送迎を確実にやって

くれ、何の心配もなかったことも感謝している。

今回の会議に対する私の役目は文部省の海外研

究集会派遣条14をすべて充していたに拘 らず、最

近の日ソFFSの微妙な関係のためか、援助はもらえ

なかったとしかし幸いに山田科学振興財団 より旅

費を受けて出席し、会議の成功に一役 を員うこと

が出来た。開会セレモニーでの Sbvarし3教授の換

拶で、小生の協力を感謝したように充分役目を果

し、彼我の暖かい交流のきっかけを作ったわけで、

それを可能にしてくれた山田科学振興財団の援助

に対 し厚く感謝の意を表 したい。
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81-4021

中撃人民共和国 ,生体高分子の分子構造 活 性につ

いての招へい講演

大阪大学   富   田   研  一

昨年夏に、天津市薬物

研究所の孟昭忠所長なら

びに天津市対外技術交流

センターより招へいの手

紙が届き、すぐにでも来

てはしいとのことであった。しかし、昨年暮には

国際共同研究のため西 ドイツヘ行 くことをすでに

決めた後でもあ り、訪中の日程がなかなか決まら

ず、やっと今年始めになって孟所長への手紙 で、

5月 4日 か ら 14日 までのスケジェールがまとま

った。私自身、中国訪関は初めてではあ り、で き

るだけ各地の研知万を見学したい旨の希望を先方

に知 らせておいて、 5月 4日朝 10時 大阪空港か

ら」AL783優 で飛び立 った。昼頃に上海 卜Ⅲを

通過し、責色い濁流が常のように流れている揚子

江や責河、きれいに耕 された畑、きらに四通八達

したクリークな どを眼下に見ながら、やがて機は

北京空港に着陸した。天津市薬物研究所 の徐醐

長および李教授の出迎 えを受け、中国製自動車 「

上極 」での天津までの約 120臨 4時 間の ドライ

ブで、まず驚いたことは、行けども行けども延々

と続 く平野 や道踏わきのいちょうやかえでの並木、

それにいたるところにある安全交通の立札であっ

た。天津市の入日にある保安局で旅券を提示して

滞在許可をもらい、橋を渡 って市内にはいったが

破 夕方の 5時 を過 ぎた頃で、自転車で勤めか ら

帰宅する人々のすごいラッシェの流れの中を縫 う

ようにして車は天津和平賓店に到着 し、待ちかま

えていた孟所長 と固い提手を交す。翌 5日か ら3

日間、毎 日朝 9時 か ら約 2時 間の講演をしたが、

向彊はできるだけ多 くの人が興味をもって聞いて

くれることを願って次の 3項 目にした。

(1)雲 自質 ・核酸特異相互作用モデル化合物の

分子構造

(2)2重 ラセン構造を もつ合成 リボ核酸の分子

構造 とインターフェロン誘導活性

(3)DNAお よびRNAの 分子構造と発がんあ

るいは突然変黒の分子機構

講演は英語で喋るのか、日本語で喋って通訳 し

てくれるのかどうかということが天津に着 くまで

わか らなか ったが、結局は演題の(1),(2)について

は英語で講演し、(3)だけは日本語で喋 り、各講演

の後で沢山の人か らの質問を受けた。この研究所

では、生薬か ら抽出した常」がん剤や、避妊葉につ

いての研究が進められてお り、各研究室を見学 し

た折の研究内容についての個々の討議はなかなか

有益であった。さらに孟所長か ら研究所の今後の

あう方についての率直な意見を求め られ、分析機

器充実の必要性、制がん剤の生化学的研究の必要

性、正常細胞卜 の制がん剤の影響についての長期

にわたる検討の必要性や研究成果の外国雑誌への

発表の必要性 などをのべたが、少ない研究費の

中で何とか良 い研究 を しようとす親雪い研究者

の真剣をまなざしに触れ、中国の科学が近き増来

大 きな飛躍を遂tアるであろうことを確信しながら、

中国科学院 】ヒ京生物物理学研究所および上海生物

化学研究所での講演および見学を終えて 5月 14

日帰国した。

今回の中国訪間によって、私自身の得たいろい

ろと貴亘な経験を生かして、隣国中国との学関の

亮流を今後ますますさかんにしなければならない

こと掲堀 感 した。

終 うに、今回の有意義な中国訪関に際し渡航費

について御援助いただいた山田科学振興財団に対

し、ここに改めて深 く感射する次第である。
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第 8回 分子線に関する

国際シンポジウムは予定

通 り1 9 8 1 年6 月1 日か

ら6 月 5 自の日程でカン

ヌのフェスティバル パ

レスにおいて開催された。この会場は毎年カンヌ

映画察が行われることで有名である。国則参加者

数は、函 ドイツく4 4 名) を筆頭に、フランス (

40名 ),ア メリカ (14名 ),イ タリア (12

名 ),オ ランダ (11名 ),ス イス (10名 ),

イギリス (6名 )な ど24ケ 国 181名 であった。

私はいわゆる分子線に関 しては素人であるので、

我が国からの参力「が私だけであったことは、現在

我が国において分子線技術を用いた研究が数多 く

行われていることを考えると残念であった。

会議は開催委員長であるフランスの高エネルギ

ー分子物理学研究所の残vLtte博 士の開会の辞

で始まり、プログレスレポート8件 を含む招待講

演 14件 ,日頭発表論文 38件 ,ポスター発表論

文 37件 が次に述べる各テーマ毎に発表された。

発表件数の多いテーマ順に記述すると、まず分子

クラスター (16件 )わS最も多 く以下t底エネルギ

ー弾性および非弾性衝突 く14件 ),分 子線技術

関係 (14件 ),分 子線 ・固体麦面相互倒珂(13

件 ),反 応性衝突 (9件 ),分 子線 ・光相互作用

(314),イ オン対生成およびイオン性中間体 (

7件 ),希 ガスクラスター (5件 ),そ してその

他に属するもの (3件 )で あった。これ らのテー

マは大部分化学の分野に属するものであ り、分子

1-4022

フランス ,第 8国分子棟に関する国際シンポジウム

分子科学研究所   回   中   健 一良ほ

線が もはや化学の分野において通常手段になった

ように思われる。

私は 2日 目の年後の反応性衝突のプログレスレ

ポートとして 「内部状態を選帰Uしたイオン・ビー

ムによるイオンー分子反応 」と題する講演を行 っ

た。私違が分子科学研究所においてこの数年行っ

てきた研究の紹介であ り、分子線を用いて今後化

学反応を研究 しようとしている人々か ら私達の実

験方法の詳細や今後の研究方向について 2,3の

間合せがあった。

今回のシンポジウムで特に気がついた点は分子

線 ・団体表面相互作用の研究が盛んになってきて

いることである。これは固体表面に分子線を照射

し、散乱された分子線や表面か ら放出される 2次

物質を詳しく観測することによう固体表面の形状

や性質 ,吸着物質の性質 ,さ らに表面上における

化学反応の過程を調べようとするものである。こ

れまで気相反応を研究 していた人達のこの方面ヘ

の転向か らも、この分野が今後大いに発展する可

能性を秘めていることが窺われる。

次回のこのシンポジウムは 2年後に函 ドイツの

フライブルグで開催されることになっている。西

ドイツはこの分野での研究が最も進んでいる国で

もあり、今回以上に盛大なシンポジウムが期待 さ

れるので、我が国か らも多数の参カロを希望したい。

最後にこの紙面を借 りて、今回のシンポジウム

出席のモめの渡航費を援助された山田科学振興財

団に感謝する。
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「絶縁物結晶中の格子

欠陥」に関する国際会議

がソ連ラトビア共和国リ

ガ市で 1981年 5月 18

日から23日 まで衛われ

た。この会議は 1956年 以来 3年毎に開かれてい

た「アルカリハライド結晶中の色中心」に関する

国際会議の延長である。今回は、本会議の「格子

欠陥生成 」に関するセッションの座長と討論を依

頼されていたが幸い当財団から御援助を賜り会議

に出席す ることが出来た。

本会議では講演としては放射線照射効果 ,欠陥

生成、欠陥の理論、格子振動、色中心とレ
ーザー、

酸化物、発光、励起子、分光学、イオン過程、実

験方法に関する招待講演のみが行われ、原畜論文

はすべてポスターセツションで発表されるという

従来とは全く変った形式で行われた。これら招待

講演の中で、西独の D巳趣嶋 FDLDに よる 「

低温でのアモルファスの性質 」は新しい
一方向と

して興味があり名古屋大の伊藤の「欠陥生成機制

は、ソ連でのこの分野 の研究が盛んであることも

あり多くのソ連研究者の注目を集めた。又、西独

の lヽDN DEn OSTコ Nの 「銀ハライドの励起コ

では、自由励起子と東縛励起子の生成を発光を通

して明確にした点興味深いものがあった。本来こ

の会議は、アルカリハライドを主とする絶縁物中

の格子家陥の電子状態に関する研究の発表討論の

貴財団の派遣援助金を

いただいたお蔭で、筋肉

タンパクイこ関するゴー ド

ン会議に出席し、発表を

することが出来た。

8 1 - 4 0 3 0

アメリカ,筋肉タンパクに関するゴードン会議

九州大学   太 和 国  勝  久

-4025

ソ連 ,絶縁物結晶中の格子欠陥国際会議

東J ヒ大学  平 井 正 光

場であったが、前回の米国ガトリンバ
ーグでの会

議か らその色彩が薄 くなり、色中心の研究もそろ

そろ出つくした感 じで、今回は今後のこの会議の

新しい方 向を探 ることの必要性が痛感 された。プ

ログラム委員長であるラ トビア科学アカデミ
ーの

Sbvar t も言 っていたように今後の方向としてシ

ンクロトロン故射やピヨ秒時間分解分光法等の新

しい実験技術を用いた研究の成果が期待される。

参加者は、アジア、ヨーロッパ、アメリカ及び

共産国等の外国か ら約 120人 、ソ連国内か ら約

200人 であった。約 40編 の招待講演の 1/3

に当る 13編 は、ソ連研究者による発表で、用語

が英語及び露語であるためこれらソ連研究者 のに

とんどが露語で発表をした。これ らの発表は全て

英語へ同時通訳されたが、諸堂内のスピ
ーカー音

が大 きく、イヤホーンからの通訳がそれで圧倒 さ

れがらで切角の通訳が聞きにくか ったのは、ほと

んどの外国人出席者に共通 であったらしく、その

点が残念であった。又、その他 ピザに関すること

ゃ、二、三の招待講演の代読、取消 し等行 き層か

ない点もあったが、全体としては、盛会 であった。

次回は 1984年 9月米国ツル トレ
ーク市で開催さ

れる予定である。

この会議に出席出来たのは、山田科学振興財団

からの旅費の一部の御援助によるもので、貴財団

にあらためて厚 く感謝申上げる。

このゴー ドン会議は、 6月 29日 か ら7月 3日

までの 5日間、米国の二三十ハンプシャ
ーサ|‖プリ

マウスで開かれました。この筋肉に関する会議は

3年に 1度開かれるが、毎回参加者力ilgぇ、今回

は 150名 以 上だったそうだ。日本からの参加者
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の寄与 も大きく、松原―郎 く東北大 ),お 林健之

(東大 ),井 上明夫 (阪 大 )の各氏と私が口演発

表 し、関根隆光 ('頃天堂大 ),八 木康一 (北 大 )

大沢文夫 ・柳田域夫 (阪大 )の各氏がポスターで

発表した。

筋肉のX線 研究か ら筋タンパクの リン酸化まで

の種々の トビックスごとにセ ッションが開かれた

が、紙面の都合上、第 4日 目の筋収縮のキネテッ

クスのセ ッションのみに限定 して報告する。この

セ ッションで も、もちろんA.IIuxleyと S― oas

の筋張力発生モデルが議論の中心になった。この

モデルは、 ミ オシン頭部の “回転
"が
ミォシンS

Eに 存在していると仮定されているバネを引き伸

し、それが最終的に
“すべ り

'の
力のもとになる

とい うものである。このセ ッションで、 ミオシン

s llはパネでなく、むしろ ミオシンの頭部にバネ

様の弾性が存在するという報告が 2つ 発表された。

その内の一つは、化学架橋法を脱鞘筋に応用した

我々の研究結果の発表である。一方、ミオシン頭

部の
“回転
力
運動 は、純枠に力学的な過程 と仮定

されているが、その過程がATP濃 度の増加によう

加速され、又逆に少量の勁 Pに よって減速説 る

という発表があった。後着 は、私がN.I Il.の

Podolsky博 士の所へ留学 している時に発見した

ことである。これらは、 ミオシン頭部の
“
回転
"

運動には、少なくともADPの ミオシンか らの解

理又はATPの 結合が共役していることを意味する。

22～ 26日  米 国 ,カ

ューラで行なわれた。

核融合研究において、

1 9 8 1 年C b r d c l l  C ―

ctlfererlce:ぃysiCS

alld  コecbnologァ  of

Steady―Sta↓e ConfI

nemerlしは 1981年 6月

リフォルニヤl l l ,ベンテ

もっともよい結果をだし

8 1 - 4 0 3 2

アメ リカ , CbrdtII Cbnfe■ ence : Pbysics  and

Tet13nology oF  Sし eadァーS ta↓e CoIIflnellttent

東京簿  宮 本 健 郎

他方 、 ミオシン頭部の
“
回転運動

'が
お きてい

るとい う証拠は、x線 研究か らで も得られていな

ヽヽ。

最終日には、Amxleァ  “まとめ
″
があった。

彼は、まず線虫類のミオシンDさ弘のクローニング

の発表をとり上げ、近代生物営がついに筋肉研究

にも使われだしたと感嘆した。さらに、 1972年

のOld ttriDg LIbor け D31コOSitlr l(筋肉に

関 す る )で 、 ( A .品 w i e yと S i  I I t I I E  Sのモ デ ル を

聞いた為であろうが )、多数の参加者が筋肉収縮

機構の基本は分かった、と云ったそうだが、当の

A.Tltleyは そのコメントに対し、そうではない、

とあちらこあらで くり返 し警告していた。今回の

ゴー ドン会議で、やはう(A.Tlコマle7が 警告して

いたように )、 基本機構は依然不明のままである

ことわS、誰の目にもはっきりしたであろう、とA

TIHricyが しめくくっていた。なぜなら、AtEIn―

xleァとSi lIE IcElsのモデルのどの仮定についても

直接的証明は無いがあるいはむしろ、正しくない

とい うデーターが今回発表 されたか らである。

多 くの大家の発表の中にあって、新進気鋭の発

表 も目立ち、筋肉研究も世代交代の時期に近づい

ているように見受けられた。

当会議帥常に際し援助下さった貴財団に対 し御

ネ[申 し上げる。

ている トカマクは、現在、プラズマ電流を駆動す

るために変流器を用いているので、パルス運転に

なってしまい、将来核融合炉を考えるに際して、

この点が欠点とされている。それで、なんらかの

新しい対策をたてることによって、定常運転の閉

じ込めを行 うにはどうしたらよいかという聞居 を

議論するのが今回のmrdoB働 ば eienceの 主題

である。
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出席者は、米国 ,カナダ ,日本 ,オ ース トラリ

ア ,四独 ,オース トリア ,ノルウェーの国々よ り

93名 である。プログラムのセッションは次のと

お りである。

6月 22日  Raliatioll Loss and lmpuri一

ties Olrren↓ Sive

6月 2 3日  R F  W a v e  I L aじ i n g  a n d  B e t a

Linit Pield PeversaI Devices

6月 24日  S lellaratols

Stellaratols  alld ll ilrors

6月 25日   Toroidal and NhtorOidal

actors IBBT(■ lIII Bumpァ

ItlS)

いることを示 して注目を引いた。またMITの Ve一

rsa tor,プリンス トン大学のACT-1,PLT,名

古昼大学 プラズマ研の」IPP T― Ⅱにおける電流

駆動の実験 も発表 され、おおよそ同じような結果

が得 られているのが明らかになった。

次の トピックスは sしellalatorに よるプラズマ

閉じ込め、加熱実験の進展である。S↓ellarator

の研究は主として日本 ,画独で行なわれてきたが、

定常閉じ込めの可能性があるということで最近注

目されている。西独のベルデルシュタインVI(W

VE)装 置では高速中性粒子入射加熱により0 7ke

Vの イオン温度をもつプラズマを定常的に閉じ込

めた実験結果を得ているが、そのくわしい結果が

報告された。名古屋大学 プラダマ研の」IPP T

―Itl実験においてはステラレーターとトカマクの

閉じ込め、加熱の諸特性を比較 し、現在の実験条

件では、両者の間に本質的な差違がないことを示

した。また、京都大学ヘリオ トロンコ装置では、

電子サイクロトロン加熱によるプラメマのアフタ

ーグローの閉じ込め実験結果が発表 された。

このタト、 PLTに おけるイオン・サイクIl トロン

カロ熱実験 ,コBTの 閉 じ込め実験 ,TandeIEl m~

rror計画の トピックスが興味珠か かった。

今回のmidm confereIIc に おいてはプラズ

マの定常閉じ込め という明確な課題力琴 角的に検

討され、議論がおこなわれて、大変有意義活 もの

であった。

瞭

コぃ

6月 26日  Mirrors

筆者は 6月 24日 Sしellaraしois のセ ッション

で“降 ceal 」IPP T― II T6kamaエーSじollara

↓oI Pesulls''の 議 を行なった。

今回の会議で印象に残った トピックスを述ぺ る。

その一つは、低域混成波によるプラズマ電流駆動

の実験結果の発表である。これは波のもつ運動量

を電子に与え電流 を駆動する試みで、これがうま

く発展 していけば トカマクの定常化につながる可

能性があ り、重要である。日本原子力研知方の」

FT Eの 実験結果では 75般 助 ,1501研 アの高

周波をプラズマに力『え、プラズマ電流 65kAの 内

20k紛 を低域毘成波によって駆動 した。そして

プラメマか らでる軟X線 のパルス高解 析により5

～ 1 5keVの エネルギー領域の電子が加速 されて

第 27回 IUPACく 国

際純正及び応用化学連ω

国際高分子 シンポジウム

は本年 (1981年 )7月

6日 (月 )か ら9日 Op

まで、パ リの東約 550 Km、 ライン河沿いの人口

約 20万 の都市ス トラスブールで開催された。会

場は数年前に峻工したばか りの美 しいPalais de

3 1 - 4 0 3 4

フランス ,第 2 7回 国際高分子シンポジウム

名古屋大学  住  友     宏

la Musiqじ e e↓ des Cttges。  組 織委員長

E.Belloiじ教授 ,則委員長P,Sお いlt,C,WIP―

PleI両 教授。初 日の年前、 2000人 を収容する

大会議場で開会式。そこでは
一通 の挨拶に続いて、

R.KonIDs tt ld博 士とⅥ E.Stockmayer教 授

が自作の Staudinger Marscbや PolァIIer Sts―

iとなど 3曲 をピアノ濃民 して花を添えた。そのあ

とP.G.de CIHDes博 士の特別譜演があって開会
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式を閉じた。

参加者名簿で見た限 りでも参加者は 31カ 国

751名 に上り、うち主なものをあげると、フラ

ンス 325名 ,西 ドイソ94名 ,ア メリカ合衆国

60名 1大真帝国 34名 ,イタリヤ 31名 ,日本

17名 ,ポーランド16名 コオランダ 14名 ,ベ

ルギー13名 ,カナダ ,スウェーデン ,スィス ,

チェコが各 11名 となっており、むろんソビユト

や中国からも出席していた。

分野は高分子の化学と物性とに 2大別され、前

者が 6会場、後者が 10会 場に分かれて、分科会

がもたれた。そしてそれぞれに 9件および 19件

の招待講演が用意された。三枝武夫教授 (京天D

によって「新しい策環重合について」と題してな

されたそれは、極めて明快で、したがってまた質

問も多 く出され、その他の招待講演に比較しても

圧倒的といって差支えない程の出来栄えであった。

一般講演はこれら16会 場にわたって同時に並

行して行われ、その数 300以 上に及ぶ盛大なも

のになった。私は2日 目の年前、Sc13uIIlaallElと名

づけられたとでも美しい会場で、「光学活性の双

環オキサラクタムの開環重合によってつくられた

親水性ポリアミド膜」と題する講演を行った。

会議の合い間を植っていくつかの社交行寄が用

意されていた。ノートルダム大聖堂、パレ・ド・

ロアン,美術館 ,イル川観光船など市内観光や、

アルザス地方ワイン衛道ツア のヽほか、教会内で

のコンサートなど多彩で、そのどれにも参加する

ことは不可能をほどであった。 3日目の夜、市か

ら20K■l■れた古城軌ateau d'いtlloffenでパ

ーベキュー懇親パーテイがあり、約 200名 が集

まって、深更まで大いに飲み、談じ、お互いの交

流の度を深めた。

81-4035

カナダ ,第 5回 レーザー分光学国際会議

第 5回 レーザー分光学

国際会議は 1981年 6月

29日 よう7月 3日 まで

カナダ ,アルバータllHの

ジャスパーパークロッジ

で開催された。名勝の地カナディアンロッキーの

中心に位置するホテルで過した一週間であった力ヽ

幸か不幸か会議の日程の方も非常に充実していて

ゆっくり附近を散策する暇 もないはどで、この点

についてはいささか心残 りであった。

レーザーおよびレーザーの応用に関する国際会

議は、近頃数 も多 く、また、それぞれ規模 も次第

に大きくなうつつある。なかでも、 IQ33C(In―

↓ematiOnal QtuntuHl mec↓ rollics O■fer―

ence)は歴史も古く、討議される問題も広範囲に

およんでいることで定評がある。しかしこの会議

も大きくなうすぎて、落ち着いた討論がなかなか

しにくくなったと感じられるようになった時点で、

レーザー分光学を中心とした、レーザー物理学お

東京大学  清 水 忠 雄

よびその物理学、化学の基礎的分野への応用とい

うようにテーマを限って小人数でじっくり討論し

たいという機運が高まってきた。

1973年 6月に IMの R.0。 BEttI, MI.

T.の A.lboradianが 提唱者となり、米国CcI一

〇13dO州 Lilで 第 1回 目のレーザー分光学国際

会議 ICOLS(Inteltttitlala1 0nference on

■aser Specし■oscOpy)が 開催された。しかしこ

れに先立って 1971年 8月 に丘 ―碓 レーザーの

発明で有名なA」 ava nが委員長となう、 IIarlの

古都 Bfabatl市 でFutldaltlenしal and妊 げ ied

Lser ILysicsと いう会議が開催されている。

参加者の顔振れや、討論内容からいってもこの会

議はその後のレーザー分光学国際会議に先鞭をつ

けたもので、この会議を第 1回 目に数える人もあ

るようである。いずれにしても今ではICOLSは

2年毎に開催されるIQECが 開かれない年、すな

わら酉歴の奇数年に開かれる習慣になった。私は、
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EsfabaIIの 会、Vai lの会か ら参加したが、 そ れ

ぞれ参加者は 100人 ,150人 の程度、いわばすべ

て顔見知 りの人が集まっているという感 じで、会

議の方も限 られたテーマにつきゆっくり討論でき

た素晴しい会であった。しかしこの会議も次第に

その規模が大きくな りつつある。これはむしろ喜

ぶべ きことなのであろうが、レーザー分光学を中

心とした分野のめざましい発展にともなって参力B

希望者の数も著 しく増 してきて、会の運営が難し

くなってきているようである。主催者は、まず参

力1者の人数を限ることに吉労している。扱 う主題

の範囲 も次第に広 くなり、講演の数 も増 し、した

が って一つの講演の時間も短か く制限せざるを得

なくなってきた。今度の会議では、Contribはじed

ppers(pOst― deadllne ptters)に ついては

とうとうPosしer sessimで 消化せざるを得なく

なってしまい、大会議のもつ欠点が次第に目立つ

ようになってきてしまったのは残念である。

今回の会議には 18ケ 国か ら約 250人 の人が

参加 した。米国からの参加者が一番多 くく128)、

次に主催国カナダ (35)、 そして西独 く24)、 仏

(14)、 日本 (3)、 英国 (7)、 ォランダ (5)、 ソ

連 (4)と つづく。招待講演の数は 35、 これに加

えて先にの北 Poster ses si cllによる発表が60

33あ った。日本からの招待講演は 3、 POst de―

alline paPerは 4で あった。講演時間は、討論

時間を含めて 30分 または 15分 に制限され、か

な りせわしない進行 であった。いろいろな話しが

短時間で聞けるとい う点では能率が良いには違い

ないが、予稿 もなく予習もできないとあっては、

次から次へ と替る新しいテーマに追いついてゆく

だけでもかなう大変でいささか消化不良をおこし

かねない状態であった。

これまでの会では、波長可変 レーザーの出現、

レーザーによる同位体分離、パリティ非保 存遷移

の測定など、目新しい トピックス或いは中心的な

議題があったが、今回は、とくにそ うい うものうざ

感じられなかった。原子の高励起 リドベルグ状態

の研究、 ト ラップされたイオンの分光等に関する

ものがある程度多 くの人の関心をひいたようであ

る。レーザーを用いた亘力波検出に関する講濠が

二つほど招待 されていたのが目立 ったが、結局の

所 レーザーの安定化の問題に帰するもので、特に

強い関心をよばなかった。この会の特徴はむしろ

すでに確立した分光学的方法で、地這 な分光測定

を行なった研究発表の数が多かったというところ

にあると感 じられた。比較的講演かラ かったテー

マを列記してみると、レーザー自体に関するもの

(10)(重 力波検出の話しを含む )、新分光法 く

4)、 二重共鳴分光法 (3)、 原子分子勾突の分

光学的研究 (8)、 不安定分子の分光 (9)、 表

面及び固体の分光 (7)、 高励起状態の研究(12)

井線形現象 (12)、 真空紫外光の発生 (5)、 イ

オントラップ及び冷却 (4)、 などになる。

私達の研究重からは
“Double Resonance

Sttdies  of  Colllsitlll  IDdaCed  Transiし icIIs

h a Molecular DeaII''と いうタイ トルで、

研究の成果を発表した。これは分子様におけるレ

ーザーニ重共鳴法で、原子分子衝突の断面積を求

めたものである。これは分子線分光法 、二重共鳴

分光法、そして原子衝突 といったいくつかの実験

的手法 を組合わせた新 しい分光手段を提案す るこ

とにもなったわS、その特徴として制御性わSよく、

分子準位間の箇突遷移について詳しい情報が得 ら

れることを強調した。講演では、ほとんど縮退 し

ているM(方 位量子数 )副準例罰の衝突遷移に話

しをしばって毒論 した。分光技術の面、測定対 象

の面から多 くの人力S関心を示 してくれ、講演終了

後も詳しく討論ができ、また詳 しい資料の提供を

求め られた、我々にとっても今後の研究方針を考

える上でも大変に有益であった。

日本におけるこの分野の研究情況からいってこ

の会ではもっと多 くの研究発表があってしかるべ

きと思われるが、旅費の調達 という点で、どうし

ても我々にはハンデキャップがあることめ境 感さ

れる。前にはこの会議の運営委員会の方からかな

りの額の旅費の援助が受けられたが、会議が大き

くなるにつれて、その額も小さくなり、今後 も多

くを期待で きないのが実情である。私自身につい

ては、第 3回 会議につづき、第 5回 会議の出席に

際して、山田科学振興財団から旅費の援助がいた

だけて、大変幸運であった。さいをに山田科学振

興財団に深く感謝しつつ、会議隷告をとじさせて

いただきたい。
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アメリカ ,配座解析国際会議他

東京大学   大  木
連
丹道

昭和 56年 6月 21日

東京成田空港を出発し、

同日、サンフランシスコ

に到着した。 6月 22日

カリフォルニア大学バー

クレー分校化学教室、 6月 24日 ミシガン州立大

学化学教室、 6月 26日 エール大学化学教室を訪

間し、それぞれ、安定回転異性体の反応性と題す

る講演を行い、また有機化学の研究内容について

討議を行 った。 6月 23日 ニューハンプシャヽ大

学に到着、登録 を行い、 6月 29日 から7月 2日

まで配座解 析国際会議に出席した。 7月 3日 ニュ
ーヨーク市ブルックリンエ科大学に立寄 り、安定

回転異性体の質量分析に関する研究と討論を行っ

た。7月 4日 ニューヨーク発、 7月 5日 帰国した。

配座解析国際会議は、 11ケ 国から約 100人

の出店があり、小さい会議ではあったが、それだ

け出席者の親密さが強 く、有意義な会であった。

会議自身は、 10個 の特別講演を年前中に行い、

年後は自由討議の時間とし、夜は 34個 のポスタ
ーセッションによる発表があった。

6月 29日 の年前は、カリフォルこア大学 ロス

アンゼルス分校のコ.A.L.Ane,が 中員環化合物

の配座に対する置換基効果、オスロー大学のO.

Lstiansenわ ド電子回折による配座解析、ノース

カロライナ大学のコ.L.mielあSピペリジンとフ

ェニルシクロヘキサンの配座解析について講演を

した。

6月 30日 の年前には、ベル研究所のF.A

Lvcァ が合成高分子鎖の配座、コーネル大学のユ

ASあ era.・aが ポリペプチ ドおょびタン自質の実

験的 ・理論的配座解析、フリー ドリヒーウイルヘ

ルム大学のコ.恥 部leが 新しいらせん状炭化水素

の配座について講演を行 った。

7月 1日 の年前は、東京大学の大木道則が安定

配座異性体の回転障壁と配座平衡を支配する因子

について、またプリンス トン大学のR IIIsitwが

有機 3回 回転子の歯車について講演した。

7月 2日 の年前は、ウイスコンシン大学の S.F.

Ire18eIIIがテ トラアルキルヒドラジンの反応性マ扱

はす配座の効果について、ルント大学の」.San―

ds trもIIlがsp2混 成の骨格についたアルキル基の

配座解析について講演 した。

いずれの特別講演も、それぞれの大家が自らの

研究を中心に話をしたもので、感銘を与えたが、

大木の行った講演は、安定をジアステレオ回転異

性体を単離 して置換基の効果を調べるという新規

な結果の発表であったため、質問が集中して、こ

の講演だけは国間の時間が 1時間 もとられ るとい

う状態になった。特別講演者のBas tiallsenと

Sbera.raは 今回の会議で最も興味のある講演で

あったと認めてくれ、まとめた総説がないかと副

ねたので、当方も現在執筆中である。この研究の

総説が完成したときには、そのプレプリントを送

ることを約束 した。

会議の諏こ各大学で行 った反応性の講演につい

ても多くの質問が集中し、また意見を求める研究

者 も多かった。各地でそれな りの反響を得たもの

と考えている。

世界中で発表 される論文数があまうにも多いた

めに、欧米の人達といえども、自分達に直接関係

した論文が欧米の雑誌にのったとき以外はあまり

読まないのが現状である。ましてや日本で発表さ

れた論文は注目を集めにくいが、このような会議

こそは、その宣伝の場としてすぐれている。一日

おもしろいとな和ま日本の論文 も注目してくれる

のだから、国際会議の場は、日本人にとって重要

である。貴財団の援助が、今後共に、日本の学関

の紹介に顕著な貢献をされることを切望する。
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アメリカ , 第 7 回国際フラビンシンポジウム

大阪市獣 学  笠 井 佐 夫

第 7回 国際フラピンシ

ンポジウムはァメリカ合

衆国、 ミ シガン大学 (ミ

シガン州アナーバー )で

6月 21日 よう26日 ま

で開催された。総出席者数は約 160人 で本シン

ポジウムとしては今までにない多数のフラビン研

究者が参力「した。日本からの参加者は約 20人 で

本シンポジウム発足以来出席しておられる先生方

の他、私をも含めて若い研究活の参加わ多 いよう

に思われた。以下講義、ポスターセッション、

Badquctお よび工ospi↓alityに ついて概要もしく

は感想を記す。

講義 :22日 よう26日 まで毎日午前中 4乃 至

5題の議義があった。かなり牛配 の先生方が自分

の今までの研究をまとめて話 しておられためヽ そ

れはそれなうの面白きはあった。しかしシンポジ

ウムとしてはぁま うに新鮮味に欠けるものも多く

今後の当シンポジウムの運曽こなお司冒の工約 S

望まれると感じた。

私見を開陳することをお許し願いたい。およそ

どのような分野でも通用することだと思うが発散

型の人間と収束型の人間は常に共存する。両者の

パランスがうまくいっていないと発展は難しい。

実験屋は発散型で私などはその典型かも知れない。

いやしくも理論をやっているつもうの人間は収束

型でなければならない。このようなシンポジウム

で講義でもしようかと思えばおもいきり大量の事

実を調和をもって収束させる力がなければ話にな

らない。

LIIlalleri働教授は私の先生でもあうここであ

まう良く害くのも具合が悪いが、先生の収束させ

る力の大きさという点に注目すれば先生の欠府は

まことに残念であった。Wa18L教 授の講義は本シ

ンポジウムの直前、日本で聞いたものと同じであ

ったが、上記のような観点と彼の若さか ら今後の

フラビン研究の良 きPilotに なると思われた。

Sc13ulz教授 と■eIIlb教授のグルタチオンレダク

ターゼおよびP― ハイドロキシベンブエート ハ

イドロキシラーゼの結晶X線 解析は トピックスと

しては非常に面白く、今回の自眉であろう。

ポスターセ ッション:6月 22日 、 24日 、25

日に高殴の発表がポスターで行なわれ、のち討論

が行なわれた。ポスターの数があまうに多 く焦点

が絞 りきれず散浸になりがちであった。最 も困る

のは自分の興味ある演題 の際に自分のポスターの

番をせねばならない事である。 DIscussion le―

adα sが自分の担当の論文に十分に目を通し、少

し時間をかけて紹介すればもう少し改善されるの

ではないだろうか。

私達の発表は 24日 であとの討論の際、最初に

取 り上げられ非常に注目されていたことは確かで、

や りがいがあったと思った。

コ狂qけ tお よびFosPi↓alitァ:私 は今まで飲食

する時間がこれ程重要な機会だとは思わなかった。

毎 日夜 にはビールまたはワインが供 され、信舎の

ロピーで参加者が集まって色々討論をした う旧交

を暖めた りしていた。また23日にはBanquctが

近 くの班 cbigtt Lettucで あった。このような

機会に私は今まで話 したいと思っていた人と討論

し、共同研究の約束 をすることができた。

言葉の不自由さも感じたが良ヽ`研究が一番大切

だと思った。シンポジウムのお世話をして下さっ

たllasseァ ・ W illians両 教授および日本で色

々お世話を下さった山野教授にこの紙面を借 うて

お礼を述べたい。
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第 3回 のポ リマヨロイ

ドに関するゴー ドン研究

会議は前回と同様、米国

ニューハンプシャーlllの

ティル トンスクール ( 高

校 )で 7月 12日 か ら17日 の一週間に亘 って開

催された。前回は招待講演者として出席したが、

今回はディスカッションリーダーとして招待 され

参加する機会を得たので会議の模儀を簡単に報告

したい。

周知の通 う、この会議は、第一線で活躍する研

究者が非公式を討論を通して情報やアイデアの交

換を行なうと共に、研究者間の個人的な親産を計

ることによって、共同研究や研究者間の協力関係

を醸がす ることが主要 な目的であり、したがって

請演要旨集はなく講演や討論の録青fス ライ ドの

撮影 も禁止 し、自由かっ鷺な発言を保証している。

出席者は会場となっている高校の寄信舎の収容能

力等から約 100名 程度に絞 う、応募者が多い場

合には若子 の選別が行なわれる。今回はアメリカ

を筆頭 にイギリス ,カナダ ,フ ランスを始め約10

ケ国から約 98名 の出店者があったが日本か らの

的常者は現在米国留学中の 2名 と筆者を含めて 3

名であった。出席者の中にはノーベル賞受賞者の

いerbe故の顔 も見え、さなが ら国際会議の観があ

った。

この会議では、年前と夜にのみ各 2件 の招待語

演が配され、年后は個人的な討論や、テニス ,水

泳あるいは近郊へのハイキングや ドライブ等思い

思いに自由時間を楽 しみなが ら出席者間の親陸を

さらに深められるようにとの配慮がなされていた。

予定された講演は 16件 であったが、このうち 2

-4060

アメリカ ,ポ リマコロイドに関するゴー ドン研究会

議

福井大学   埜   村     守

件は (中国 ′ソ連 )演者欠席のため中止とな り結

局 14件 の話演が行なわれた。今回の講演は内容

的に四つに大別される。すなわち、近年実用化さ

れ注目を集めているポ リマラテックスの医学 ,臨

床検査試薬 としての応用に関する講演 (3件 )、

これとも関連するラテックスの安定性と凝集の関

題 (3件 )、 ラテックス粒子の合成に関する講演

(3件 )、媒体中でのラテックス粒子の運動や相

互作用に関する講演 (2作 )、 その他、ラテック

スのキャラクタリゼーションそこNttttlll Scalト

eri叫 を応用した結果の報告等 (3件 )で あった。

ポ リマヨロイ ド(ラ テックス )と主題 は絞 られて

いるものの講演内容は多彩で、広範囲にわたり、

さらに言葉の障壁と旅の疲れ も加わってすべての

講演を十分に理解することは困難であったが、フ

ロアからの活発な質問と講演者の真摯な返答によ

うそれぞれの分野 における度腫点がうきばりにさ

れ、理解が助けられた。ところで、筆者にとって

国際的な会議で司会を務めることはこれが始めて

であ り、言葉の上から少々の不安 もあったが時間

を超過するはどの活発な質問に助けられ無事大役

をはたすことができモ。これは筆者にとって得が

たい貴重な経験であった。

ゴードン研究会議終了後、コネチカット州立大

学材料科学研究所のFi t cr教授を訪関し、年来の

共同研究について今後の方向について議論する等、

2,3の 大学を訪問し7月 末無事帰国した。

最後に、今回の貴重な経験を可能にする機会を

与えて下さった山日科学振興如 とその関係各位

に深く感謝す ると共に、日本 ,世界の科学の進展

のために貴財団の今後の発展を折 りたい。

8 1
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ポーランド,第 6回国際原生動物学会議

東J鉄学  樋  渡  宏

第 6回国際原生動核営

会議は 1981年 7月 5日

から 11日 まで 7日間、

ポーランドの主都ワルシ

ヤワのI「9derォ Cbtth

4cadellly of Music を 会場 として、国際生物

科学連合原生動物学委員会およびポーランド科学

アカデミー細胞生物学委員会主催の下に、Nen←

ki実 験生物学研究所のS.め メ 博士を会長として

開催された。参加者は世界各 国か ら約 350名 で

あり、特別講演 ,シ ンポジウム ,一 般講演 ,ポ ス

ターセッションを通 じて、約 400題 の発表があ

った。今回はこの分野 で最近他界された頂学、T・

M.飾 IldeboHI博士およびT.L.」 abn博 士の追悼

講演ならびにHE念するセッションが設けられた。

私 はCell lllembrane i stIは Cttlre and fr

a c ↓l o n と題するシンポジウムにおいて0 1 i a r ァ

IIeIIlけ atles  IIl  the mat■ Ilg Peactioぬ   of

ParattcitlIIと題する招待詩演を行ったが、その

内容はブウリムシの接合初期過程における特異的

細胞接着に繊毛膜がどのように関与しているかに

ついて、これまで私の研究崖でえられた成果と、

それに基ついて考えた接合能力の発現機構に関す

る仮説の発表である。発表後数多くの質疑応答が

行われ、大変有益であったと思う。また上記シン

ポジウムでの発表の外に、ポスターセッションに

昭和 5 6 年 7 月 1 9 日

-24日 の間英国ブリス

トル大学にて行われた実

国me取 沖l s c c i  e呼

o f  C b e m l s t r y ~ l Cの国

おヽヽて、 A soltlble gelle PIodtlct  cOntio―

1lillg IIleIIlbrane  excitatiorl ill Palallec―

lumと 題する発表 も行った。

この学会はポーランドの政治情勢 も影響してか、

前回ようは参加者が少なかったが、会場が比較的

小じんまうして便利であったことも幸して、休EFl

時間や食富時に久し振 りに会った外国の同業者と

ゆっくり討論できたことは、会場での発表に劣 ら

ず極めて有益であった。さらに今回はじめて参加

した中国本上の研究者と交流ができたことも特筆

に値する出来ごとであった。日本か らの参加者は

8名 で、殆んどめ発 表を行 ったが、特に岐阜大の

野沢義則博士は特月」講演を行った。

学会終了後帰国の便出発までの約 1週間の間、

私は酉独IIごns ter大学の島 佐Ixa nll博士の研究

室ならびにフランスGif― s ur一Ytt tteのOntre

de ttBecique Mo16culaireの Bd s80n博 士の

研究室を訪関し、それぞれセ ミナーを行ったが、

これは両研究室の若い研究者との交流の良い機会

ともなり、極めて有益であった。

以上の様に学問の国際交流に極めて有益であっ

た機会を与えられた山田科学振興財団の援助 に感

謝する。

31-4064

イギ リス ,国際会議 「白金族金属の化学 」

大阪ラ韓   大  塚  斉 之助

トル大の F,G.A.StKIIle教 授がCbairmanで 、

hgolbardと か」obnscn Maしlbeyの貴金属会社

の'まかB.P.な どの企業か ら資金を集めている。

国際会議としては小規模ながら約 26ケ 匡約 300

名の参加者があった。講演は一室で、ポスターは

付属のホールで展示 され、参加者間の議論とか親
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際会議“白金族金属の化学
"に
出席 した。ブリス



陸を計るといった点では r度 手頃の規模である。

毎日午前に一つの主講演 (1時 間 )と あと年前年

后にわたって五つ六つの短い講演 (30分 )が ゆ

った りしたスケ ジュールで組まれ、その間にポス

ターを見て廻る仕組みになっている。

第一日は今話題にな っている“シスー白金
"の

制がん作用に関する講演がほとんどである。その

作用機構、白金錯体構造 と核酸塩基の配位との関

係、目」作用などの問題が取上げられ活発な論議を

「Fんだ。日本からも名市大葉学部、喜谷教授が出

席され、水溶性白金錯体が比較的則作用が弱いこ

とをポスターで示 しておられた。

二 日目の主講演が害者の
“
嵩高いホスヒンで何

が達成できるか ?"司 会はノーベル化学賞のウィ

ルキンスン教授。筆者の研究室で過去 7,8年 に

互って発表してきた白金、パラジウム、ロジゥム

の低原¬柘ホスヒン錯体に関する研究の要約です。

分子の幾何構造 と電軸 性質の関係を分子軌逼法

理論と実験で取扱い、その上で、それら錯体、特

に配位的に不飽和なものとし ,め ,CO,エ テ レ

ン ,水 ,C02な どの小分子との反応を整理し、応

用として、適当な幾何構造と電子構造を錯体分子

に持たせることによって新しい機能 (こ とに触媒

作用 )を 見出そ うとい うアプローチです。このあ

と錯体化学の諸講演が続いた。

三 日目は貴金属錯体を有機合成に応用する立場

の講演が行われた。主講源 はウイスコンシン大の

トロスト(TrOst)教 授のアリルパラジウム を使

う見事な有機合成の話でした。その後の短い講演

の中に不斉合成で著名なフランスのカガン (m―

gan)教 授の不斉ロジウム触媒を用いる不斉還元で

ジペプチ ドそのなかヽを合成する話があった。

四日目には白金族金属の工業的な利用の現況な

どといった話のはかにスイスのグレッチェル

(Grとtzel)教 授の光による水の分解にコロイ ド

状白金を使 う語があう注目をひいた。この日の年

后には倒ロクラスターの化学に焦点があてられた

が、目下無機化学の分野で最 もホットな トピック

の一つである。

最終の五 日目の主講演にモンサント社のフオル

スター (Pclster)博 士のロジウムカルボニルク

ラスターによるメタノールか ら酢酸を合成する触

媒反応の化学が詳しく述べ られた。

ポスターにもいくつか金還 クラスターに関連し

た報告がある。講演とポスターを通 して云 えるこ

とは一酸化炭素の利用、ことに学関的には金属ク

ラスターによるその還元反応の初期段階をつきと

め、如何にすれば一酸化炭素から炭化水果 なう、

炭素結合をつくってゆくことができるかというこ

とを目指した研究が目立って増えているというこ

とです。クラスターを触媒化学の立場からみれば

不均一系 と均一系 (錯体畑煤 )の橋わたしの分野

とみられまfe今後の発展が期待されます。日本で

は未だこのクラスター化学の研究をやっているグ

ループが少 くない点が多少気がか うになってきま

した。

81-4065

フランス .第 9回 国際会議 「高エネルギー物理と原

子核構造 」

東京大学  中 井 浩 こ

高エネルギー原子核相

互作用の研究は、わが国

においても高エネルギー

物理学研究所の 12-

建 V 陽子シンクロトロン

による原子核実験が年毎に充実し、世界に伍して

成果を筆げられるようになってきた。 こ の 12

OeV陽 子シンクロトロンの世界における位置を

考えるとき、これを用いた原子核実験は、今後10

年こ亘 う極めてユニークで重要な役割を果たすこ

とが期待される。一方、東大原子核研究所におい

ては、高エネルギー亘イオン加速器の建設を中心

とした原子核研究の将来計画を推進している。こ

のような状況を背景に、約 1ケ月間欧州を訪関し
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て欧州の状況を観察し、研究者と意見を交換でき

たことは、高エネルギー原子核実験の今後の方向

を考える上で大変有意義であった。具体的には、

CコRNに おける国際賜力研究に関して実験Hl画を

立案し、実際的問題について双方の役割を決める

など、実務的な面でも成果を挙げることができた。

訪欧には、次の 3つ の目的があった。それぞれ

について事告する。

l Cコ 酎 ―ISRに よる超高エネルギー原子核実

験の国際協力計画に関するコベンハーゲン会議

に出席

2 C工 RN PSに おける高エネルギー原子核実験

協同研究Hl画の立案

& ブ ェルサイユにおける第 9回国際会議 「高エ

ネルギー物理学と原子核構造 」に出府

(1)コ ベンハーゲン会議 (6月 10日 )出肩
バークレーのB13VALACを 中心にす めゝら和に来

た高エネルギー重イォン物理に関する研究の次の

世代を目指rも のとして、CコRN― IS■を超詳

ネルギー原子拗 原子核衝突の実験に用いる可能

Llま多 くの人々が興味を抱いていた。この可能性

の実現を図るために、lII Tのl「esbbttb教授の招

集によう各国から研究者が集って検討する会が 6

月 10日 にコペンハーダンのエールス ・ポーア研

究所で開催された。会議には、デンマーク ,アメ

リカ ,ドイツ ,フランス ,イギリス ,イタリー ,

スイス ,日本の各国か ら16名 が参加 した。 蘇

からは核研の坂井教授と私が出席した。最初に物

理の内容、次に技術的問題点を検尉 した後、予算

とタイムスケジェールについて真剣な議論のやり

取りがあった。この会議はもとよう結論 を出す意

図はなく、結局この会議の議論を各人が自国に持

ち帰 う検討 をす めゝることを決めて解散した。

私は、この会議の後CコRNを 訪ね、約 2週間

滞在して物理と加速器技術の両面について関係者

と意見を夏換し、情報を集めた。更に、その後、

約 1週司のハイデルベルカ常在中にもドイツの主

力的研究者と意見を交換 した。

この一連の経験を通し、私はこの計画を是非推

進すべきであると確信し、帰国後、約 1ケ月をか

けて報告を作成し、原子核談話会通信特別号 (

1981年 8月 )と して原子核研究者に配布した。

2)Cコ RNに おける高エネルギー原子核脇同実験

Ht画の立案 高 エネルギー研究所と0コRNで それ

ぞれに原子核実験をす めゝている東大グループと、

ハイデルベルグ大グループの間で交流を図う、駒

同研究をす めゝる為、先方のPovb教 授と連絡を

とうながら日本学術振興会の国際働同研究事業を

提案した。この事業の実行計画として、ハイパー

核の研究と反陽子蓄積リングLIttRを 用いた反陽

子 ・原子核反応の研究についてタイムスケジュー

ルや両グループの分担など具体的問題について話

し合った。当初の計画ようも、LEARに よる実験

に重点を移すことになう日本側にとっては、よう

弓冒魅力的になった。 1982年 Eか ら実行できる

予定である。

13)ヴ ェルサイユ国際会議、出席 ヨ ーロッパの

最後の一週間は、ヴェルサイユで第 9回 国際会議

「高エネルギー物理学と原子核構造 」に出席した。

この国際会議では、われわれ東大 ・東I大 連合グ

ループの高エネルギー研における実験について日

頭発表を行なった。

2年毎に関憎 され第 9回を迎えたこの国際会議

は、年毎に参加君数も増しているそうであるが、

それは原子核研究の重心が、中高エネルギー領減

に7‐Jっ ていることを示している。これは、1 わ`ゆ

る中間子工場による実験の成果を反映した結果で

あろう。今回は、更にその次の段階、即ちGeT力「

速器による【やpを 用いた実験へと物理の興味が

移うつつある気配を強く感じさせるものであった。

1980年 の原子杉研究では、今や高エネルギー研

究所における原子核実験が、世界をリードする位

置にあることを鮮明に感 じとることができ、自信

を深めることめまできた。
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81-4108

函 ドイツ ,第 6回国際数理物理学会

京都大学  神  保  道 夫

第 6回 国際数理物理学

会 (以下Mハ リと略称す

る )は、 1981年 8月 11

日～ 20日 の間、ベル リ

ンで開催された。事者は、

そのうち最終の 2日間につたって行われた非線型

解析と可積分系のセッションに参加 し、 45分 の

講演を行った。

井潔型微分方程式の研究が活発化 しているのは、

最近の世界的傾向であるが、就中いわゆるソリト

ンの理論を中心とする可積分系の理論の進展は若

しい。この方面は、場の理論や流体力学、プラズ

マ物理学等応用上からも広く果味をもたれ、数学

的にも豊富な構造をもつ重要な分野であるので、

今回のみに止まらず将来にわたってlln夕 でとう

あげられることが望まれる。

会議では、スイス連邦工科大学のモーザー教授

の座長の下に、以下の講演が行われた :S IPノ ブ

イヨフくソ連 )「キルとホフ型方程式と多価函劉

P.ダ イフト休 )「逆スペクトル理論における新し

い反呆」、神保 (日本 )「 可嶺分系におけるτ函

数の理論 」、J.ラウチ (米 )「準双出型方程式に

詢亜される波の干渉」、D.J.シ ムズ〔ァィルラン

ド)「シンプレクティック幾何学と量子化」、■

■.ウ ロヽフ(ソ連 :欠府、ノブィコフ数受による

原稿代読 )「 2次元可積分系 」。

いずれも比較的数学的色彩の濃い講演であった。

筆者の印象では、際立って新しい話題は殆どなく、

むしろ従来あるテーマのここ数年の発展を紹介す

るものが多かったようである。なお、可積分系の

セッションではないが、その直煎にAジ ャソフェ

教授 (米 )による、ヤン・ミルズ方程式の特殊解
モノポールについての明快な総合報告があった。

串者としては、この他に重力場方程式の話題もあ

って良かったように思う。

害者の講演内容は、京都大学グループによる研

究を、新しい概念であるモ函数と、ソリトン方程

式の変換詳の話題を中心に解説したものである。

短時間でもあう、また会期の最後になって、他の

研究者諸氏と十分な討論の時間を持ち得なかった

のは残怠でぁった。しかし、通常あまう接する機

会を得ないソ連の科学者 (ノブィコフ、クーリッ

シュ、ウラジーミロフ等 )と直接会って、彼地の

研究の進展の様子を聞くことができたのは、筆者

にとう大変有盃であった。

81-4109

カナダ ,第 12回 国際経品学会議

名古駄 学  坂  部  貴 和 子

第 12回 国際結晶学会

議ま8月 16日 か ら25

日までの 10日 間、オタ

ワ郊外にある働delm

大学で開かれた。

7月になってカナダでpst-Officeの ストラ

イキが 1ケ月以上も続いたり、アメリカで航空管

制管の大規模なストライキが続けられていたにも

拘 らず、 1200名 という多数の参加者があう会議

は大変な霊況ぶりだった。またmbeI,sm教 授か

ら「日本人の参加者か琴 いですね 」といゎれ名簿

で数えてみたら実に60名 もあって驚いた。さら

に国立六学を退官された方々が奥様御同伴できて

いらっしゃるのをみて、この傾向がもっと若い層

にも広がってくれることが、日本科学者の国際性

を高める上で必要なことではないかと感した。私

逮は今回の会議を通じてシンクロトロン放射光の

利用にともない大きく変わりつゝある重自質構造
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解析の現状を正しく把握し、今後数年間の研究計

画を立てるのに必要な情報を得ることとインスリ

ンの精密化に関するこれまでの成果を発表し、多

くの人々と討論することの必要とを出発前から強

く感じていた。

8月 16日  関 会式前褒に開かれたレセプショ

ンではォックスホード時代の多 くの友人に会えた

ことは何ようもうれしかった。

開会式は 17日 9時半よう市の中心にあるIB

tio理l arts c∞ terでこおいて行われ、加藤会

長の開会宣言で会議の幕があがった。それに引き

つゞき、ホジキン教授が
“■lSdin ln cI沖 ト

als'と 目する立派な大会講演をされた。その中

で彼女はインスリンの構造解析の歴史に触れられ、

今やインスリンでは水素原子がみえるようになっ

たことを私選のとステジンの水素の図 (第 3回財

団法人山田科学振興財団寧撲報告書、lB和54年

度精密なX線 結晶構造解析による水和した安白質

の構造 と物性の研究 P,154～ 159のコig.1)を 使

って紹介して下さったので、多くの人々が私達の

発表に強い感心を寄せて下さるという全く思いが

けないうれしい結果となった。

会議の Scientific 8eSSiOEは翌 13日 から始

まった。会議は年前 9時から10時 まで二つの

血述n leClureが 10時半から1時頃までは 5～

6ケのm iclo研IIlpOS iaわS平伺に行われ、年後 2

時半か ら5時半までがポスターセッションが開か

れるというスケジェールで進められた。IIliclo―

8ァコwSiらのプログラムはbiOmoleculeに関す

る限 う大変うまく作られておう、いくつかの会場

を飛び廻る必要は殆んどなくしたがって極めて落

ち着いて聞くことができた。この会議では結晶学

3投 にわたる発表が行われたが、今回は特に重白

質の構白弊析に戻け るものが多く、これに関する

研究が結晶学会でも大きな典位を占めるようにな

ったことをつくづく感しさせられた。

生体高分子に関するllllain lectureには 18日

にM.G.Ib881tlaIElの“X― rtL/ S tuli e3 0f

i∞s a b e d r a l宙r u s田名 19日 にコ掲.S  t u b l  l x l

an■の“Stttbioti領  ■組iat■otl and aIIoltt―

altlus dispersion "  2 0日 てこD.C.P職 11lPs

の“皿αi b i l i tァ3 D d  t t B a d C 8  0 f  P r C t e m

structtlres'な どがあう、それに僕す るmlcr―

08ァmp08iaは 18日 から23日 まで毎日開かれ、

ポスターセッションは会議を通じていつもあった。

私逮は二つのポスターによる発表を行ったがそ

のうち“Insulin structure at l.lR re的庁

lutiOn 3nd i↓S dtta血 C behavior with

aniる0↓rOpic しemperattte facttls力  と題す

る発表をD.C Phllips教授の lecl山eのあと行

われたDIaamICal aspects and flexibilitァ

of blological ltlolecdesというセ ッションで

行 った。私達はそこで水素 に関する発表を行った

ので大変な人気だった。Ibdぶin教授もみにこら

れ、大勢人のいるところをみつけてやってきたら

員方々のだったとうれしそうにしかも満足した御

様子だったのではっとした。ポスターを見ていて

温度変化の実験を行う必要があることを痛感した。
“Water  structure  in  ibolabobedia1  2

z h c  i n s t t■a  c r y s t B l  a t  l。1量ie s。l u t i oぎ

と題するもう一つのポスターは 24日 のWaier

la blologica1 8rlem8と いうセツションで発

表した。北京インスリン結晶構造解析班 も私達 と

同じインスリン結晶中の水の構造を決める仕事に

取 う組んでお う、発表ではデータの分解能が 18

量と私達よ う低いが将来は分解能を高める計画を

持ってお り、結果の比較検討が楽 しみである。ま

た、 Brookbaval Natitlllal Lお oratoryの Soll―

∝nbmeら は中性子線回折によ うメオグロビンの

結晶中の結合 水の構造を発表 していた。中性子線

を使って質自質の強度 デ千夕を集めることが近頃

容易になったようで、X線 と両方のデータを使 っ

て得られた構造を比較することは生物がら0では

生きられないことか ら今後是非 やってみたい。

紙面が限 られているので自分達の発表に関する

ことが中心になってしまったが、今回の会議を通

じて感 じた ことはシンクロトコン放射光 をX線 源

として回折データを集めることが軌道に乗れば蟹

白質の構造 といえどもなん らかの精密化を行わず

には議論できないような時代が遠か らずくるとい

うことである。そしてそのような時代にな った転

封入管式X線 発生装 置を便 っても水素原子を見る

ことができたとい う私連の仕事がそれを使えない

人々に勇気を与えることができたらと思 う。
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またポスターセッションをみて歩くことによう

いろいろな分野について知る機会を得たことは大

変有意義であった。

忙がしかった会議を終えて、この 8年間Dorぃ

tbア醐 ぶin教授とともに研究ができたことは

全く幸運だったとつくづく思うのである。

最後にインスリン構造の精密化に関する研究費

並びに今回の渡航費の一部を仰猥助いたゞいた貴

財団に感謝する。

81-4132

カナダ ,第 28回 国際純正応用化学連合会議及び第

1回 (IUPAC)有 機合晟 を指向した有機金属化学

討論会

北海道大学  伴     義  雄

伴は山田科学振興財団

よう派遣援助を認められ、

第 23回 国際純正応用化

学連合会議 〔昭和 56年

8月 16日 よう21日 ま

でカナダ・バンクーバー市で開階 )及 び第 1回 (

lUPAC)有 機合成を推洵 した有機金属化学討論

会 (昭和 56年 8月 3日 よう6日 までアメリカ ・

コロラド州フォートコリンズ市で開催 )に 出店、

招待講演 を行 うことが出来たので、その叔果につ

き報告する。

I 第 28回 国際純正応用化学連合会議

本会議は化学のあらゆる分野 を網羅しているた

め全貌を知ることは困難であるが、参加者総数は

世界各国か ら5000名 位、日本からの参加者は

100名 以上と思われる。会議はバンクーバ布 甲

心衛か らバスで 40分 の距離にあるブリティツシ

ェ ・コロンビア大学で行わ れた。広大なキ ャンパ

スで施設は申分なかったが、筆者の参加した有機

化学部F目だけでも5つ のシンポジウムが同時に進

行したため、 6つ の講堂を持つウッドワー ド記念

ホールーケ所で行われたにも拘 らず、関連分野 の

講演に出席することは殆んど不可能であった。シ

ンポジウムの主題 は a)天 然物の生合成 b)生 物

化学 c)新 しい有機構造 と合成有機化学 d)有

機化学及び生物有機化学における反応機構  o)

医薬化学及び医薬品の代謝であった。

筆者は c)の シンポジウムにおいて 8月 20日 内

午前9時よう「含窒素複素環化合物の合成研剣 と

題し、 1時 間招待講演を行い、二三の質問があり、

討論が行われた。内容は新しい光反応を利用した

アルカロィドの全合成に関するものである。なお

本シンポジウムの招待講演者はハーバード六岸義

人教授を筆頭とし、D■ .mtts,後 藤俊夫、 S.

Frane ssiall,ILC.T・ntbcock,A IIief,い L Ma―

kosza,J.コ.N。■血4LIl l,R迎ヒ mpbael,P,」 .S―

cheue■,Rr.Stev∞ s,z。 731ellta, 山田静之

の詣教授であった。

最終日8月 21日 夕、パーベキュー `パーティ
ーがキャンパスの判穏の「人類学篤物指 」の庭で

行つれ、野趣に満ちた簡素な送別会であった。

2 第 1回 (lUPAC)有 機合成を指向した有機

金属化学討論会

不討論会はロッキー山脈の麓、コロラド州フォ
ートコリンズに在るヨロラドlll立大学の広大なキ

ャンパスの中で、外来蓄は全員、夏季休暇中の寄

情合に宿泊して行われた。会議ま朝 8時 30分 よ

う行われ、 4日間に亘 う、 500名 の参加者が一

堂に会して、終拾熱気を常びた雰囲気の中で実施

された。第 1日目(3月 3日 )は Stille教授の

開会の申に続いて、Po8ner、熊日、野依教授が講

演、年后は島ckh ttws.Wacgell教 授、 及 び洋

が講演を行った。筆者は「有機金属化合物を用い

る複素環化合物の合反 」と題 し、主としてパラジ

タム錯体を用いる00挿 入反応について報告した。

何れも低原子価の遷移金属を用いた講演が多かっ

た。第 2日目 (8月 4日 )年 后は'ッ キー山麓へ

のパスによる遠足 に当てられたが、夜は 8時から
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10時 半まで講演、討論が行われた。第 3日 目に

辻教授 (東工大 )、根岸教授 (パ シュー大 )が講

演され、最終日はTIcst教授、村橋教郎 阪大 )

が講演を行った。招待講演者 23人 の内、日本か

ら6人選ばれた訳で、本分野においても我が国の

研究が如何に活発に行われているかを、内外に印

象づけた討論会であった。

コロラド州立大学は筆者にとって E目 の滞在

I UPAC会 議は化学の

殆んど全分野にわたる最

大の国際会議である。

1977年 9月東京で開か

れ、非常に盛会であった

ことは記憶に新しい。その第 28国 会議が 1981

年夏カナダで開かれる予定であることはかな う以

前から耳にしていたが、内容についてはあまう関

心を持 っていなか った。ところかヽ  1980年 の 7

月にコロンピア大学のBreol研 教授よ う手紙が あ

う、Biomnmetic CheDIIStrァ に関するシンポジ

ゥムを組織するので担特講演を依頼 したいとのこ

とであった。経済的な保証 もないままに一応 出膚

との返淳 を出しておいたが、幸い山田科学振興財

団の御援助で出席が最終的に実現 したのは誠に有

難いことであった。

3月 16日 午篠 ノースウェス ト機 で威田より

シアトル向け出発 した。心配 していた航空管制官

ス トの影響はなかったが、途中エンシントラブル

でアラスカの アンカレッジ空港へ向い、そこで 3

時間以上圏精が終るのを待たされたため、シアト

ルから夕`ンクーパー行きに乗 う継ぎ、 ブ リティシ

ュココンピア大学内の宿合ぺ たどう着いたのは夜

になってか らであった。

本会議は 34の シンポジウムを中心に行われ、

Blomlmetic Chemls古 ァはその
一つである。

BIomlltle tic CheIEliS tryは近年急速 に拡力めつ

つある分野 であるが、生体過程の化学的再構成を

であったが、自然の環境にめぐまれ、学関を楽 し

むには好通地であろう。Stille教授やMeァer s教

授の私邸で、心ゆくまで歓談し得たことは印象深

く、若手科学者によう、この会議が定期的に持続

されることを望んでやまない。最后に以上の二つ

の国際会議への参加を可能にされた財団法人山田

科学振興財団に対し、深甚なる感謝の意を表する

次第である。

8 1 - 4 1 3 5

カナダ , 第 2 8 回 I U P A C 会 議

九州大学   国   武 喜豊

目指し、これを新しい機能システムヘと発展させ

ることを目標としている。元来酵素反応機構の解

明やモデル化から出発したものであるが、現在の

研究対象はそれにとどまらない。この分野の中心

はアメリカであり、WestbeiIEler,コ価der,BI時

ice,」cllcksなど 1950年 代の開拓者わ求 だ健在

である。しかし、最近に至って、研究者の層の厚

みはアメリカに劣るとはいえ、日本の研究者の健

闘力F目乏ってきた。この度のシンポジウムにおい

ても、本分野の進歩を槻鶴し将来の発展を考察す

る役目のKttmle ttetterく基調講演者)とt/1

京大の日伏岩夫教授が選ばれた。

多 くの研究者のスナップ写真を含む脚餓 授の講

演は非常に好評であった。この他に招待講演者と

して、村上幸人教授 (九大 ・工 )、砂本順三教授

(長 崎大 ・工 )お よび小生が参加 したが、日本か

らの四つの招待講演はアメリカに次ぐ数であ う、

ヨーロッパ全体ようも多い。これは世界における

研究のた鶴 さのE合 いをほぼ反映しているもので

ある。

自分は
“
合成三分子膜の権造 と機能

'に
ついて

の講演を行 った。合成三分子鴎は生休内の三分子

膜と基本的には同じ構成であ う、生体膜を単純化、

モデル化すると同時に、物理化学的、有機化学的

な立場からの機能開発が可能である。合成三分 子

膜の研究は 1977年 の我々の親文から始ったとし

てよいが、最近にな うようやく国内外での他のグ

ループによるfblが 盛んとな り、講演後 、研究方
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向や考え方についての多 くの討論を行 うことが出

来た。

また、 IUPAC会 議の期間中、報文を通してし

山田科学振興財団の援

助を受けて、第 16回 低

温物理学国際会議 (ロ ス

・アンゼルス )に 出席 し

発表講演 を行 った。

発表した論文は、直径が 300Rの スズの微粒

子を、ジョセフソン結合を介して二次元的にラン

ダムに配列した系の性質を調べた もので、関係研

究者の興味をひき、発表後多くの有益な討論を行

成果

1 中 国国内での旅電と

誌演

7月 26日 伸)大 阪糸

成度を経由し、空略北京

看。

7月 27日 向 北京発、空路大連君。日中セミ

ナーは、大運郊外の榛錘島にて持たれた。夜、レ

セプション。

7月 28日 00よ う30日 内まで 3日 間セ ミナ
ー

が持たれた。開会式後は、医学生物学系と非生物

学系に分れ 、医学生物学系の担当者としてセ ミナ

ーの運営に参画した。 7月 23日 (火 )講 演発表

(RtBCDNT TR15NDS IN ELコ CTRON III

」DROSCOPIC CYTOCEEMISTRY WITII

SPICIAL Rコ FコRISNCコ  TO TIIE LYS―

OSO醜 嘔 Wmヽ PPINO IIECIIANISM DU―

RINe AUTOPEAOY)、 各 対論かi行なわれ

81-4139

アメリカ ,第 16回 低温物理学国際会議

東京大学  小 林 俊
一

か知らなかった多くの研究者と会い話をすること

が出来たのも収獲の一つであった。

帰途の飛行機は予定通 う成田に季」着した。

った。

今回の会議では、新 らしくランダムな系での電

子の局在の問題 を扱 うセッションが作られ、多 く

の興味深い論文が発表 された。上記の論文 も、こ

の新しい分野と強く関係するものである。

六 日間の会議に出席し、多 くの招待講演や一般

講演を聞いて、野多 くのことを学 A・ことができた。

今後の研究に資するところ大であり、財団の援助

に深く感謝したい。

え。

7月31日◎ 大連ようバスにて鞍山入う。

3月 1日0鞍 山製鉄所等見学後、バスにて落

陽入 う。

3月 2日0 撫 暉炭鉱等見学。

8月 3日的 中 国医科大学にて「コL■OTIttN

MICP.OSCOPIC CYTOCIIEWIISTRY ONI

コNZコ DS」 と題 して特別講演、夜行列車にて北

京入 う。

8月4日のよう8月6国内まで、中国医学科学

院基礎医学研究所、ウイルス研究所、中国科学院

等、訪間、見学。3月5日("には、中国医学科学

院講堂にて、北京市電子顕微鏡学会主憎で特別講

演 〔]L]OTRON MICROS00PIC OYT00-

HIWjISTIIY ON コ NZl■ IBS)。

8月 7日◎ 北京発、空路大阪着。

2  藤

1)中 国における医学生物学系電子頻独鏡学の

81-4232

中華人民共和国 ,日中電子顕微鏡学セ ミナー

京紘 学   小  川  和  朗
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現状

大連での医学生物学系のセ ミナーでは、日

本側の発表 6題 、中国側の発表 18題 あ り、

対論が清発に行なわれたが、中国側の発表の

中には、中国でなければできないようなテー

マの設定、たとえば中国製漢法薬の効果 を電

顕的に検討 したものもあり、その点では、興

味深かったが、一般に電子顕微鏡写真の質、

スライドの質等 は、日本における標準よ うは

低く、技術面に は、相当立ち遅れている感が

強かった。

2)笥 国の日中種顕 セ ミナーの意義と成果

医学生物学系の研究者が、ある程度め巡 、

集まり、日中学術交流のためのセミナーが 開催さ

れたのは今回が初めてであり、今後の交流の

礎石が築かれたという意味でヽ今回のセミナ

ーの意義は深く、充分成果があったといえよ

う。特に、中国における技術面の立遅れは、

二として諸外国からの情報不足に基いている

と思われるので、今後、日中が交流を深める

ことは、中国の医学生物学系電子顕微鏡学の

レベル向上に資する所が大であろう。
一方、

また、日本の医学生物学系学者にとっても、

甲国の現状を知 り、従来隣国でiまあるが、交

流が充分とはいえなかった中国tD多くの医学

生物学系研究者と知 り合えたことは、今後の

日中の学術賓流の発展の上で意義が大である。
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日白川，......，…一…，.._....吋叩柚…棚田長期間派遣成果報告・叩叫脚叫伽e・

78-5054 

生理活性天然有機化合物の合成研究

名古屋大学

派遣期間

研究機関

研究指導者

Rifamycinは1959年 Senti等によ

って Norcardiamed i t e rγaneiの発酵

嬉養液から単離された最初の ansamycin系抗

生物質で. ansamyc inとは ansa bridge 

と呼ばれる脂肪族鎖が芳香族核の非隣接位のニヵ

所で結合した架橋縫迭をもっ化合物群である。乙

のansamycin!ζはmaytansineで代表さ

れるように脂肪族鎖がベンゼン核iζ絡会した群と

Rifamycin S (ム)で代表ぢれるように脂

防族鎖がナフタレン核に結合した欝iζ分けられる。

Rifamycinの構造はPrelog等により化学

的IL.そしてBrufani等によりX線結晶解析

により決定された。 Rif amy c inの誘導体であ

るRifampicin(主)は経口投与の結核治療剤

として使用されている。

Rifa皿yc in Sを2カ所の炭素・ヘテロ原

子結合で切断すると脂肪族部主と芳香族部..iIL分

かれる。乙の~...i及びその誘導体を用いての

Rifamycin Sの合成研究について報告する。

まず脂肪族鎖乏を天然物から得る方法を検討し

た。 Rifamycin Sぞ酸性条件下分解すると，

CZT位のメトキシ基が容易に脱般するため脂肪族

鎖をそのまま取り出すζ とは困難である。そζで

我々は酸性条件を使わない全く別の手法を検討し

た。すなわち ，R i f amy c i n Sのアセ卜ニド

体を水酸イじナトリウムでメタノリシスしたえをT

HF中炭酸水素ナトリウム宰在下メタクロル過安

-61ー
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息香酸を作用させ，さらに炭酸水素ナトリウム水

溶液で処理するとえのアセトニド体4がRi f am-
ycin Sから収率35 ~与で得られる。えを効率
よく得る方注が確立したので次にアミド結合形成

反応、について検討した。

..iはアシルアミン型でこの窒素の求核性は小さ

いと予想される。事実アセチルクロライドとは苛

酷な条件下Nーアセチル化されるが，カルボン酸

とは種々のアミド結合形成試剤を用いて色4のN
-アシル化合物は全く得られない。そ乙でカルボ

ン駿の活性化と共Kアミンの活性化が必須と考え

られた。 4をハイドロキノン裂に還元した之の反

闘が増すが、より高い求核性をもっ窒素原子が選沢

的iζ反応すると期待できる。そこでヱiζシアノリン

酸ジエチルで活性化したカルボン酸を作用させ，

酸化的に後処理すると期待する乏を得る乙とがで

きた。 ζζで得た知見をもとにζの手法をRif-

a皿ycin Sから誘導したえに応用してアンサ原

形成反応を試みた結果，収率よく目的とする却を

得た。

次iζエノールエーテル形成反応を検討した。ア

ミド位でのアンサ環形成に成功したので，エノー

Jレエーテル位でのアンサ環形成も容易に進行する

乙とを期待し，種々の substrateで環形成を

試みたが見からよ2への環化以外は全くZ緑化生成物
は認められなかった。すなわち込はベンゼン中カ

ンフ 7スJレホン酸と加熱すると低収率ながら(約



1 5必)環化生成物惑を得るζとができたが.J6

をRif amyc i n Sのギ酸処理生成物として知ら

れるJel乙変換する乙とには不成功に終った。以上

の実験から分子内でのエノールエーテル結合を形

成する乙とは極めて困難であると恩われたので分

子聞でのエノールエーテル形成を検討した。

アミノキノン4は酸性条件下では主に‘閉じたe
型(1，a )で存在するが(c f : 4aご4b ).酸触

媒や金属イオン触媒によるエノールエーテル形成

の試みは全て不成功に終った。一方4の塩基性条
件下のアルキル化l立、聞いた。型(1，b)で進行し

フェノール性水酸基がアルキル化した込が得られ

る。そ乙で乙れを利用すべく以下のモデル反応を

検討した。設を塩基性条件下アルキル化してJgを

得た。 Rとして酸性条件下容易に脱酸可能なPー

メトキシペンジル基を選んだ。MiのエノレートK

THF-HMPA中クロチルブロマイドを加えO
ーアルキル化した立をトリフルオロ酢酸で処理し

望Ù'~~き収率よく得た。~からl]への変換も可能
で目的とするエノールエーテルの合成方法が確立

できた。しかし ζの方法を廷で試みたが0ーアル

キル化の収率が低く実用性iζ乏しかった。そのた

め込の修飾を検討した。 ζの過程でgg，ま塩基性条
件下アルキル化すると驚く乙とに全て、閉じた'

型で反応する乙とが判った。そζで容易にアミノ

キノンに変換可能な誘導体として~.~の塩基盤
条件下のアルキル化を調べT猫果，包は全て‘聞

いた'裂で反応する反面.g_gは全て、閉じた'型で・

アルキル化した。実際には 1位の水酸基を酸て容

易IC除去可能なPーメトキシペンジル基で保護し

た箆を用いて合成を進めた。乙の化合物は4から

6 段階で得た。~をDMF中炭酸カリウムでメシ

レート21を反応させると期待遇り、閉じた'型で
アルキル化した~を高収率で得Tこ。~，ま容易にキ
ノン~iζ酸化する乙とが可能で 1位のカルボニル
基を手がかり lζ8位のメトキシ基を脱保護し26，ζ

収率よく変換することができた。

ヱノーJレエーテルを形成するために23への親電

子剤として反応性の高い怨を選んだ。 ~Iまえから
導いた~をN ークロルコハク酸イミドで塩素して
得られる。 ζれに炭酸カリウム存在下メタノール

を作用きせると怨I~;得ちれ，怨の構造>J?確屈した。

乙の怨を~と DMF中炭酸カリウム存在下反応さ
せ，アルキル化生成物をC21 • C29・C12伎に関
する4種のジアステレオマ -aQとして得た。 ζの

うちTLCで分離可能な迦a..~h が C12 位に関
して天然物と同じ立体化学を有しているζとを，

各々を包に導びきそのC28-C29位?と関するシス
異性体から分離し，天然物から調整した~と同定
するζとにより決定した。a1は先iζ言及した方法

でラクタ・ム化してRifamycinSの全合成を

完成した。

最近Rifamyc in W (週)が単離きれ，こ

れは Rifamycin類の生合成前駆体と考えられ

る。事言実Rifamycin生産菌であるNorcar-

dia mediterrane iでRifamyc in Wは

Rifamycin BIと変換されるζ とが示された。

Rifamycin SのC28-C29及びC12位に関

する選侭的伝合成を目指す目的で我々は ζの変換

に着目した。 Rifamyc in WからRifamy-

cin Bへの変換はスキームムのように考える ζ

とができる。 ζの考えにそって我々は以下のよう

なモデル実験を行なった。量生から合成した箆のエ

ノレート1ζ酸素を反応させ起を得た。乙れlζ酸を

働かせ目的とする転位生成物トランスエノールエ

ーテル体釘に変換することができた。[{は接触還

元して建{ζ導き，先に言及した方法で合成した怒

と同定した。 ζの方法論を用いる ζとにより C28

-C29位およびC12位の選狽的なRifamycin

S合成法が可能であると期待できる。

本研究はHa.rvard大学でPr 0 f e s S 0 r y. 
Ki sh iの指導の下Dr. H. N a g a 0 k aとの共同

研究の成果である。
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名古星大学

派遣期関

研究機関

研究指導者

この度、負財団の援助により、昭和55年5月

8日米国カリフォルニァ州のスタンフォード線型

加速器センター (SLAC)に出向し、約 11ヶ

月間滞在して、研究活動を行い、去る3月31日

派遣期聞を無事に終え、帰国した。

この期閣中、主lと弦摸型1と基づく高エネルギー

・ハドロ ン反応の研究を進め、その成果を論文と

してまとめる一方、活発な研究を進めているSL

ACの理論及び実験部門のメンパーと共に、各国

から SLACを訪ずれてくる研究者とも討論する

機舎が得られ、大変有意義な期聞を過ごすことが

できた。さらに、高エネルギー実験の様子や最新

のデータを直接に見て、実験部門のメンバーとそ

の物理的解釈をめぐって、討論やセミナーを行う

など、貴重な経験をする乙ともできた。又、米国

滞在中、 7月17日より 7月23日までウィスコ

ンシン州マディソン市で開かれた第20回高エネ

ルギー物理学国際会議にも参加した。

弦模型に基づく高エネルギー・ハドロン反応の

研究花関しては、主としてSLACの理論部門の

Brodsky教授と討論を重ねた。以下lとその概

要を述べる。

強い相互作用をする位子(ハドロン)は、カラ

ーと呼ばれる自由度を持つクオークから構成され

ており、 ζのカラーの自由度がク才一クの力学11::

本質的な役割を演じている。しかし、乙のクオー

クは単独では取り出される乙とはなく、ハドロン

内fl::閉じ込められていると考えられている。乙の

閉じ込めの機織は未だ解明されてはいないが、電

磁気学における電気力線に対応するカラーカ線が

松岡武夫

昭和55年5月88-昭和56年8月O1日

Sもanford Lienar Acceleator 

Center(SLAC).U. S.A. 

P r 0 f. S. D r e 1 1 ( S L A C理論クソレープ主任)

P r 0 f. S. B r 0 d s k y 

もし、力学的fC弦状にしばられる乙とが証明でき

れば、 ζの閉じ込めの問題は解決されるだけでな

く、ハ ドロンの双対性と呼ばれる重要な性質の理

解をも前進させる乙とになる。従って、 ハ ドロン

が弦徳造を持っかどうかの理論的検討と実験的検

証は、現在のクオークの力学の解明1ζ重要な意味

を持っている。乙乙では、弦模型に基づいてハド

ロン反応を調べる乙とにより、ハドロンの弦徳造

を検庇する ζとをめざした。

弦模型の見方によれば、メゾンは夕方ークと反

クオークを一本の弦でつないだ状態であり、パリ

オンは3ケのクオークをY型の弦でっぽいだ状態

と考えられている。高エネルギーのハドロン反応

では、一般に、いくつかの弦カ油起きれ、それら

励起された弦が崩壊することにより、終状態とし

て多くのハドロンが生成される。励起された弦の

生成過程には、その弦の数や、弦を特徴付ける量

子数の違い等1ζよりいろいろ1.[タイプの妓構造が

存在する。とりわけ、 2ケ以上の弦生成の場合は、

それらの弦fCエネルギーを配分する自由度があり、

1ケの場合には、 ζのような自由度は存在しない。

従って、終状態の性質は、まず、励起された弦が

何個生成主れるか、又、それらにどのようとt割合

でエネルギーが配分されるかによって、違ったも

のになる。さらに、弦の量子数、例えば、クオー

クと反ク方ークを結ぶ弦、クオークと 2ケのクオ

ークを結ぶ弦、 2ケのクオークと 2ケの反クオー

クを結ぶ弦等の区別ゃ、乙れらの各々のクオーク

が持つ量子数に従っても、終状態の佐賀は変化す

る。終状態の佐賀は、例えば、ハドロンの一体分

-71-



布、組子数、相関係数等から調べられるので、 ζ

れらの観測量が弦の締造、それらへのエネルギー

の配分の仕方、弦の量子数等にどのような依存性

を持つかを明らかにする ζ とが重要となる。

そ乙でまず、各々の弦構造の場合について、各

々の弦にどのような智治でエネルギーを配分する

かを検討した。移行運動量の大きいいわゆるハー

ド反応において有効なクオーク計数則を、移行運

動量の小さいソフト反応に特徴的なレッジェ交換

の効果そ考慮して、ソフト反応にまで適用領繊を

拡張し、新しいクオーク計数則を提案した。この

クオーク計数則によって、種々の弦構造の場合の

散乱振舗が与えられる。さらに、各々の弦lζ対し

て、 dual topological uniもariz-

ationと呼ばれる方法を用いて、励起された弦

のあらゆる崩壊過程について和を取る乙とにより、

弦へのエネルギー配分の割合についての分布を表

わす函数ージエヴト分布函数ーを求めた。

ζのジェット分帝函数iとより、励起された弦へ

のエネルギー配分がアンバランスになる場合が確

率的に最も起りやすい事を導びいた。その結果、

1ケの弦の生成過程における終状態のハドロンの

分布に比較して、複数の弦生成過程では、一般に

各々の弦から崩壊したハドロンの分布が重なり合

うが、 ζの重なりは、殆んど中心領域と呼ばれる

所lζ限られるζとがわかった。さらに、特徴的な

弦構造を伴ういくつかのハドロン反応の場合の平

均数子数ぞ求めた所、弦へのアンバランスなエネ

ルギー配分のため、各々の弦の持つ有効エネルギ

ーが著しく小さくt.c9、平均誼子数と生成される
弦の数との単純な比例関係は、非常に高いエネル

ギーでのみ成立し、現在の実験可能又は近い将来

あるので、 π+π+相聞はゼロK近くなる。さら
に注目すべき事は、 2ケ以上の弦の場合、各弦の

端tζゐたるハドロン閣の相関が始状態のハドロン

の量子数lζ強く依存する乙とである。例えば、π+
ビームによる2ケの弦の生成を取ると、 u-ク才

ークジェットとaークオークジエットが、ビーム
側Iζ生成される。 ζのジェットはどちらも、 最も

大きt.c運動量の値をもっ粒子としてπ十を生成し
やすい。即ち、正のπ+π+相関が存在する ζと
になる。しかも、 ζれらのジェットへのエネルギ

ー配分は、ジエ y ト分布函数によって与えられて

いるので、rapidityの差が1付近で、正の

π+π+相闘が現われ、 ζれよりずれた領域では、
ピームからの影響が小きくなって、負の相関に変

わる ζとが奈された。

次iζ、深非事事性レプトン・ハドロン散乱におけ

る終状態の特徴を検討した。 ζの過程は一次元成

分と非一次元成分とに分けられる。乙の反応は、

レプトンとの相互作用を媒介する仮想的状態の光

子文は弱中間子の交換に伴う流れ相互作用により

引き起きれるが、非一次元成分では、乙の流れ相

互作用の結果、 1ケの励起された弦カ生成される。

重心需で見れば、標的側は、ハドロン反応と同じ

ソフトなジェットから成り、流れ相互作用の側は、

光子又は弱中間子の仮想的状態のために、ハード

なジェットから成っている。 ζれに対し、一次元

成分では、 2ケの弦が生成されるので、標的側に

は、弦iζエネルギーを配分する自由度がある。し

かし、流れ相互作用の側は、光子又は弱中間子の

仮怨的状態の特徴により、弦の一方は、殆んどの

場合、非一次元成分とほぼ同じエネルギーを持ち 、

他の弦は、仮個性の程度に著しく依害して、その

可能な領域では実現しないこと、又、現在のデー エネルギーは大きく変化し、殆んどの場合、ハド

タと計算結果とに矛盾はとZいζとが示された。 ロン反応にはない収縮を起す。逆lζ、乙の収縮し

二世子相関についても弦構造の特徴が現われる。 た弦の長さは交換する光子又は弱中間子の仮想性

1ケの弦の場合には、 exotic c ombina-

tionの相聞は、例えば、 2ケのπ+がrap-
i d i t y 1<::関して互いに近くには生成されにくい

ため、 rapidityの差が小さい所では、負の値

を持つ。と ζろが、 2ケ以上の弦の場合、 2ケの

弦からのハドロン分布の重なりが起る領践では、

各々の孜から別々にπ+を生成する乙とが可能で

の程度を表わしており、計数変数と呼ばれる変数

の単調な函数となる。乙のような深非弾性レプトン

ン・ハドロン散乱の特徴を明らかにするために、

一次元成分と非一次元成分のハドロンの--i本分布

及び平均組子数を求めた。特tζ両成分の平均世子

数の差は、商成分iζ共通しているハードなジエヴ

トからの寄与を消去してしまうので、弦構造の遠
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いを見るのに都合のよい量である。 計数変数が大

きい領滋は、殆んど非一次元成分が支配的である

ζとを用いて、現在のデータと計算結果との比較

を行なった。しかし、 2つの成分の弦構造の差を

明確にするには、現在のエネルギーより少なくと

も、 2-3倍高い領域での実験が必要であり、そ

ζでの粒子数や、分布の計数変数への依穿性を検

ぺる ζとが重要である ζとを指摘した。

80-5010 

X線小角散乱法lとよるヘモグロビン・サブユニットの

再令合過程の研究

大阪 大学猪子洋

派遣期間

研究機関

研究指導者

高エネルギー物理学実験のための加速器の応用

のひとつとして、加速器から放射されるシンクロ

トロン放射 (S 0 R )の利用がある。今日、力曜

器がますます巨大化するにつれSORも格段の強

度を持つようになった。その結果、 SORの利用

が従来の分光学的利用からX線領域における回折

学的利用へと拡大した。 ζ うした超強力X線源と

してのSORの利用により、分子生物学の分野に

おいては、生体物質の反応や生体組織の機能発現

時の過渡的槍造変化の追求がより現実なものとな

~" 
"? 1~ 。

私の留学したEu r 0 p e a n Mo 1 e c u.l a r 

Biology Laboratory(EMBL)， 

Hamburg-Outs taもion は、 ζ うした研究

をめざして、加速器tζ寄生しSORを利用してい

る国際共同利用の実験施設である。そして私の留

学の目的も、酵素反応のKineticsの研究K

SORを用いたX線小角散乱法を応用してみる乙

とであった。

当研究所はハンブルグの高エネルギー実験施設

Deutsches Elektronen-Synchro-

tron(DESY)内!t:ゐり、その実験棟を現在

はストレージリングD0 R 1 S IC附設し、ポジト

ロン軌道からの放射光を利用している。施設は5

昭和55年5月5日~昭和56年5月25日

European Molecular Biology 

Labo ra tory(EMB L)， 

Hamburg-Outs tat ion，西ドイツ

Prof.H. Stuhrmann 

本のピーム・ライン令持ち、それぞれを蛋臼質結

晶解析、 EXAFS，高速X線回折‘異常分散、
Mδssbauer散乱等の実験にあてている。共同

利用研とレての性格上、ヨーロッパ各国からの利

用車し込みが多く、 1プロジェクトあたりの割り

あて時聞は短〈、私が一年の留学期間中に使用し

得たマシン・タイムは延4日程であった。

ヘモグロビンはふたつのαくと呼ばれる)ーサ

ブユニットとふたつのβーサブユニットからなる

4嚢体(偽んと表記、分子量約64500)で

ある。ヘモク・ロピン溶液にp-chloromer-

curibenzoic acidのような有機水銀化合

物を作用させたとき、乙の試薬は各べ印bピン・サヅ

ユニョトのSH基に強い是認和性を示し、その結果、ヘ

モグロビンは四つのサブユニヴトIZ:解離する。 ζ

うした反応を利用し最終的にはヘモグロピン4量

体よりαーサプユニットと βーサブユニットとを
それぞれに単離する乙とができる。単離したαと
βのサブユニットとを混合したとき、両者は再び

4量体を形成する。 ζのヘモグロピンの再構成は

以下の諸過程を通して行なわれるものとされている。

α2 -ts， 
k・11lkl 
2α 

k-2 H kz 
+ 2ft k3 2αF 量的A

k-， 

。九uqt
 



私は、具体的なテーマの選定にあたって、次の

理由で、乙のヘモグロビン・サブユニットの再会

合過程を時間分割測定法でX線小角散乱実験を通

して調べる ζ とにした。

溶液によるdynamicalな実験に限って言え

ば、 2つの問題があった。即ち、 Iつは、現在の

X線光学系では放射光を十分に効率よく利用し切

れず思ったほどビームの強度が強くない乙と、も

うひとつは、ストップ・フロー装置の問題であっ

て、その測定植をX線実験iと適合するよう改良す

る方法が解決されていない ζとであった。そのた

め、秒以下の反応時聞をもっ系を扱う ζとはほと

んど不可能であった。しかし一方で、あまり遅い

反応系p::，ついては、 dyna皿 iC 8のための各種

装置の能力を推量するという点で、またSORを

利用するメリッ卜の点での意味が薄くなるという

判断があった。ヘモグロビン・サプユニットの再

会合が数秒のha1 f -t i meをもっ反応であると

報告されていたζ とから、現在の測定能力ギリギ

リの時間分解能での設定となるが、実験可能とみ

て同反応過程を取り上げる ζとにした。

αとβの両サプユニットはヒト・ヘモグロビン

より YiPらの方法で調製し、リガンドとしてCO

を結合させたものを使用した。測定は、 lシヨッ

トあたり 60μ2ずつの両サブユニ vト溶液(2 

mM、 pH7. 4 )をストップト・フロー装置で

瞬時に混合し、約60ミリ秒、の遅延時聞を経て、

200ミリ秒時間分割で51秒間行い(25 5フ

レームの小角散乱像の記録lζ対応)、更Kシヨッ

トを 3O~ 40回繰り返してデータを加算した。

1フレームあたりの散乱像はカウントーレートが

低く S/N比が悪いため、散乱像そのものの定量

的な解析は困難であった。そ乙で、得られた各小

角散乱曲線(0・o1 ( 4πS i ns/ A( O. 09 ) 
の強度を積分し、乙の積分値を指標として反応の

時間変化を調べた。時間一積分強度関数の 10fJ 

ープロットから、第一次近似として反応のhalf

-t imeは約12秒であることが示された。上

記の諸過程のうち、すβ4→ 2βの過程が全反応

過程での律速段階とされているが、得られた時定

数の逆数を k2の値としておく ζ とで、他の諸定

数の値にかかわりなく観測結果はシュミレーショ

ンでよく再現された。逆に言えば、 ζの結果のみ・

からは反応の他の諸定数の値を個々に評価する乙

とは難しい。そこで更に、別のpH濃度で再び実

験を行なう予定であったが、加速器の運転に変更

が生じ、残念ながら 2度目の通ynamlcsの実験

は実現しなかった。現在、両サブユニット及び再

構成されたヘモグロビン溶液についての static

な実験の結果と合せて解析を進めている。

私の行なった実験を通してみたとき、溶液に対

するdynamicalな実験で十分なS/N比を得

るには現在のSORをもってしでもまだ強度が弱

いという印象を持った。ストレージリングDOR

1 Sの場合について言えば、約8 ・3GeV、60

mAで運転されたときの放射光の強度は、国産の

最大出力の対陰極回転型X線発生器のものに比べ

て約8桁強い。しかし、本実験での散乱強度の比

較では、結果的には約数十倍の強度を得た ζとに

止まった。もちろんこれは、用いた試料の散乱能

やX線光学系、測定系のジオメトリー?と依寄する。

2桁程度への改善は可能なものと考えている。

現在、わが国でもフォトン・ファクトリー計画

(筑波、高エネルギー研)が進められており、乙

乙lと生物実験のための装置を持つ乙ととなってい

る。そして、数年後iζは本格的な実験が始まる予

定である。 ζのような背景色あって、私の留学の

目的のひとつも、フォトン・ファクトリーでの実

験を念頭において、 SORのこの分野での有効性

或いは直面するであろう実験上の諸問題について

予め知見を深めておきたいという乙とにあった。

今回のEMBL.H乱mburg-Outstat-

ionへの留学が貴財団の援助により実現し、 ζ

乙で多くの貴重主経験を得るζとができた。貴財団

iζ対し心より感謝の意を表したい。

-74-



80-5042 

早期型星における非動径振動の励起機構の研究

哩 臨自
東京大学安藤裕康

派遣期間 昭和55年 9月~昭和56年2月

研究機関 Department Astronomy. 

University of Manchester 

研究指導者 Prof. Z. Kopal 

はじめに

前回の報告の中で述べたように、 βCeP型星

53 pe r型星という早期型変光星は非動径振動

(水面に立つ波のようなものが星の表面で生じて

いる〉をしている乙とが知られている。非動径振

動は、主l乙星の外層で振動している圧力波モード

と、主1ζ星の中心部で振動している動力波モード

の2つが存在しうる。これらの波は局所的に閉じ

込められる性質があるので、乙の振動を観測して

星の内部構造を知ることが可能でみる。その一環

として星の内部回転速度を観測的に求める試みを

行なったことは前回報告した。乙乙ではζの非動

径振動の励起機構?とついて報告する。

βCep型星、 53 p e r型星の観測的特徴を

まとめてみると、1)非動径振動tζ特徴的な吸収

線輪郭の周期変化を示す。 2)多重周期を持つも

のが多く、しばしば各周期の聞に尽数関係が寄在

する。 3)1例を除いて星の回転方向fC:伝播する

波が励起される。以上が2つの星に共通t，t性質で

ある。一方βCep型星は主系列星より少し進化

した段階の星と考えられるが、 53Pe r型星は

主民主系列星から成る。もう 1つ両者で異なるの

はβCep型星の非動径振動の周期が安定してい

るのに比べ、 53pe r型星のものは数ヶ月で変

イじを示し、有改定である。乙れらの特徴はこれら

の星がどんとr励起機精で振動をしているかをさぐ

る上て霊要な手がかりを与えてくれる。

さて乙れらの振動の励起機構が何であるかは、

星の内部物理を知る上で大切であり、発見当初か

らいろいろのモデルが提出された。乙れを大別す

ると、外層l亡励起機構を求めるものと内部f;::求め
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るものとに分けられる。外層における励起機構は

kーメカニズムと呼ばれ、ヘリウムの半電離層の

うすい層が外層に存在し、乙こでは熱容量も大き

く、又吸収係数も大きいので内部からの熱の流れ

を止めて熱エネルギーを運動エネルギーに変える

熱機関の役割をしている。ある振動が励起される

か否かはこの励起の大きさが他の層での編射損失

を上まわるかどうかで決まる。多くの研究者はこ

の方向で計算を行なったが、励起きれないという

否定的結果になった。乙のメカニズムでは回転方

向l己伝播する波も反対方向に伝播する波も等しく

励起されるし、重力波モードの励起に適さないと

いう欠点を持っている。一方内部I乙求めるメカニ

ズムにはεーメカニズムと回転によるメカニズム
がある。前者は中心殻の原子核エネルギーによる

励起である。しかし中心での鱈射損失は大きすぎ

有効に働かない。 後者によるものとして、回転に

よって中心殻における対流運動が振動的になり非

動径振動と共鳴を起ζしてζれを励起するという

ものである。 ζれは回転方向lζ伝播する波しか励

起しないという特徴を説明する。しかし対流領坊

と非動径振動領域は分灘されているので有効K共

鳴励起しうるかどうか疑問視されている。以上の

ように決定的な励起機構はまだ見つかっていない。

研究

今回非動径援動の励起機構の 1つとして、

Kelvin-lielmholtzメカニズムの可能性を

考えた。星が進化するにつれて中心殻は収縮し外

層は膨脹する。その結果叙期K一様回転していて

も、進化と共tと内部は速い回転速度を持つ乙とに



なる。いわゆる微分回転が生じる。この境界で微

分回転を解消しようと非動径振動の波が励起され

る。 ζれがKelvin-Helmhoitzメカニズ

ムである。このメカニズムは、その名の通り、

KelvinとHelmholtzlとよって独立に速度

勾配を持つ平行平面流の流体中lと発見され、主It

Rayleigh によって研究が進められた。従って

歴史的には古い問題でゐるが、奇妙なと言ろがあ

り、今だに研究の続いている問題である。星への

応用も過去考えられたがほとんど重要な進展はな

かった。問題を現実に近づけようとすれば必然的

に状況が回転楕円体の問題になり、数学的扱いが

極度11:難しくなる。

数学的困難さもそれほどなくかっ物理的に十分

意味のある方法として星を回転柱で近似して ζの

メカニズムを調べた。その解析の結果、 Kelvin

-He lmho 1 tzメカニズムが起こる必要条件を

見出す乙とができたが必要十分条件は得られなか

った。得られた結果をまとめてみる。 1)励起され

る波の周期はほぼ回転周期の大きさである。 2)微

分回転がある一定の大きさよちきつい ζとが必要

である。 3)星の自己重力は乙のメカニズムを抑制

する方向に働く。 4)回転と同じ方向に伝播する波

が励起きれる。 5)励起される波は微分回転のある

領域でのみ大きな振幅を持つ。以上が乙のメカニ

ズムて勃起きれる波の特徴である。乙の機憶では

圧力波モードも重力波モードも共に励起可能であ

り、上記の特徴はβCep型星、 53P e r型星の

観測事実のかなりの部分を説明しうる。ただし 5)

の性質は観測されている大局的な非動径振動とは

結びつかず、乙の振動との共鳴励起を考えねばな

らない。もう lっこのメカニズムが働くにはどの程

度の微分回転が必要かは、実際R安定住の問題を

解く必要があり、乙れは独立した大きな問題でも

あるので将来の課題とした。 1)の結果から、もし

観測された星でζのメカニズムが働いているとす

れば、中心殻はどの程度の回転速度を持っている

べきかが推定できる。乙の結果中心殻は外層より

約 10倍速く回転していなくてはならないという

結論を得た。一見異常IL見えるが、一方で乙れら

の星の表面回転速度は普通の星に比べて小さく、

ひしろ得られた中心殻の回転速度が平均的な星の

回転速度iζ一致する乙とが見出された。星の誕生

時?と一様回転していたと考えられるので、進化中

』ζ外層は角運動量を外部へ放出したことになる。

非軸対称の非動径振動は角運動量を運ぶので、非

動径振動自体による微分回転への影響が乙の事実

を説明するかもしれない。将来に残された問題で

ある。 ζれと関連して、非軸対称の非動径振動自

体による微分回転をならす効果が考えられる。 ζ

のメカニズムによって観測されている大きさの振

動が維持される時間スケールを見潰ってみると普

通の考えられる共鳴では進化の時間スケールより

短く、観測可能性に問題を残す。

以上のように最後に述べた欠点はあるが、観測

のかなりの部分を説明しうるのでKe1 v i n-

Helmholtzメカニズムは励起機構の 1つの可

能性として意味を持らうる。回転楕円体fL対する

方程式を導き、星への応用では回転柱の近似を用

いてこのメカニズムの基本的性質を導いた。観測

との比較によってどのような条件が要求されるか、

その条件の妥当性について議論し、 ζれらを論文

にまとめ、英国の天支学会誌MonもhlyNoti 

ces of Royal Astronomical 

Societァに投稿し受理され印刷中である。

むすび

Kelvin-Helmholtzメカニズムの閣題

は、本質的に星の問題で解明されていえfい。 ζの

ため今だに安定な星の角運動量分布の条件、星の

進化lζ伴なう角運動量の再分配の問題といった基

本的問題が解けていないロ近い将来 ζのメカユズ

ムの問題を近似しない回転楕円体で解明したいと

闘っている。 最近では太陽で長周期振動の存在住が

観測的11:指摘されている。従来の励起機構では説

明できず、乙のKelvin-Helmholtzメカニ

ズムの可能性も残されている。もしこれが事実な

ら、太陽の中心は高速回転している ζ とになる。

乙れは太陽の偏平度の観測から太陽中心は高速自

転していなければならないとするDickeの考え

と関連しており、 Einsteinの一世相対論から

Di c keの一世相対論かという問題にも発展して

いく興味のある問題である。近い将来乙れらの分

野で進展がゐる ζとを期待している。

おわりに
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始めの復期派遣(1 979・9月-1980・
8月)11::続き半年の英国滞在を認めていただいた

寅財団の深い御塑解と御好意lζ感謝し、又貧財団

専務理事小川俊太郎樽士に激励や援助を賜りまし

たζ とに感謝したい。
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尚乙の後フランスのパリ天文台で約半年研究す

る機令が与えられ、上1ζ述べた仕事の延長として

波と回転の相互作用It:関する知見を得る乙とがで

きた。詳しくは他の機会lζで色報告させていただ

きfこい。



一"…一一 一一"中間報告・短信-."'-円向山一

Giessenカsら

大阪市立大学石井正光(財団ニュース通巻叩号P.59参照)

近況:貴財団の御援助により当地へ留学してから

早や六ヶ月が過ぎ去った。思い返せば、初めての

外国へ言葉も不自由なまま陀旅立ち、 Frankf-

urtの空港へ緊張しながら降り立った日がつい

此の閣の事の様だ。

当地GieβenはFrankfurtの北方6OKm 

k位置し、昨年十一月末に着いた頃はもう真冬。

以来寒さはつのり知る人は少なくと、いささか感

傷的になる時もゐったが、仕事Iと精出して過して

いるうちに三月を迎えるとその寒さも弱まり，四

月には多くの木々が美しく花を咲かせ、五月には

schδne s Ma iと言われる如く，田中どこへ

行っても綜したたる美しい田園風景を見る ζとが

でき，このような環境で自由民研究11:打ち込める

事を大変嬉しく思っている。

衣食住の日常生活や言葉の障がいなどについて

は余り大きな問題もなく過している。食べ物は慣

れてしまえばドイツ料理も結構美味しく戴けるし、

乳製品や肉類は日本と比べてずっと安〈購入でき

る。米はジャガイモと同じくドイツでは主食で、

他の日本料理が食べたくなればFrankfurtの

日本食料品居、みくに'でとても割高だが大低の

ものは聞に合う。住居は大学附属のGastめa国

のアパートメン卜を借りており、快適な部屋だが

家賃が安いわけではないのが残念だ。

言葉は、仕事場の大学では大低英語で話をして

しまうので独語K上達する機令がな〈、いまだに

少ししかし干べれないが、折角の習得のチャンス

だから残された期閣にー頑張りしようと思ってい

る。

研究の進展状況:最初の予定では先ず「色素性母

斑における滴落現象の解析」の主題のもとに研究

を開始するはずだったが、指導教授E.Paul氏

の強い要望で 「高温体外濯流治療後の悪性黒色腫

の変化!L関する電顕的研究Jの主題のもとに仕事

を開始し、本主題についてはすでに研究を終了し

残る期聞において当初の主題についての研究をで

きる限り進める予定である。

以下にもう少し詳しい内容を記るすと、皮膚科

の領域で最もたちの悪い悪性黒色腫が黒人や黄色

人種よりも白人に頻発する事はよく知られている

が、特lζ当Gi骨βenの病院は本誌患のセンター

の一つになっており、年間100人を越える患者

が来院し、種々の治療を行なっている。最近特に

外科と協力して、高濃度の抗癌剤を穣息四肢にだ

け体外から溶流する方法を用いてかなりの成果を

上げているが、その治療により生じた悪性黒色腫

の細胞の変化を電子顕微鏡にて観察し、以下の所

見を得た。(悪性黒色腫の転位していない色のと

したものについて種々の抗癌剤をそれぞれ用いた

結果の要約として。)

I核の変イt a)空胞化、内包物質出現、 b)ク
ロマチンの凝縮、 c)分菜、延長、 陥入、d)核崩

壊

E細胞質の変化 a)ミトコンドリアの空胞化、

b)内包物質の出現、 c)細胞膜の崩壊、d)臣細胞

の出現

以上の結果の一部は4月24~2 5日!LHam-

burgで開催されたE.O.R.T.C.(Euro-

pean Organization for Research 

on Trea七roen t 0 f C a n c e r )のMa1 i 

gn乱ntMelanoroa Cooperative 

G roupの集令で報告したが、本格的な発表は9

月 28 日 ~1 0月1日の間Prahaで開催される

illrd European Workshop on Mela-

n i n P i groe n t a t i 0 nにおいて報告する予定

になっている。

今後の見通し:再生色素性母斑についての研究は

丁度良い研究材料を手に入れる事ができ、 現在試

料作りlζ追われている。 Paul教授の光学顕微鏡
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レベルの仕事があり、電子顕微鏡の観察結果を結

合させる事により良い研究成果を上げ得るものと

期待しつつ残された期聞に結果を出すべく努力す

るつもりである。 1981. 6. 29 

Princetonカ注ら

京都大学 井上 敬(財団ニュース通巻 10号P.58参照)

中間報告

細胞性粘菌のー種 Di c t Y 0 s t e 1 i um 

di scoideum における細胞分化のパターン形

成について次の8つの側面から研究を行伝ってい

る。

{l} cAMPK対する走化性反応とパターン形成

との関係，及び. cAMP リセプターに対する陽

イオンの調節作用.(2)移動体における蛋白合成の

空間パターン.(3).移動体の運動の遠心力を用いた

測定。

(1)グルコースを含む港地で増殖した細胞 (G帥

細胞)とクソレコースを含まない培地で増殖した細

胞(G(回細胞)を混合して移動体を形成させると

GH細胞は主として予定柄細胞に分化し移動体の

前部rc選別する ζとが明らかとなっており (Le-
ach et al 1973， Tasaka & Take-
uchi 1981).一方，細胞にCa等の2価陽イ

オンを与えると cAMPリセプターの数が急激に

増加する ζとも知られている (Juliani & 

Klein 1977)。パターン形成の主な要因であ

る細胞選別と総胞のcAMPIと対する走化性運動

との関連を探る為に.G(t)， G(→細胞におけるC

AMP感受性の差を調べ，既KGH細胞はG帥細

胞の2倍以上の数のcAMPリセプターを持ち走

伝性反応、も強い乙とを明らかにしたが，更に ζの

差がCa等の 2価陽イオン含量の差?唱因するの

ではない乙と，また中濃度(2 mM)の2価陽イ

オンに長時間さらされると cAMPリセプター数
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は2f商陽イオンが殆んど無い時と同じ程度まで低

下し 測定時にこのイオンを除去するとリセプタ

ーは通常レベルよりもさ らに減少する ζとが明ら

かとなった。 cAMPがCaとともに細胞分化に

大きな影響を与える乙とを考えあわせると，分化

の調節に関連して興味深く，今後詳しく検討する

予定である。

(2)比較的最近始めたと ζろで，どのような結果

が得られるかまだ予想できない。

(3)以前，移動体の原動力を復室法を用いて測定

したが Clnouye& Takeuchi 1980)， 
今回，会く別の方法として遠心力を用いて同様の

測定を行なった。卓上遠心器を改造して正確な測

定の行なえる装置を作り，また強い遠心力を用い

る場合の一番の問題点である移動体の変形は，移

動体を寒天毛細管中1と入れるζとによって防いだ。

その結果，この方法で測定した移動体の原動力は

複室法を用いた時の値とほぼ一致する乙と，遠心

力による移動体の変形を考慮iζ入れないと実際よ

りはるかに低い見かけの原動力を得るおそれのゐ

るζと，等が明らかになった。

今後乙れらの結果を検討し，さらに乙の方向で

実験を進めていく予定である。できればこの研究

室にある様々な種類の細胞性粘菌のコレクション

を利用して，パターン形成の問題の比較研究も行

ないたいと考えている。



Honoluluから

川島祥孝

派遣期間 昭和56年8月4日~昭和57年5月1日

研究機関 Hawa.ii DUMAND Center. 

第 l 信

9月iとなりました。日本では暑い夏も峠を越し

いよいよすがすがしい季節になりますがv 当地ハ

ヲイは強い日射しで暑い毎日です。

8月5日1ζ日本を発ち、当地lζ来て約1ヶ月近

く過ぎました。査員初異国の生活習慣と言葉にとま

どい苦労をいたしました。到着後1週間は大学の

宿舎にいましたが、教授が借家を授し出してくだ

さいまして、現在1軒家Kアメリカ人の青年と二

人で暮しています。二人で借りたのは家賃を二等

分して少しでも互いの生活を楽にしようという配

慮で、アメリカでは学生同士、 ζ ういうことをす

るそうでして、合理的な生活方法だと一人感心い

たしております。乙うして 1ヶ月たちますと全く

生活には何ら困る ζ とはありません。私のように

戦後生れで大学時代よりハンパーガーやホットド

ッグそしてコーラ等アメリカより導入された生活

を日本で経験していますので、幸いなζ とにアメ

リカの食生活K何ら苦労する ζとなく解け込む乙

とができました。やはり一番苦労するのは言業で

U n i v e r S i t Y 0 f Ha wa i i. 

2505 C 0 r r e a Rd. Ho n 0 1 u 1 u. 

HI. 96822. U. S.A. 

す。研究室の連中はわりときれいな英語で話しま

すが、一歩外iζ出て一世の人々の会話を聞くのに

よく理解できない英語ばかり耳にします。

研究の方は、今年12月に予備実験をする乙と

が決まり、その準備で現在忙がしい毎日をすCし

ています。私は主4と海lζ入射した高エネルギーを立

子(~ュ ーオンやニュートリノ)が水の原子核と

相互作用して発生する光を捕える光電子増倍管の

テストを受持ち、それに携わっています。

日本の研究所と比較しますと、種々の測定装置

は日本にいた時の方が多し準備もより早く進ん

だ気がいたします。しかし、海洋工学の面から見

ますと、ハワイ大には、それなりのスタッフが多

くいて、乙の実験のための人材の面では優れてい

る気がいたします。

みなさまの御健康をお祈り申し上げます。

1 98 1年9月3日

Bethesdaカ〉ら

東北大学北村昭夫

派遣期間 昭和56年9月1日~昭和 57年8月31日

研究機関 Laboratory of Chemical Biology. 

National Institute of Arlhritis. 

Metabolism and Didestive 

D i 5 e a 5 e s， B e th e s da， Ma r y 1 a nd 

20205， U. S. A. 

研究指導者 Edward Steers(Sineor Research 

Scientist) 
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住居 11101 Mitscher St. Kensington. 

MD. 20895. U. S. A. 

第 l 信

予定通り 9月2日に無事派遣先に到着致しまし

たのでw第1報をお送り致します。

1)研究主題、ゾウリムシ接合型牧慣の免疫イじ学

的研究。

当面の研究の進め方、

これまで、接合型物質と莫然と呼ばれてきた繊

毛膜の物質系が、性的認識部位と疎水性の接着部

位とから成り立つことを日本で明らかにしてきた

ので、これらの部位の関係を主に免疫化学的な手

法を用いてより明らかにしたい。

具体的には噌性的認識活性をもっ繊毛摸小胞を

抗原として、ウサギを免疫動物とし、特異的な抗

血清の調製を開始する。また、疎水性の接着分子

の性質を明らかにする目的で、乙の接着反応を阻

害する疎水性ペプチドの開発や、種々の繊毛抗原

!?:対する抗体を用いて、膜分子の配置と疎水性接

着能及び性的認識能の発現との関連の解析に着手

したい。

2)研究期間

19 8 1年9月1日-1982年8月31日

その後の欧州での研究視察は提出ずみの日程表

に従います。

最後に、もしこちらの研究機関で研究期閣の延

長とそれに対する援助が許可されましたら、予定

の簸澗より少し長く研究したいと思っております。

昭和56年9月14日

司よ0
0
 



叩叫岬司t田ーか円四一…'-ilJ-.o_"" 事 務 報 告叫"…

事業日誌

56.4.27 選考打合会

5. 15 永宮健夫新理事長、赤堀田郎前理事長、山田輝郎氏を訪問

5.16 第S図研究交歓会(於:築業年金令館〉

5.17 昭和56年度第1回理事令・評議員令・選考委員会

昭和 55年度事業報告、収支決算報告承認、昭和56年度事業現状報告、選考方法承認

(於:築業年金会館)

5.22 選考打合会

6.16 財団ニュース通巻第 10号発信

6.部 選考打合会

7. 3 r山田科学療興財団の5年」刊行につき、大日本印刷株式令社と第1回打合せ
7.11 第2団長期間派遣者研究交歓令〈於:薬業年金会館)

。 理事懇談令
7.24 選考打合令

8.郡 選考打合会、理事懇談会

9. 8 長期間招へい者孫宗華(中華人民共和国、中国科学院成都有機化学研究所)

受入者伊勢典夫(京大工)財団来訪永富理事長と面談

9.10 役員及び顧問、評議員へMBE機器導入の件の書簡発送

9.30 開口 57年度学術交流集会援助申請締切

5周年行事lζ就て
明昭和57年2月25日は本財団の創立満5周年自に当りますので、昨年の中頃から理事の方々の

と意向をうかがい、去る5月17日の評議員会及び理事会で記念行事の構怨を紹介しましたが、 8月

2 8日の理事懇談令で更に具体的な計画が決まりましたので紹介します。

方 針 5年間のまとめと反省のための内輪の行事とする

組成 ィ.記念の集い

ロ.r山田科学掻興財団の 5年」発行
ハ.記念学術集会(細胞工学)

実施 イ.記念の集い

と き:昭和57年2月20日(土)1 4時〈翌日 21日(日〉には評議員会、理事会

を行う)

とζろ ;大阪コクサイホテル(予約済)

干540大阪市東区内本町橋詰58 (06)941-2661 

次第 : 1 4 : 00~1 7 :00 挨拶、報告、鱒演など

1 7 :0 0~ 1 9:30 記念撮影、記念パーティ

参令者;招待客、財団関係者など100名程

ロ. r山田科学振興財団の5年Jの発行
~J年の事業報告と併行し、別巻として発行し、記念日に配る。

内容 a.回顧編(第 1郎〉に内外の寄稿を集録する。
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b .資料編(第2郡)，ζ昭和51年度から 55年度に亘る財団の業務及び事
務の動きを文章、図、表及び写真等によりまとめる。

c .英文編財団の概要を紹介する。

ハ.記念学術集会

名 称:山田科学振興財団創立5周年記念国際シンポジウム

内 容:細胞工学

主催者 :岡田善雄

開催予定:1 982年8月下旬、於・神戸ポートピア国際会議場

人事消息

。天皇誕生日の4月29目、財団の資産寄贈者ロート製薬株式会社 山田輝郎会長(8 6才)が勲S等

旭日中綬章を受章されました。

編 集 後 記

本号には、通巻 10号Ii::slき続いて本年4月以降9月迄の間lζ集録した短期間招へい成果報告、短期

間派遣成果報告、長期間派遣成果報告、中間報告および短信などをお知らせします。なおτ本号tとは第2

団長期間派遣者研究交歓会の速報を収載しました。

さて、本号への特別寄稿は京都大学工学部田伏岩夫氏のiOholo Biological Confere-

nceとそれを育んだ風土」です。筆者は本財団の昭和55年度短期間派遣媛助を受けられました。

お



財団浪人 山田科学握興財団

〒544 大阪市生野区巽西1丁目8番 1号

ロート製薬株式会社内

電話大阪(06)758局1231 ロート製薬抹式会社呼出

Yamada Science Founda七ion

。10 Rohto Pharmaceutical Co.， Ltd. 
8-1. Tat飢lDli Nishi 1-chome. I1amo-ku 
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